
2024年5月

[2024年4月～2027年3月（2024年度～2026年度）］

　スローガン

　　“ ＮＳクリエーション２０２６ ”
　　～創造力とソリューション力を強みとした

           　顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～


★表紙



						[2024年4月～2027年3月（2024年度～2026年度）］ ネン ツキ ネン ツキ ネンド ネンド



						　スローガン
　　“ＮＳクリエーション２０２６ ”　
　　～創造力とソリューション力を強みとした
           　顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～





















										45413





												経営企画部 ケイエイ キカク ブ



						　“ ＮＳクリエーション２０２６ ” （ Narasaki Sangyo / Next Stage　Creation　2026 ）　
  　    ～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～　　







中 期 経 営 計 画



★概要

								中期経営計画（２０２４年度～２０２６年度） チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド



												“ＮＳクリエーション2026”



								　～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～ ソウゾウリョク リョク ツヨ コキャク ミッチャク ガタ キギョウ



								連結目標数値
（2026年度） レンケツ モクヒョウ スウチ ネンド										営業利益：40億円　当期純利益：28億円　ＲＯＥ：10%　配当性向：30%以上 エイギョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ハイトウ セイコウ イジョウ





								基本方針 キホン ホウシン









































・コンプライアンスの徹底
・リスクマネジメントの充実
・サステナビリティ活動推進

・営業ＣＦ確保と有効活用
・健全な財務基盤の維持
・株主還元

・人材の確保・育成
・エンゲージメント向上
・多様な働き方への対応

成長戦略の推進

部門間連携の強化

経営基盤の強化

サステナビリティの推進

電機関連

建設・エネ
ルギー関連

海運関連

機械関連

事業戦略

財務・資本戦略

人事戦略

サステナビリティ戦略

ＩＲ戦略

　　　・グループ総合力の発揮
　　　・ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化　
　　　・生産性の向上
　　　・環境変化への適応

・積極的な情報発信
・株主・投資家との建設的
　対話



★振り返り（数値）

								←　　前中期経営計画期間　　→ ゼン チュウキ ケイエイ ケイカク キカン										単位：百万円 タンイ ヒャクマンエン

				連結 レンケツ		'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド		'23年
（計画） ネン ケイカク		達成率 タッセイ リツ		評価 ヒョウカ

				売上高 ウリアゲダカ		87,168		94,797		99,927		107,455		110,000		98%		△

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,883		2,303		2,798		2,982		3,000		99%		△

				経常利益 ケイジョウ リエキ		1,900		2,399		2,892		3,084		3,000		103%		○

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,472		1,566		2,139		2,301		2,000		115%		○

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		37.5%		38.9%		39.7%		39.6%		40.0%		99%		△

				ＲＯＥ		8.6%		8.6%		10.8%		10.3%		10.0%		103%		○

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ









売上高



売上高	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	87168	94797	99927	107455	110000	





営業利益



営業利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1883	2303	2798	2982	3000	







経常利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1900	2399	2892	3084	3000	





当期純利益



当期純利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1472	1566	2139	2301	2000	





※



★振り返り（方針）

				現中期経営計画（2021年度～2023年度）　“Dash Forward 2023” ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

				［対外公表］ タイガイ コウヒョウ

						売上高1,100億円／営業利益30億円／経常利益30億円／当期純利益20億円／自己資本比率40%／ＲＯＥ10% ウリアゲ ダカ オクエン エイギョウ リエキ オクエン ケイジョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ジコ シホン ヒリツ

						キーワード　：　①成長戦略の推進　②事業連携による競争力強化　③経営基盤の強化 セイチョウ センリャク スイシン ジギョウ レンケイ キョウソウリョク キョウカ ケイエイ キバン キョウカ

				［基本方針］ キホン ホウシン

						基本方針 キホン ホウシン		総　括　（成果と課題） ソウ カツ セイカ カダイ				評価 ヒョウカ

				１．		事業セグメント間の連携強化とグループ総合力の発揮 ジギョウ カン レンケイ キョウカ ソウゴウリョク ハッキ		▶
		電機セグメント内にＦＡソリューション部を立ち上げるなど、セグメント間での情報共有・
協業活動が活性化、グループ間でのシナジー効果により業容拡大 デンキ ナイ ブ タ ア カン ジョウホウ キョウユウ キョウギョウ カツドウ カッセイ カ カン コウカ ギョウヨウ カクダイ		○

				２．		コア事業の強化と新事業・新分野の創出 ジギョウ キョウカ シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ		▶
▶		各事業セグメントにて、強みや優位性を発揮できる分野に注力し、事業基盤強化
新たな柱となり得る分野・事業の開拓については道半ば カク ジギョウ ツヨ ユウイセイ ハッキ ブンヤ チュウリョク ジギョウ キバン キョウカ アラ ハシラ ウ ブンヤ ジギョウ カイタク ミチナカ		○

				３．		COVID-19への対応と激変する事業環境への適応 タイオウ ゲキヘン ジギョウ カンキョウ テキオウ		▶▶		新型コロナへの適切対応、大規模自然災害に対するＢＣＰも周知・徹底
ＤＸ推進チーム立ち上げ、デジタル技術を活用した業務合理化・効率化を推進中 シンガタ テキセツ タイオウ ダイキボ シゼン サイガイ タイ シュウチ テッテイ スイシン タ ア ギジュツ カツヨウ ギョウム ゴウリカ コウリツカ スイシンチュウ		○

				４．		財務基盤の強化とキャッシュフロー経営の徹底 ザイム キバン キョウカ ケイエイ テッテイ		▶
▶		'23年度末時点の自己資本比率は39.6%
営業C/Fも３年間累計40億円以上を確保し、財務体質は確実に改善中 ネンド マツ ジテン ジコ シホン ヒリツ エイギョウ ネンカン ルイケイ オクエン イジョウ カクホ ザイム タイシツ カクジツ カイゼン チュウ		△

				５．		人材の確保・育成、人事制度の改革、働き方改革 ジンザイ カクホ イクセイ ジンジ セイド カイカク ハタラ カタ カイカク		▶▶		新人事制度定着、多様性確保、働き方改革に纏わる施策展開中
人材確保並びに従業員エンゲージメント向上のための諸施策は継続課題 シン ジンジ セイド テイチャク タヨウセイ カクホ ハタラ カタ カイカク マツ シサク テンカイ チュウ ジンザイ カクホ ナラ ジュウギョウイン コウジョウ ショシサク ケイゾク カダイ		△

				６．		コンプライアンスの徹底、ガバナンスの充実、ＥＳＧの取組み強化 テッテイ ジュウジツ トリク キョウカ		▶
▶		各種研修・E-ラーニング等を通じ、コンプライアンス・リスク管理意識は確実に向上
サステナビリティへの取組みと情報開示の充実が継続課題 カクシュ ケンシュウ トウ ツウ カンリ イシキ カクジツ コウジョウ トリク ジョウホウ カイジ ジュウジツ ケイゾク カダイ		○



				［事業戦略］ ジギョウ センリャク

						・グループ総合力の発揮 ソウゴウリョク ハッキ

						・コア事業の強化 ジギョウ キョウカ

						・事業環境への適応 ジギョウ カンキョウ テキオウ

						・新事業・新分野の創出 シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ

				［財務戦略］ ザイム センリャク

						・財務体質の改善 ザイム タイシツ カイゼン

						・安定的な営業キャッシュフローの創出 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ

						・経営資源の有効活用 ケイエイ シゲン ユウコウ カツヨウ

				［人事戦略］ ジンジ センリャク

						・人材の確保・育成 ジンザイ カクホ イクセイ

						・人事制度の改革 ジンジ セイド カイカク

						・働き方改革 ハタラ カタ カイカク

				［ＣＳＲ戦略］ センリャク

						・コンプライアンスの徹底 テッテイ

						・コーポレートガバナンスの充実 ジュウジツ

						・ＥＳＧへの取組み強化 トリク キョウカ





★新中計数値



								単位：百万円、% タンイ ヒャクマンエン

						2023年度
実績 ネンド ジッセキ		2026年度
計画 ネンド ケイカク

				売上高 ウリアゲダカ		107,455		120,000

				営業利益 エイギョウ リエキ		2,982		4,000

				経常利益 ケイジョウ リエキ		3,084		4,000

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		2,301		2,800		※

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		39.6%		40%以上 イジョウ

				ＲＯＥ		10.3%		10.0%

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤ カイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ



2023年度	
実績	営業利益	経常利益	当期純利益	2982	3084	2301	2026年度	
計画	営業利益	経常利益	当期純利益	4000	4000	2800	





2023年度	
実績	売上高	107455	2026年度	
計画	売上高	120000	







★ROE・PBR

				ROE

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						12.8		12.3		10.1		8.6		8.6		10.8		10.3

				PBR

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						0.76		0.65		0.57		0.57		0.55		0.45		0.63



18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	12.8	12.3	10.1	8.6	8.6	10.8	10.3	





18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	0.76	0.65	0.56999999999999995	0.56999999999999995	0.55000000000000004	0.45	0.63	







★売上高・営業利益・当期利益

																																														年度業績予想 ネンド ギョウセキ ヨソウ		（中計） チュウケイ								（中計） チュウケイ

						百万円 ヒャクマンエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ				27/3月期 ツキ																								21/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						売上高 ウリアゲ ダカ		101,596		103,145		98,697		87,168		94,797		99,927		107,456				120,000																						売上高 ウリアゲ ダカ		1,100.0		900.0		950.0		980.0		1,100.0		1,100.0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,497		2,511		2,359		1,883		2,303		2,798		2,982				4,000																						営業利益 エイギョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,686		1,793		1,594		1,472		1,566		2,139		2,301				2,800																						経常利益 ケイジョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ		18.0		15.0		15.0		17.0		20.0		20.0

						億円 オクエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期
実績 ツキ ジッセキ		22/3月期
実績 ツキ ジッセキ		23/3月期
実績 ツキ ジッセキ		24/3月期
実績 ツキ ジッセキ				27/3月期
計画 ツキ ケイカク																						自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		35.0%								40.0%

						売上高 ウリアゲ ダカ		1,016		1,031		987		872		948		999		1,075				1,200																						ＲＯＥ		10.0%								10.0%

						営業利益 エイギョウ リエキ		25		25		24		19		23		28		30				40

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		17		18		16		15		16		21		23				28

																																														実績値 ジッセキ アタイ														（億円） オクエン

																																																		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期
（計画） ツキ ケイカク		24/3月期 ツキ

																																														売上高 ウリアゲ ダカ				871.7		948.0		999.3		1,100.0		1,068.9

																																														営業利益 エイギョウ リエキ				18.8		23.0		28.0		30.0		27.1

																																														経常利益 ケイジョウ リエキ				19.0		24.0		28.9		30.0		27.8

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ				14.7		15.7		21.4		20.0		21.1

																																														自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ				37.5%		38.9%		39.7%		40.0%

																																														ＲＯＥ				8.6%		8.6%		10.8%		10.0%

























奥苑



売上高	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	871.7	948	999.3	1100	1068.9000000000001	







営業利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	18.8	23	28	30	27.1	







当期純利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	14.7	15.7	21.4	20	21.1	





売上高	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	871.68	947.97	999.27	1074.56	1200	





営業利益	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	18.829999999999998	23.03	27.98	29.82	40	







事業戦略 (現データ)

				　中期経営計画／事業戦略（セグメント別重点テーマ）　2021-2023振り返りと2024-2026重点テーマ チュウキ ケイエイ ケイカク ジギョウ センリャク ベツ ジュウテン フ カエ ジュウテン

												(注)◎予定以上の進捗、〇概ね予定通りの進捗、△一部に遅れ(課題)あり、×大幅な遅れ、未実施 チュウ ヨテイ イジョウ シンチョク オオム ヨテイ トオ シンチョク イチブ オク カダイ オオハバ オク ミジッシ

				本部案 ホンブ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ				協働可能な仕入先の獲得に成功。引合拡大し組織化した初年度の7倍の売上高 キョウドウ カノウ シイレサキ カクトク セイコウ ソシキカ ショネンド バイ ウリアゲ ダカ		◎		顧客対応型ビジネスモデル構築 (クロスセル販売の推進) コキャク タイオウ ガタ コウチク ハンバイ スイシン		▸各ビジネスユニット別に保有されているお客様に対する、本部総合力を駆使したサービス、商品が提供可能な体制構築 カク ベツ ホユウ キャクサマ タイ ホンブ ソウゴウリョク クシ ショウヒン テイキョウ カノウ タイセイ コウチク				重点テーマ ジュウテン		概　　　　　　要 ガイ ヨウ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ				機器事業2023年度過去最高実績。冷熱事業2022年度過去最高実績 ※2023年度は過去2番目の高実績 キキ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ レイネツ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ ネンド カコ バンメ コウ ジッセキ		〇		新事業の確立 (ソリューションビジネス基盤化) シンジギョウ カクリツ キバン カ		▸現在の商品単品販売型から商材複合販売、システム販売、工事請けビジネスが可能な社内リソース整備と実践 ゲンザイ ショウヒン タンピン ハンバイ カタ ショウザイ フクゴウ ハンバイ ハンバイ コウジ ウ カノウ シャナイ セイビ ジッセン				コアビジネスの維持拡大 イジ カクダイ		▶メーカーとの連携・関係強化による業界・市場での確固たる地位の確立、強み領域の拡充 レンケイ カンケイ キョウカ ギョウカイ シジョウ カッコ チイ カクリツ ツヨ リョウイキ カクジュウ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン				新手法である電機本部顧客への空冷品販売、トータル提案活動において更なる実績向上に余地 シン シュホウ デンキ ホンブ コキャク クウレイ ヒン ハンバイ テイアン カツドウ サラ ジッセキ コウジョウ ヨチ		△		コアビジネスの維持、拡大 イジ カクダイ		▸ベース事業である三菱電機代理店ビジネスの維持、拡大の実践を継続 ジギョウ ミツビシ ダイリテン イジ カクダイ ジッセン ケイゾク				成長市場でのユーザー・販売チャネル拡大 セイチョウ シジョウ ハンバイ カクダイ		▶成長市場である半導体製造装置・デバイス・エレクトロニクス業界でのビジネス基盤構築 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ セイゾウ ソウチ ギョウカイ キバン コウチク

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ				製造業のお客様に向けたシステム販売、工事一式受注ビジネスを開始 セイゾウギョウ キャクサマ ム ハンバイ コウジ イッシキ ジュチュウ カイシ		〇		半導体関連市場への注力 ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク		▸中長期的に拡大する半導体関連市場を本部の成長分野と位置付け、多彩な商材販売と新しいお客様創出を強化 チュウチョウキテキ カクダイ ハンドウタイ カンレン シジョウ ホンブ セイチョウ ブンヤ イチヅ アタラ キャクサマ ソウシュツ キョウカ				ソリューションビジネスの推進・体制確立 スイシン タイセイ カクリツ		▶既存顧客をベースに当社独自のソリューション提供（単品セールスからの脱却、クロスセル） キゾン コキャク トウシャ ドクジ テイキョウ タンピン ダッキャク

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ				タイムリーな情報が提供を目的とした営業ページ開設、メルマガ、YouTube配信開始 ジョウホウ テイキョウ モクテキ エイギョウ カイセツ ハイシン カイシ		〇		海外現法との連携 カイガイ ゲンポウ レンケイ		▸海外、日本国内の情報を連携させた得意先拡大 カイガイ ニホン コクナイ ジョウホウ レンケイ トクイサキ カクダイ				顧客対応型ビジネスモデルへの変革 コキャク タイオウガタ ヘンカク		▶優良メーカー発掘、パートナー連携体制構築し、顧客満足度の高い商品・サービス提供 ユウリョウ ハックツ レンケイ タイセイ コウチク コキャク マンゾクド タカ ショウヒン テイキョウ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ				発祥の地、北海道において冷熱事業、室蘭地区実績が2023年度に過去最高。中国、ベトナム法人実績が過去最高 ハッショウ チ ホッカイドウ レイネツ ジギョウ ムロラン チク ジッセキ ネンド カコ サイコウ チュウゴク ホウジン ジッセキ カコ サイコウ		〇		特定商材にとらわれないマルチ人材の育成 トクテイ ショウザイ ジンザイ イクセイ		▸柔軟なジョブローテーションを実施し、所属組織や従来の商材別制約を越え、お客様のニーズへの対応や課題解決が可能な人材を育成 ジッシ ショゾク ソシキ ジュウライ ショウザイ ベツ セイヤク コ キャクサマ タイオウ カダイ カノウ ジンザイ イクセイ				海外現法との連携 カイガイ ゲン ホウ レンケイ		▶ＦＡ機器・産メカ製品販売、ファンドリービジネスにおける中国・ベトナム現法との連携強化 キキ サン セイヒン ハンバイ チュウゴク ゲン ホウ レンケイ キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ				・「農」「食」連携して稼ぐ体制の推進が成果に寄与 ノウ ショク レンケイ カセ タイセイ スイシン セイカ キヨ		〇		「農」「食」事業領域の強化・拡大 ノウ ショク ジギョウリョウイキ キョウカ カクダイ		市場変革に合わせたポートフォリオ改革に取組、能動的ソリューションを実践し、高付加価値ビジネスを推進する シジョウ ヘンカク ア カイカク トリクミ ノウドウテキ ジッセン コウフカカチ スイシン				「農」「食」領域におけるソリューション提供 ノウ ショク リョウイキ テイキョウ		▶担い手不足、鮮度保持、食品廃棄ロス削減などの社会的ニーズ・課題解決への貢献 ニナ テ フソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン シャカイテキ カダイ カイケツ コウケン

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・「冷やす技術」の水平展開による用途開発で成果
・情報処理システムによる業界へのDX提案で新たなパートナーと連携 ヒ ギジュツ スイヘイテンカイ ヨウトカイハツ セイカ ジョウホウ ショリ ギョウカイ テイアン アラ レンケイ		〇		スマートアグリ事業のプロフィット化 ジギョウ カ		青果物集出荷・販売、配車、物流システム等を構築し儲かる農業へ貢献し、新たな事業を創出する セイカブツ シュウシュッカ ハンバイ ハイシャ ブツリュウ トウ コウチク モウ ノウギョウ コウケン アラ ジギョウ ソウシュツ				市場変革に合せたポートフォリオ改革 シジョウ ヘンカク アワ カイカク		▶物流改革のための効率化・自動化など、業界・市場環境に適応したポートフォリオ構築 ブツリュウ カイカク コウリツカ ジドウカ ギョウカイ シジョウ カンキョウ テキオウ コウチク

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ				・地域性を考慮したソリューションビジネスの推進を継続
・西日本地域の事業拡大は課題 チイキセイ コウリョ スイシン ケイゾク ニシニホン チイキ ジギョウカクダイ カダイ		△		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジサンギョウ シセツ セツビ カクダイ		道内における農業、水産業に対するソリューションを推進し地方活性化に貢献する ドウナイ ノウギョウ スイサンギョウ タイ スイシン チホウカッセイカ コウケン				工事施工体制の維持・拡大と業務効率化 コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ ギョウム コウリツカ		▶安全強化・環境配慮体制構築、資格者育成、デジタル化推進 アンゼン キョウカ カンキョウ ハイリョ タイセイ コウチク シカクシャ イクセイ カ スイシン

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ				・「農」「食」事業領域における「環境」取組を開始
・道内の「環境」分野の取組は総花化回避 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ カンキョウ トリクミ カイシ ドウナイ ナイ カンキョウ ブンヤ トリクミ ソウバナカ カイヒ		△		「農」「食」事業領域における新たな技術の獲得 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ アラ ギジュツ カクトク		既存技術の用途開発(水平展開)を実践し業界需要を創出する キゾンギジュツ ヨウトカイハツ スイヘイテンカイ ジッセン ギョウカイ ジュヨウ ソウシュツ				環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ		▶事業領域における環境意識の高まりへの対応（GX・高機能貯蔵技術・廃棄物再生利用等） ジギョウ リョウイキ カンキョウ イシキ タカ タイオウ コウキノウ チョゾウ ギジュツ ハイキブツ サイセイ リヨウ トウ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ				・新たなソリューションとしてDX分野で取組開始(クラウド管理モデル）
・既存領域においては、リソース不足による取組進捗には課題 アラ ブンヤ トリクミ カイシ カンリ キゾンリョウイキ フソク トリクミ シンチョク カダイ		△		「農」「食」事業領域における社会課題解決に貢献する ノウ ショク ジギョウ リョウイキ シャカイ カダイ カイケツ コウケン		担い手不足・鮮度保持：食品廃棄ロスの削減・物流改革等における課題解決を推進する ニナ テフソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン ブツリュウカイカク トウ カダイ カイケツ スイシン				地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ		▶北海道の一次産業発展に向けたソリューション展開、地域社会活性化への貢献 ホッカイドウ イチジ サンギョウ ハッテン ム テンカイ チイキ シャカイ カッセイカ コウケン

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ				・リソース拡充に向けた取組は継続
・本州、北海道間の人的地域連携推進を進め効率化に着手 カクジュウ ム トリクミ ケイゾク ホンシュウ ホッカイドウ カン ジンテキ チイキレンケイ スイシン スス コウリツカ チャクシュ		△		工事施工体制の維持・拡大 コウジセコウタイセイ イジ カクダイ		リソース拡充、効率化追求による工事施工コスト管理を進める カクジュウ コウリツカ ツイキュウ コウジセコウ カンリ スス

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ				・北海道新幹線延伸工事関連が好調推移で業績牽引
・コロナ後の資機材価格高騰による建設計画見直し、労務不足により実需低調 ゴ シキザイ カカク コウトウ ケンセツ ケイカク ミナオ ロウム フソク ジツジュ テイチョウ		△		パートナー企業との連携強化		・事業領域の深化と拡大による安定的な成長 ジギョウリョウイキ シンカ カクダイ アンテイテキ セイチョウ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・需要回復途上により3事業部門ともに計画値未達
・双方向コミュニケーション向上が課題 ジュヨウ カイフク トジョウ ジギョウブモン ケイカク チ ミタツ ソウホウコウ コウジョウ カダイ		△		サステナブルな社会構築への貢献 シャカイ コウチク コウケン		・インフラ維持更新需要の獲得
・脱炭素・カーボンニュートラル・省力化関連商材の販売強化 ショウリョクカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ				・ビジネスニーズを捉えリサイクル製品、カーボンニュートラル製品等、環境負荷低減製品の提案で成果 トラ セイヒン セイヒン トウ カンキョウフカ テイゲン セイヒン テイアン セイカ		◎		顧客基盤・収益力の強化拡大		・グループシナジーの強化
・ソリューション営業推進による生産性の向上 キョウカ エイギョウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ				・電力小売事業は天然ガス、石炭価格の高騰で電力卸市場が混乱、新規受注を停止
・潤滑油は高耐久製品を主体に販売拡大 デンリョク コウ ジギョウ テンネン セキタン カカク コウトウ デンリョク オロシ シジョウ コンラン シンキ ジュチュウ テイシ ジュンカツユ コウタイキュウ セイヒン シュタイ ハンバイ カクダイ		△		新規事業、新商材の開拓 シンキ ジギョウ シン ショウザイ カイタク		・持続的成長への競争力強化 ジゾク テキ セイチョウ キョウソウリョク キョウカ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ				・コロナ禍によるサプライチェーンの混乱で長納期等、販売機会損失が拡大 カ コンラン チョウノウキ トウ ハンバイ キカイ ソンシツ カクダイ		△		人材育成　 ジンザイ イクセイ		・持続的成長と企業価値向上への人材育成と事業承継 ジゾク テキ セイチョウ キギョウ カチ コウジョウ ジンザイ イクセイ ジギョウ ショウケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ				経理システムのＤＸ推進や大型クレーン導入による荷役作業の効率化を図りました、更なる生産性向上のため引き続き取り組み中 ケイリ スイシン オオガタ ドウニュウ ニヤク サギョウ コウリツ カ ハカ サラ セイサンセイ コウジョウ ヒ ツヅ ト ク チュウ		△		生産性の向上 セイサンセイ コウジョウ		2024年問題を絡めた料金改定を推進する ネン モンダイ カラ リョウキン カイテイ スイシン

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン				苫小牧港・室蘭港では自社の経営資源を最大限に活かし、荷主への高品質のサービスを提供しています トマコマイ コウ ムロラン コウ ジシャ ケイエイ シゲン サイダイゲン イ		〇		攻めの提案営業強化 セ テイアン エイギョウ キョウカ		千歳進出企業及び苫東進出企業への営業強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪藻土利用コンテナの商業化を目指す チトセ シンシュツ キギョウ オヨ トマトウ シンシュツ キギョウ エイギョウ キョウカ ケイソウド リヨウ ショウギョウカ メザ

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ				2022年3月に珪藻土を利活用したコンテナ調質装置の特許を取得、更なる改良と実証実験を行い、商品化に向けて取り組み中 ネン ガツ ケイソウド リカツヨウ チョウシツ ソウチ トッキョ シュトク サラ カイリョウ ジッショウジッケン オコナ ショウヒンカ ム ト ク ナカ		△		人手不足への対応 ヒトデフソク タイオウ		女性活躍の場を拡充し、働き方多様性への対応を図る　　　　　　　　　　　　　　　　社員のスキルアップを図る ジョセイ カツヤク バ カクジュウ ハタラ カタ タヨウセイ タイオウ ハカ シャイン ハカ

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ				苫小牧東部地域におけるバイオマス発電事業の燃料に使用する輸入木質ペレットの港湾荷役・輸送作業を獲得、今後業容拡大 トマコマイ トウブ チイキ ハツデン ジギョウ ネンリョウ シヨウ ユニュウ モクシツ コウワン ニエキ ユソウ サギョウ カクトク コンゴ ギョウヨウ カクダイ		〇		業務効率化と原価管理の徹底 ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ		本社を物流の拠点へ移転し、また更なるＤＸ推進により業務の効率化や原価管理を徹底する ホンシャ ブツリュウ キョテン イテン サラ スイシン ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン				荷主への料金交渉は継続して行ってきたが、2024年問題を迎えることから引き続き料金交渉は継続する。また原価削減につきましては計画通りに実施しました。 ニヌシ リョウキンコウショウ ケイゾク オコナ ネン モンダイ ムカ ヒ ツヅ リョウキンコウショウ ケイゾク ゲンカ サクゲン ケイカクトオ ジッシ		△		設備投資による業務拡大 セツビ トウシ ギョウム カクダイ		苫小牧東部地域に物流センターを整備し、更なる国内外事業の拡充を目指す トマコマイトウブチイキ ブツリュウ セイビ サラ コクナイガイ ジギョウ カクジュウ メザ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ				社員と家族の健康をサポートする「健康経営優良法人」の認定継続や「みなとＳＤＧｓパートナー」への登録により安全・健康・環境への取り組みを強化しました。 シャイン カゾク ケンコウ ケンコウ ケイエイ ユウリョウホウジン ニンテイケイゾク トウロク アンゼン ケンコウ カンキョウ ト ク キョウカ		〇



				修正案 シュウセイ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ														■　次期中期経営計画 ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン														セグメント別重点テーマ				概要 ガイヨウ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ														①

																				②

																				③

																				④

																				⑤





業績

								前中計（2020年度） ゼン チュウケイ ネンド						社内予算（単年度計画） シャナイ ヨサン タンネンド ケイカク						対外公表 タイガイ コウヒョウ						実績（見込） ジッセキ ミコ

								社内予算 シャナイ ヨサン		対外公表 タイガイ コウヒョウ		実績 ジッセキ		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド

				売上高 ウリアゲ ダカ				107,212		90,000		87,168		102,553		106,146		112,943		95,000		98,000		110,000		94,797		99,927		107,455

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ				11,125				9,515		10,709		11,058		11,658		-		-		-		9,850		10,607		11,277

				営業利益 エイギョウ リエキ				2,977		2,100		1,883		2,678		2,904		3,259		2,200		2,500		3,000		2,303		2,798		2,982				セグメント別業績推移 ベツ ギョウセキ スイイ										赤字は見込数値 アカジ ミコ スウチ

				経常利益 ケイジョウ リエキ				2,960		2,100		1,900		2,674		2,911		3,277		2,200		2,500		3,000		2,399		2,892		3,084

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ				2,000		1,500		1,472		1,785		1,939		2,501		1,500		1,700		2,000		1,566		2,139		2,327								'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド

				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		26,790				23,632		25,850		25,835		28,600								22,455		25,724		25,949				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		23,632		22,455		25,724		25,949

						総利益 ソウリエキ		4,030				3,438		3,900		4,050		4,330								3,414		4,091								総利益 ソウリエキ		3,438		3,414		4,091

						セグメント利益 リエキ		1,271				895		1,212		1,396		1,478								887		1,418		1,351						セグメント利益 リエキ		895		887		1,418		1,351

				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		11,420				7,495		9,200		9,050		9,400								8,910		6,907		12,296				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		7,495		8,910		6,907		12,296

						総利益 ソウリエキ		1,600				1,135		1,400		1,400		1,450								1,253		1,245								総利益 ソウリエキ		1,135		1,253		1,245

						セグメント利益 リエキ		338				-8		173		233		374								175		196		685						セグメント利益 リエキ		-8		175		196		685

				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		52,362				41,903		51,921		54,201		57,086								48,019		51,045		54,060				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		41,903		48,019		51,045		54,060

						総利益 ソウリエキ		3,570				3,190		3,635		3,680		3,770								3,321		3,244								総利益 ソウリエキ		3,190		3,321		3,244

						セグメント利益 リエキ		930				786		1,008		1,011		475								856		729		768						セグメント利益 リエキ		786		856		729		768

				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		16,640				14,751		15,582		16,610		17,440								15,400		16,648		15,540				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		14,751		15,400		16,648		15,540

						総利益 ソウリエキ		1,955				1,680		1,794		1,948		2,128								1,889		2,039								総利益 ソウリエキ		1,680		1,889		2,039

						セグメント利益 リエキ		326				224		254		353		478								378		449		181						セグメント利益 リエキ		224		378		449		181

				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,781		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,784		100,324		107,845				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		87,781		94,784		100,324		107,845

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0						総利益 ソウリエキ		9,443		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		1,897		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,296		2,792		2,985						セグメント利益 リエキ		1,897		2,296		2,792		2,985

				調整 チョウセイ		売上高 ウリアゲ ダカ						-615														-393		-408		-389

						総利益 ソウリエキ

						セグメント利益 リエキ						-14														5		5		-3

				B/S計上額 ケイジョウ ガク		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,166		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,865		0		1,883		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				検算（短信） ケンザン タンシン		売上高 ウリアゲ ダカ						87168

						総利益 ソウリエキ						9515

						営業利益 エイギョウ リエキ						1883

				差引 サシヒキ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		-2		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		-72		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		0		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				※建設・エネルギー　：　建設・エネルギー本部とナラサキ石油の単純合算（ナラサキ石油売上×10%） ケンセツ ケンセツ ホンブ セキユ タンジュン ガッサン セキユ ウリアゲ

				※海運　：　ナラサキスタックスと九州マリンの単純合算（九州マリン売上0カウント） カイウン キュウシュウ タンジュン ガッサン キュウシュウ ウリアゲ





2024経営方針骨子



				中期経営計画　基本方針並びに各種戦略 チュウキ ケイエイ ケイカク キホン ホウシン ナラ カクシュ センリャク



				　【基本方針】 キホン ホウシン

						■成長戦略の推進　■部門間連携の強化　■経営基盤の強化　■サステナビリティの推進

								１．		グループ総合力によるソリューションの提供 ソウゴウリョク テイキョウ

								２．		収益力の強化と生産性の向上

								３．		ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化

								４．		人材の確保・育成とエンゲージメントの向上

								５．		サステナビリティ経営の推進 ケイエイ



				　【事業戦略】 ジギョウ センリャク



						［電機関連事業］　　　　　　　　　　～集中投資で利益規模拡大・生産性向上～ デンキ カンレン ジギョウ

								■コア事業の更なる強化と先端技術分野におけるソリューション事業の拡大を目指す

						　		1.		顧客対応型ビジネスモデルの構築（総合力を駆使したクロスセル販売の推進） コキャク タイオウガタ コウチク ソウゴウリョク クシ ハンバイ スイシン

								2.		新規事業の創造・確立（ソリューションビジネス基盤の確立） シンキ ジギョウ ソウゾウ カクリツ キバン カクリツ

								3.		コアビジネスの維持・拡大（三菱電機代理店ビジネスの維持・拡大） イジ カクダイ ミツビシ デンキ ダイリテン イジ カクダイ

								4.		成長市場である半導体関連市場への注力 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク

								5.		海外現法との情報連携に基づく国内外ユーザ拡大 カイガイ ゲン ホウ ジョウホウ レンケイ モト コクナイガイ カクダイ



						［機械関連事業］　　　　　　　　　　～事業リスク低減と生産性向上～ キカイ カンレン ジギョウ

								■変動リスクを抑え、生産性を高めるとともに高付加価値ビジネスモデルを構築する

								1.		「農」「食」事業領域の強化・拡大（ポートフォリオ改革、能動的ソリューション、高付加価値ビジネス推進） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ カイカク ノウドウテキ コウ フカ カチ スイシン

								2.		スマートアグリ事業のプロフィット化（新事業の創出） ジギョウ カ シン ジギョウ ソウシュツ

								3.		「農」「食」事業領域におけるＤＸ・ＧＸ推進（担い手不足・鮮度保持・物流合理化への対応） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ スイシン ニナ テ フソク センド ホジ ブツリュウ ゴウリカ タイオウ

								4.		工事施工体制の維持・拡大（リソース拡充・効率化追求） コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ カクジュウ コウリツカ ツイキュウ

								5.		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジ サンギョウ シセツ セツビ カクダイ



						［建設・エネルギー関連事業］　 　～着実な利益創出と安定収益基盤強化～ ケンセツ カンレン ジギョウ

								■事業領域での連携を深め、安定収益基盤を強化すると共に新たな成長事業の創出を図る

								1.		事業パートナー企業との連携強化にもとづく安定した収益基盤の構築 ジギョウ キギョウ レンケイ キョウカ アンテイ シュウエキ キバン コウチク

								2.		サステナブルな社会構築への貢献（インフラ維持更新需要、脱炭素・ＣＮ・省力化商材の獲得） シャカイ コウチク コウケン イジ コウシン ジュヨウ ダツ タンソ ショウリョク カ ショウザイ カクトク

								3.		顧客基盤強化とニッチトップ商材獲得（既存顧客リピート率向上、新規顧客開拓、優位性商材拡販） コキャク キバン キョウカ ショウザイ カクトク キゾン コキャク リツ コウジョウ シンキ コキャク カイタク ユウイセイ ショウザイ カクハン

								4.		産業・石油の一体感醸成によるエネルギー事業体制の強化 サンギョウ セキユ イッタイカン ジョウセイ ジギョウ タイセイ キョウカ

								5.		道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営（主要メーカとのパートナーシップ強化） ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ シュヨウ キョウカ



						［海運関連事業］　　　　　　　　　　 ～事業リスク低減と安定収益基盤強化～ カイウン カンレン ジギョウ

								■事業環境に適応できるよう収益構造を見直しつつ、収益の規模拡大と安定化を図る

								1.		既存荷主深掘と新規荷主獲得（攻めの提案営業、同業他社との差別化） キソン ニヌシ フカボ シンキ ニヌシ カクトク セ テイアン エイギョウ ドウギョウ タシャ サベツカ

								2.		苫東進出企業（含むラピダス関連）への営業強化などによる新規荷主・新規貨物の開拓 トマトウ シンシュツ キギョウ フク カンレン エイギョウ キョウカ シンキ ニヌシ シンキ カモツ カイタク

								3.		「選択と集中」「業務効率化」「原価管理」の徹底による生産性向上 センタク シュウチュウ ギョウム コウリツ カ ゲンカ カンリ テッテイ セイサンセイ コウジョウ

								4.		2024年問題への対応（適正な料金改定、人手不足への対応） ネン モンダイ タイオウ テキセイ リョウキン カイテイ ヒトデ フソク タイオウ

								5.		産業との情報連携並びにグループ総合力発揮に向けた取組み強化 サンギョウ ジョウホウ レンケイ ナラ ソウゴウリョク ハッキ ム ト ク キョウカ



				　【財務戦略・資本戦略】 シホン センリャク

								□		安定的な営業キャッシュフローの創出と有効活用 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ ユウコウ カツヨウ

								□		健全な財務基盤の維持（自己資本比率40%以上、純資産積上げ） ケンゼン ザイム キバン イジ ジコ シホン ヒリツ イジョウ ジュン シサン ツミア

								□		「資本コストや株価を意識した経営の実現」に向けた対応（成長戦略・株主還元・ＩＲ活動） シホン カブカ イシキ ケイエイ ジツゲン ム タイオウ セイチョウ センリャク カブヌシ カンゲン カツドウ



				　【人事戦略】

								□		人的資本経営を意識した人材の採用と育成（多様性確保、研修体系見直し） ジンテキ シホン ケイエイ イシキ ジンザイ サイヨウ イクセイ タヨウセイ カクホ ケンシュウ タイケイ ミナオ

								□		エンゲージメント向上のための環境整備（働きがいを持てる仕組み作り、働きやすい環境の提供） コウジョウ カンキョウ セイビ ハタラ モ シク ツク ハタラ カンキョウ テイキョウ

								□		多様な働き方への対応（テレワークを含む人事諸制度の定着、環境整備） タヨウ ハタラ カタ タイオウ フク ジンジ ショ セイド テイチャク カンキョウ セイビ



				　【サステナビリティ戦略】

								□		コンプライアンスの徹底、グループガバナンスの強化 テッテイ キョウカ

								□		リスクマネジメント体制の充実 タイセイ ジュウジツ

								□		サステナビリティへの取組み推進（社会課題解決への積極的関与） トリク スイシン シャカイ カダイ カイケツ セッキョクテキ カンヨ



				　【ＩＲ戦略】

								□		積極的な情報発信（非財務情報、特にサステナビリティ活動、ＨＰ・ＩＲサイトの充実） セッキョクテキ ジョウホウ ハッシン ヒ ザイム ジョウホウ トク カツドウ ジュウジツ

								□		株主・投資家との建設的対話（今後の成長戦略に対する理解の向上） カブヌシ トウシカ ケンセツテキ タイワ コンゴ セイチョウ センリャク タイ リカイ コウジョウ
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はじめに

ナラサキ産業グループでは、このたび２０２６年度を最終年度とする中期

経営計画“ＮＳクリエーション２０２６” をスタートいたしました。

事業環境が大きく変化する中にあって、「創業１３０年に向けた次世代の

ナラサキを創り上げる足固めの３ヵ年」と位置付け、「質実剛健ニッチトッ

プソリューション企業」として更なる飛躍と成長を目指してまいります。

「チームナラサキ」としての総合力を発揮し、真の価値あるソリューショ

ンを提供するとともに、コンプライアンスの徹底とコーポレートガバナンス

の充実を経営の最重要課題と位置付け、すべてのステークホルダーの皆様や

社会から信頼される企業グループを築き上げてまいります。

ナラサキ産業株式会社

代表取締役社長 中村 克久

1



中期経営計画 概要

2

連結目標数値
（2026年度）

営業利益：40億円　当期純利益：28億円　ＲＯＥ：10%　配当性向：30%以上

基本方針

・コンプライアンスの徹底

・リスクマネジメント体制充実

・サステナビリティ活動推進

・営業ＣＦ確保と有効活用

・健全な財務基盤の維持

・株主還元

・人材の確保・育成

・エンゲージメント向上

・多様な働き方への対応

成長戦略の推進 部門間連携の強化 経営基盤の強化 サステナビリティの推進

電機関連

建設・エネ

ルギー関連
海運関連

機械関連

事業戦略

財務戦略 人事戦略 サステナビリティ戦略

・グループ総合力の発揮

・収益力強化と生産性向上

・ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化

・環境変化への適応

・積極的な情報発信

・株主・投資家との建設的

対話

ＩＲ戦略


★表紙



						[2024年4月～2027年3月（2024年度～2026年度）］ ネン ツキ ネン ツキ ネンド ネンド



						　スローガン
　　“ＮＳクリエーション２０２６ ”　
　　～創造力とソリューション力を強みとした
           　顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～
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												経営企画部 ケイエイ キカク ブ



						　“ ＮＳクリエーション２０２６ ” （ Narasaki Sangyo / Next Stage　Creation　2026 ）　
  　    ～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～　　







中 期 経 営 計 画



★概要

								中期経営計画（２０２４年度～２０２６年度） チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド



												“ＮＳクリエーション2026”



								　～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～ ソウゾウリョク リョク ツヨ コキャク ミッチャク ガタ キギョウ





								連結目標数値
（2026年度） レンケツ モクヒョウ スウチ ネンド										営業利益：40億円　当期純利益：28億円　ＲＯＥ：10%　配当性向：30%以上 エイギョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ハイトウ セイコウ イジョウ





								基本方針 キホン ホウシン









































・コンプライアンスの徹底
・リスクマネジメント体制充実
・サステナビリティ活動推進

・営業ＣＦ確保と有効活用
・健全な財務基盤の維持
・株主還元

・人材の確保・育成
・エンゲージメント向上
・多様な働き方への対応

成長戦略の推進

部門間連携の強化

経営基盤の強化

サステナビリティの推進

電機関連

建設・エネ
ルギー関連

海運関連

機械関連

事業戦略

財務戦略

人事戦略

サステナビリティ戦略

　　　・グループ総合力の発揮
　　　・収益力強化と生産性向上
　　　・ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化　
　　　・環境変化への適応

・積極的な情報発信
・株主・投資家との建設的
　対話

ＩＲ戦略



★振り返り（数値）

								←　　前中期経営計画期間　　→ ゼン チュウキ ケイエイ ケイカク キカン										単位：百万円 タンイ ヒャクマンエン

				連結 レンケツ		'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド		'23年
（計画） ネン ケイカク		達成率 タッセイ リツ		評価 ヒョウカ

				売上高 ウリアゲダカ		87,168		94,797		99,927		107,455		110,000		98%		△

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,883		2,303		2,798		2,982		3,000		99%		△

				経常利益 ケイジョウ リエキ		1,900		2,399		2,892		3,084		3,000		103%		○

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,472		1,566		2,139		2,301		2,000		115%		○

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		37.5%		38.9%		39.7%		39.6%		40.0%		99%		△

				ＲＯＥ		8.6%		8.6%		10.8%		10.3%		10.0%		103%		○

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ









売上高



売上高	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	87168	94797	99927	107455	110000	





営業利益



営業利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1883	2303	2798	2982	3000	







経常利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1900	2399	2892	3084	3000	





当期純利益



当期純利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1472	1566	2139	2301	2000	





※



★振り返り（方針）

				現中期経営計画（2021年度～2023年度）　“Dash Forward 2023” ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

				［対外公表］ タイガイ コウヒョウ

						売上高1,100億円／営業利益30億円／経常利益30億円／当期純利益20億円／自己資本比率40%／ＲＯＥ10% ウリアゲ ダカ オクエン エイギョウ リエキ オクエン ケイジョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ジコ シホン ヒリツ

						キーワード　：　①成長戦略の推進　②事業連携による競争力強化　③経営基盤の強化 セイチョウ センリャク スイシン ジギョウ レンケイ キョウソウリョク キョウカ ケイエイ キバン キョウカ

				［基本方針］ キホン ホウシン

						基本方針 キホン ホウシン		総　括　（成果と課題） ソウ カツ セイカ カダイ				評価 ヒョウカ

				１．		事業セグメント間の連携強化とグループ総合力の発揮 ジギョウ カン レンケイ キョウカ ソウゴウリョク ハッキ		▶
		電機セグメント内にＦＡソリューション部を立ち上げるなど、セグメント間での情報共有・
協業活動が活性化、グループ間でのシナジー効果により業容拡大 デンキ ナイ ブ タ ア カン ジョウホウ キョウユウ キョウギョウ カツドウ カッセイ カ カン コウカ ギョウヨウ カクダイ		○

				２．		コア事業の強化と新事業・新分野の創出 ジギョウ キョウカ シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ		▶
▶		各事業セグメントにて、強みや優位性を発揮できる分野に注力し、事業基盤強化
新たな柱となり得る分野・事業の開拓については道半ば カク ジギョウ ツヨ ユウイセイ ハッキ ブンヤ チュウリョク ジギョウ キバン キョウカ アラ ハシラ ウ ブンヤ ジギョウ カイタク ミチナカ		○

				３．		COVID-19への対応と激変する事業環境への適応 タイオウ ゲキヘン ジギョウ カンキョウ テキオウ		▶▶		新型コロナへの適切対応、大規模自然災害に対するＢＣＰも周知・徹底
ＤＸ推進チーム立ち上げ、デジタル技術を活用した業務合理化・効率化を推進中 シンガタ テキセツ タイオウ ダイキボ シゼン サイガイ タイ シュウチ テッテイ スイシン タ ア ギジュツ カツヨウ ギョウム ゴウリカ コウリツカ スイシンチュウ		○

				４．		財務基盤の強化とキャッシュフロー経営の徹底 ザイム キバン キョウカ ケイエイ テッテイ		▶
▶		'23年度末時点の自己資本比率は39.6%
営業C/Fは３年間累計40億円以上を確保し、財務体質は確実に改善中 ネンド マツ ジテン ジコ シホン ヒリツ エイギョウ ネンカン ルイケイ オクエン イジョウ カクホ ザイム タイシツ カクジツ カイゼン チュウ		△

				５．		人材の確保・育成、人事制度の改革、働き方改革 ジンザイ カクホ イクセイ ジンジ セイド カイカク ハタラ カタ カイカク		▶▶		新人事制度定着、多様性確保、働き方改革に纏わる施策展開中
人材確保並びに従業員エンゲージメント向上のための諸施策は継続課題 シン ジンジ セイド テイチャク タヨウセイ カクホ ハタラ カタ カイカク マツ シサク テンカイ チュウ ジンザイ カクホ ナラ ジュウギョウイン コウジョウ ショシサク ケイゾク カダイ		△

				６．		コンプライアンスの徹底、ガバナンスの充実、ＥＳＧの取組み強化 テッテイ ジュウジツ トリク キョウカ		▶
▶		各種研修・E-ラーニング等を通じ、コンプライアンス・リスク管理意識は確実に向上
サステナビリティへの取組みと情報開示の充実が継続課題 カクシュ ケンシュウ トウ ツウ カンリ イシキ カクジツ コウジョウ トリク ジョウホウ カイジ ジュウジツ ケイゾク カダイ		○



				［事業戦略］ ジギョウ センリャク

						・グループ総合力の発揮 ソウゴウリョク ハッキ

						・コア事業の強化 ジギョウ キョウカ

						・事業環境への適応 ジギョウ カンキョウ テキオウ

						・新事業・新分野の創出 シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ

				［財務戦略］ ザイム センリャク

						・財務体質の改善 ザイム タイシツ カイゼン

						・安定的な営業キャッシュフローの創出 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ

						・経営資源の有効活用 ケイエイ シゲン ユウコウ カツヨウ

				［人事戦略］ ジンジ センリャク

						・人材の確保・育成 ジンザイ カクホ イクセイ

						・人事制度の改革 ジンジ セイド カイカク

						・働き方改革 ハタラ カタ カイカク

				［ＣＳＲ戦略］ センリャク

						・コンプライアンスの徹底 テッテイ

						・コーポレートガバナンスの充実 ジュウジツ

						・ＥＳＧへの取組み強化 トリク キョウカ





★新中計数値



								単位：百万円、% タンイ ヒャクマンエン

						2023年度
実績 ネンド ジッセキ		2026年度
計画 ネンド ケイカク

				売上高 ウリアゲダカ		107,455		120,000

				営業利益 エイギョウ リエキ		2,982		4,000

				経常利益 ケイジョウ リエキ		3,084		4,000

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		2,301		2,800		※

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		39.6%		40%以上 イジョウ

				ＲＯＥ		10.3%		10.0%

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤ カイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ



2023年度	
実績	営業利益	経常利益	当期純利益	2982	3084	2301	2026年度	
計画	営業利益	経常利益	当期純利益	4000	4000	2800	





2023年度	
実績	売上高	107455	2026年度	
計画	売上高	120000	







★ROE・PBR

				ROE

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						12.8		12.3		10.1		8.6		8.6		10.8		10.3

				PBR

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						0.76		0.65		0.57		0.57		0.55		0.45		0.63



18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	12.8	12.3	10.1	8.6	8.6	10.8	10.3	





18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	0.76	0.65	0.56999999999999995	0.56999999999999995	0.55000000000000004	0.45	0.63	







★売上高・営業利益・当期利益

																																														年度業績予想 ネンド ギョウセキ ヨソウ		（中計） チュウケイ								（中計） チュウケイ

						百万円 ヒャクマンエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ				27/3月期 ツキ																								21/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						売上高 ウリアゲ ダカ		101,596		103,145		98,697		87,168		94,797		99,927		107,456				120,000																						売上高 ウリアゲ ダカ		1,100.0		900.0		950.0		980.0		1,100.0		1,100.0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,497		2,511		2,359		1,883		2,303		2,798		2,982				4,000																						営業利益 エイギョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,686		1,793		1,594		1,472		1,566		2,139		2,301				2,800																						経常利益 ケイジョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ		18.0		15.0		15.0		17.0		20.0		20.0

						億円 オクエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期
実績 ツキ ジッセキ		22/3月期
実績 ツキ ジッセキ		23/3月期
実績 ツキ ジッセキ		24/3月期
実績 ツキ ジッセキ				27/3月期
計画 ツキ ケイカク																						自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		35.0%								40.0%

						売上高 ウリアゲ ダカ		1,016		1,031		987		872		948		999		1,075				1,200																						ＲＯＥ		10.0%								10.0%

						営業利益 エイギョウ リエキ		25		25		24		19		23		28		30				40

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		17		18		16		15		16		21		23				28

																																														実績値 ジッセキ アタイ														（億円） オクエン

																																																		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期
（計画） ツキ ケイカク		24/3月期 ツキ

																																														売上高 ウリアゲ ダカ				871.7		948.0		999.3		1,100.0		1,068.9

																																														営業利益 エイギョウ リエキ				18.8		23.0		28.0		30.0		27.1

																																														経常利益 ケイジョウ リエキ				19.0		24.0		28.9		30.0		27.8

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ				14.7		15.7		21.4		20.0		21.1

																																														自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ				37.5%		38.9%		39.7%		40.0%

																																														ＲＯＥ				8.6%		8.6%		10.8%		10.0%

























奥苑



売上高	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	871.7	948	999.3	1100	1068.9000000000001	







営業利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	18.8	23	28	30	27.1	







当期純利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	14.7	15.7	21.4	20	21.1	





売上高	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	871.68	947.97	999.27	1074.56	1200	





営業利益	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	18.829999999999998	23.03	27.98	29.82	40	







事業戦略 (現データ)

				　中期経営計画／事業戦略（セグメント別重点テーマ）　2021-2023振り返りと2024-2026重点テーマ チュウキ ケイエイ ケイカク ジギョウ センリャク ベツ ジュウテン フ カエ ジュウテン

												(注)◎予定以上の進捗、〇概ね予定通りの進捗、△一部に遅れ(課題)あり、×大幅な遅れ、未実施 チュウ ヨテイ イジョウ シンチョク オオム ヨテイ トオ シンチョク イチブ オク カダイ オオハバ オク ミジッシ

				本部案 ホンブ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ				協働可能な仕入先の獲得に成功。引合拡大し組織化した初年度の7倍の売上高 キョウドウ カノウ シイレサキ カクトク セイコウ ソシキカ ショネンド バイ ウリアゲ ダカ		◎		顧客対応型ビジネスモデル構築 (クロスセル販売の推進) コキャク タイオウ ガタ コウチク ハンバイ スイシン		▸各ビジネスユニット別に保有されているお客様に対する、本部総合力を駆使したサービス、商品が提供可能な体制構築 カク ベツ ホユウ キャクサマ タイ ホンブ ソウゴウリョク クシ ショウヒン テイキョウ カノウ タイセイ コウチク				重点テーマ ジュウテン		概　　　　　　要 ガイ ヨウ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ				機器事業2023年度過去最高実績。冷熱事業2022年度過去最高実績 ※2023年度は過去2番目の高実績 キキ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ レイネツ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ ネンド カコ バンメ コウ ジッセキ		〇		新事業の確立 (ソリューションビジネス基盤化) シンジギョウ カクリツ キバン カ		▸現在の商品単品販売型から商材複合販売、システム販売、工事請けビジネスが可能な社内リソース整備と実践 ゲンザイ ショウヒン タンピン ハンバイ カタ ショウザイ フクゴウ ハンバイ ハンバイ コウジ ウ カノウ シャナイ セイビ ジッセン				コアビジネスの維持拡大 イジ カクダイ		▶メーカーとの連携・関係強化による業界・市場での確固たる地位の確立、強み領域の拡充 レンケイ カンケイ キョウカ ギョウカイ シジョウ カッコ チイ カクリツ ツヨ リョウイキ カクジュウ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン				新手法である電機本部顧客への空冷品販売、トータル提案活動において更なる実績向上に余地 シン シュホウ デンキ ホンブ コキャク クウレイ ヒン ハンバイ テイアン カツドウ サラ ジッセキ コウジョウ ヨチ		△		コアビジネスの維持、拡大 イジ カクダイ		▸ベース事業である三菱電機代理店ビジネスの維持、拡大の実践を継続 ジギョウ ミツビシ ダイリテン イジ カクダイ ジッセン ケイゾク				成長市場でのユーザー・販売チャネル拡大 セイチョウ シジョウ ハンバイ カクダイ		▶成長市場である半導体製造装置・デバイス・エレクトロニクス業界でのビジネス基盤構築 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ セイゾウ ソウチ ギョウカイ キバン コウチク

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ				製造業のお客様に向けたシステム販売、工事一式受注ビジネスを開始 セイゾウギョウ キャクサマ ム ハンバイ コウジ イッシキ ジュチュウ カイシ		〇		半導体関連市場への注力 ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク		▸中長期的に拡大する半導体関連市場を本部の成長分野と位置付け、多彩な商材販売と新しいお客様創出を強化 チュウチョウキテキ カクダイ ハンドウタイ カンレン シジョウ ホンブ セイチョウ ブンヤ イチヅ アタラ キャクサマ ソウシュツ キョウカ				ソリューションビジネスの推進・体制確立 スイシン タイセイ カクリツ		▶既存顧客をベースに当社独自のソリューション提供（単品セールスからの脱却、クロスセル） キゾン コキャク トウシャ ドクジ テイキョウ タンピン ダッキャク

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ				タイムリーな情報が提供を目的とした営業ページ開設、メルマガ、YouTube配信開始 ジョウホウ テイキョウ モクテキ エイギョウ カイセツ ハイシン カイシ		〇		海外現法との連携 カイガイ ゲンポウ レンケイ		▸海外、日本国内の情報を連携させた得意先拡大 カイガイ ニホン コクナイ ジョウホウ レンケイ トクイサキ カクダイ				顧客対応型ビジネスモデルへの変革 コキャク タイオウガタ ヘンカク		▶優良メーカー発掘、パートナー連携体制構築し、顧客満足度の高い商品・サービス提供 ユウリョウ ハックツ レンケイ タイセイ コウチク コキャク マンゾクド タカ ショウヒン テイキョウ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ				発祥の地、北海道において冷熱事業、室蘭地区実績が2023年度に過去最高。中国、ベトナム法人実績が過去最高 ハッショウ チ ホッカイドウ レイネツ ジギョウ ムロラン チク ジッセキ ネンド カコ サイコウ チュウゴク ホウジン ジッセキ カコ サイコウ		〇		特定商材にとらわれないマルチ人材の育成 トクテイ ショウザイ ジンザイ イクセイ		▸柔軟なジョブローテーションを実施し、所属組織や従来の商材別制約を越え、お客様のニーズへの対応や課題解決が可能な人材を育成 ジッシ ショゾク ソシキ ジュウライ ショウザイ ベツ セイヤク コ キャクサマ タイオウ カダイ カノウ ジンザイ イクセイ				海外現法との連携 カイガイ ゲン ホウ レンケイ		▶ＦＡ機器・産メカ製品販売、ファンドリービジネスにおける中国・ベトナム現法との連携強化 キキ サン セイヒン ハンバイ チュウゴク ゲン ホウ レンケイ キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ				・「農」「食」連携して稼ぐ体制の推進が成果に寄与 ノウ ショク レンケイ カセ タイセイ スイシン セイカ キヨ		〇		「農」「食」事業領域の強化・拡大 ノウ ショク ジギョウリョウイキ キョウカ カクダイ		市場変革に合わせたポートフォリオ改革に取組、能動的ソリューションを実践し、高付加価値ビジネスを推進する シジョウ ヘンカク ア カイカク トリクミ ノウドウテキ ジッセン コウフカカチ スイシン				「農」「食」領域におけるソリューション提供 ノウ ショク リョウイキ テイキョウ		▶担い手不足、鮮度保持、食品廃棄ロス削減などの社会的ニーズ・課題解決への貢献 ニナ テ フソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン シャカイテキ カダイ カイケツ コウケン

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・「冷やす技術」の水平展開による用途開発で成果
・情報処理システムによる業界へのDX提案で新たなパートナーと連携 ヒ ギジュツ スイヘイテンカイ ヨウトカイハツ セイカ ジョウホウ ショリ ギョウカイ テイアン アラ レンケイ		〇		スマートアグリ事業のプロフィット化 ジギョウ カ		青果物集出荷・販売、配車、物流システム等を構築し儲かる農業へ貢献し、新たな事業を創出する セイカブツ シュウシュッカ ハンバイ ハイシャ ブツリュウ トウ コウチク モウ ノウギョウ コウケン アラ ジギョウ ソウシュツ				市場変革に合せたポートフォリオ改革 シジョウ ヘンカク アワ カイカク		▶物流改革のための効率化・自動化など、業界・市場環境に適応したポートフォリオ構築 ブツリュウ カイカク コウリツカ ジドウカ ギョウカイ シジョウ カンキョウ テキオウ コウチク

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ				・地域性を考慮したソリューションビジネスの推進を継続
・西日本地域の事業拡大は課題 チイキセイ コウリョ スイシン ケイゾク ニシニホン チイキ ジギョウカクダイ カダイ		△		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジサンギョウ シセツ セツビ カクダイ		道内における農業、水産業に対するソリューションを推進し地方活性化に貢献する ドウナイ ノウギョウ スイサンギョウ タイ スイシン チホウカッセイカ コウケン				工事施工体制の維持・拡大と業務効率化 コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ ギョウム コウリツカ		▶安全強化・環境配慮体制構築、資格者育成、デジタル化推進 アンゼン キョウカ カンキョウ ハイリョ タイセイ コウチク シカクシャ イクセイ カ スイシン

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ				・「農」「食」事業領域における「環境」取組を開始
・道内の「環境」分野の取組は総花化回避 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ カンキョウ トリクミ カイシ ドウナイ ナイ カンキョウ ブンヤ トリクミ ソウバナカ カイヒ		△		「農」「食」事業領域における新たな技術の獲得 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ アラ ギジュツ カクトク		既存技術の用途開発(水平展開)を実践し業界需要を創出する キゾンギジュツ ヨウトカイハツ スイヘイテンカイ ジッセン ギョウカイ ジュヨウ ソウシュツ				環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ		▶事業領域における環境意識の高まりへの対応（GX・高機能貯蔵技術・廃棄物再生利用等） ジギョウ リョウイキ カンキョウ イシキ タカ タイオウ コウキノウ チョゾウ ギジュツ ハイキブツ サイセイ リヨウ トウ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ				・新たなソリューションとしてDX分野で取組開始(クラウド管理モデル）
・既存領域においては、リソース不足による取組進捗には課題 アラ ブンヤ トリクミ カイシ カンリ キゾンリョウイキ フソク トリクミ シンチョク カダイ		△		「農」「食」事業領域における社会課題解決に貢献する ノウ ショク ジギョウ リョウイキ シャカイ カダイ カイケツ コウケン		担い手不足・鮮度保持：食品廃棄ロスの削減・物流改革等における課題解決を推進する ニナ テフソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン ブツリュウカイカク トウ カダイ カイケツ スイシン				地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ		▶北海道の一次産業発展に向けたソリューション展開、地域社会活性化への貢献 ホッカイドウ イチジ サンギョウ ハッテン ム テンカイ チイキ シャカイ カッセイカ コウケン

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ				・リソース拡充に向けた取組は継続
・本州、北海道間の人的地域連携推進を進め効率化に着手 カクジュウ ム トリクミ ケイゾク ホンシュウ ホッカイドウ カン ジンテキ チイキレンケイ スイシン スス コウリツカ チャクシュ		△		工事施工体制の維持・拡大 コウジセコウタイセイ イジ カクダイ		リソース拡充、効率化追求による工事施工コスト管理を進める カクジュウ コウリツカ ツイキュウ コウジセコウ カンリ スス

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ				・北海道新幹線延伸工事関連が好調推移で業績牽引
・コロナ後の資機材価格高騰による建設計画見直し、労務不足により実需低調 ゴ シキザイ カカク コウトウ ケンセツ ケイカク ミナオ ロウム フソク ジツジュ テイチョウ		△		パートナー企業との連携強化		・事業領域の深化と拡大による安定的な成長 ジギョウリョウイキ シンカ カクダイ アンテイテキ セイチョウ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・需要回復途上により3事業部門ともに計画値未達
・双方向コミュニケーション向上が課題 ジュヨウ カイフク トジョウ ジギョウブモン ケイカク チ ミタツ ソウホウコウ コウジョウ カダイ		△		サステナブルな社会構築への貢献 シャカイ コウチク コウケン		・インフラ維持更新需要の獲得
・脱炭素・カーボンニュートラル・省力化関連商材の販売強化 ショウリョクカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ				・ビジネスニーズを捉えリサイクル製品、カーボンニュートラル製品等、環境負荷低減製品の提案で成果 トラ セイヒン セイヒン トウ カンキョウフカ テイゲン セイヒン テイアン セイカ		◎		顧客基盤・収益力の強化拡大		・グループシナジーの強化
・ソリューション営業推進による生産性の向上 キョウカ エイギョウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ				・電力小売事業は天然ガス、石炭価格の高騰で電力卸市場が混乱、新規受注を停止
・潤滑油は高耐久製品を主体に販売拡大 デンリョク コウ ジギョウ テンネン セキタン カカク コウトウ デンリョク オロシ シジョウ コンラン シンキ ジュチュウ テイシ ジュンカツユ コウタイキュウ セイヒン シュタイ ハンバイ カクダイ		△		新規事業、新商材の開拓 シンキ ジギョウ シン ショウザイ カイタク		・持続的成長への競争力強化 ジゾク テキ セイチョウ キョウソウリョク キョウカ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ				・コロナ禍によるサプライチェーンの混乱で長納期等、販売機会損失が拡大 カ コンラン チョウノウキ トウ ハンバイ キカイ ソンシツ カクダイ		△		人材育成　 ジンザイ イクセイ		・持続的成長と企業価値向上への人材育成と事業承継 ジゾク テキ セイチョウ キギョウ カチ コウジョウ ジンザイ イクセイ ジギョウ ショウケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ				経理システムのＤＸ推進や大型クレーン導入による荷役作業の効率化を図りました、更なる生産性向上のため引き続き取り組み中 ケイリ スイシン オオガタ ドウニュウ ニヤク サギョウ コウリツ カ ハカ サラ セイサンセイ コウジョウ ヒ ツヅ ト ク チュウ		△		生産性の向上 セイサンセイ コウジョウ		2024年問題を絡めた料金改定を推進する ネン モンダイ カラ リョウキン カイテイ スイシン

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン				苫小牧港・室蘭港では自社の経営資源を最大限に活かし、荷主への高品質のサービスを提供しています トマコマイ コウ ムロラン コウ ジシャ ケイエイ シゲン サイダイゲン イ		〇		攻めの提案営業強化 セ テイアン エイギョウ キョウカ		千歳進出企業及び苫東進出企業への営業強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪藻土利用コンテナの商業化を目指す チトセ シンシュツ キギョウ オヨ トマトウ シンシュツ キギョウ エイギョウ キョウカ ケイソウド リヨウ ショウギョウカ メザ

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ				2022年3月に珪藻土を利活用したコンテナ調質装置の特許を取得、更なる改良と実証実験を行い、商品化に向けて取り組み中 ネン ガツ ケイソウド リカツヨウ チョウシツ ソウチ トッキョ シュトク サラ カイリョウ ジッショウジッケン オコナ ショウヒンカ ム ト ク ナカ		△		人手不足への対応 ヒトデフソク タイオウ		女性活躍の場を拡充し、働き方多様性への対応を図る　　　　　　　　　　　　　　　　社員のスキルアップを図る ジョセイ カツヤク バ カクジュウ ハタラ カタ タヨウセイ タイオウ ハカ シャイン ハカ

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ				苫小牧東部地域におけるバイオマス発電事業の燃料に使用する輸入木質ペレットの港湾荷役・輸送作業を獲得、今後業容拡大 トマコマイ トウブ チイキ ハツデン ジギョウ ネンリョウ シヨウ ユニュウ モクシツ コウワン ニエキ ユソウ サギョウ カクトク コンゴ ギョウヨウ カクダイ		〇		業務効率化と原価管理の徹底 ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ		本社を物流の拠点へ移転し、また更なるＤＸ推進により業務の効率化や原価管理を徹底する ホンシャ ブツリュウ キョテン イテン サラ スイシン ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン				荷主への料金交渉は継続して行ってきたが、2024年問題を迎えることから引き続き料金交渉は継続する。また原価削減につきましては計画通りに実施しました。 ニヌシ リョウキンコウショウ ケイゾク オコナ ネン モンダイ ムカ ヒ ツヅ リョウキンコウショウ ケイゾク ゲンカ サクゲン ケイカクトオ ジッシ		△		設備投資による業務拡大 セツビ トウシ ギョウム カクダイ		苫小牧東部地域に物流センターを整備し、更なる国内外事業の拡充を目指す トマコマイトウブチイキ ブツリュウ セイビ サラ コクナイガイ ジギョウ カクジュウ メザ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ				社員と家族の健康をサポートする「健康経営優良法人」の認定継続や「みなとＳＤＧｓパートナー」への登録により安全・健康・環境への取り組みを強化しました。 シャイン カゾク ケンコウ ケンコウ ケイエイ ユウリョウホウジン ニンテイケイゾク トウロク アンゼン ケンコウ カンキョウ ト ク キョウカ		〇



				修正案 シュウセイ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ														■　次期中期経営計画 ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン														セグメント別重点テーマ				概要 ガイヨウ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ														①

																				②

																				③

																				④

																				⑤





業績

								前中計（2020年度） ゼン チュウケイ ネンド						社内予算（単年度計画） シャナイ ヨサン タンネンド ケイカク						対外公表 タイガイ コウヒョウ						実績（見込） ジッセキ ミコ

								社内予算 シャナイ ヨサン		対外公表 タイガイ コウヒョウ		実績 ジッセキ		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド

				売上高 ウリアゲ ダカ				107,212		90,000		87,168		102,553		106,146		112,943		95,000		98,000		110,000		94,797		99,927		107,455

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ				11,125				9,515		10,709		11,058		11,658		-		-		-		9,850		10,607		11,277

				営業利益 エイギョウ リエキ				2,977		2,100		1,883		2,678		2,904		3,259		2,200		2,500		3,000		2,303		2,798		2,982				セグメント別業績推移 ベツ ギョウセキ スイイ										赤字は見込数値 アカジ ミコ スウチ

				経常利益 ケイジョウ リエキ				2,960		2,100		1,900		2,674		2,911		3,277		2,200		2,500		3,000		2,399		2,892		3,084

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ				2,000		1,500		1,472		1,785		1,939		2,501		1,500		1,700		2,000		1,566		2,139		2,327								'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド

				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		26,790				23,632		25,850		25,835		28,600								22,455		25,724		25,949				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		23,632		22,455		25,724		25,949

						総利益 ソウリエキ		4,030				3,438		3,900		4,050		4,330								3,414		4,091								総利益 ソウリエキ		3,438		3,414		4,091

						セグメント利益 リエキ		1,271				895		1,212		1,396		1,478								887		1,418		1,351						セグメント利益 リエキ		895		887		1,418		1,351

				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		11,420				7,495		9,200		9,050		9,400								8,910		6,907		12,296				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		7,495		8,910		6,907		12,296

						総利益 ソウリエキ		1,600				1,135		1,400		1,400		1,450								1,253		1,245								総利益 ソウリエキ		1,135		1,253		1,245

						セグメント利益 リエキ		338				-8		173		233		374								175		196		685						セグメント利益 リエキ		-8		175		196		685

				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		52,362				41,903		51,921		54,201		57,086								48,019		51,045		54,060				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		41,903		48,019		51,045		54,060

						総利益 ソウリエキ		3,570				3,190		3,635		3,680		3,770								3,321		3,244								総利益 ソウリエキ		3,190		3,321		3,244

						セグメント利益 リエキ		930				786		1,008		1,011		475								856		729		768						セグメント利益 リエキ		786		856		729		768

				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		16,640				14,751		15,582		16,610		17,440								15,400		16,648		15,540				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		14,751		15,400		16,648		15,540

						総利益 ソウリエキ		1,955				1,680		1,794		1,948		2,128								1,889		2,039								総利益 ソウリエキ		1,680		1,889		2,039

						セグメント利益 リエキ		326				224		254		353		478								378		449		181						セグメント利益 リエキ		224		378		449		181

				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,781		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,784		100,324		107,845				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		87,781		94,784		100,324		107,845

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0						総利益 ソウリエキ		9,443		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		1,897		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,296		2,792		2,985						セグメント利益 リエキ		1,897		2,296		2,792		2,985

				調整 チョウセイ		売上高 ウリアゲ ダカ						-615														-393		-408		-389

						総利益 ソウリエキ

						セグメント利益 リエキ						-14														5		5		-3

				B/S計上額 ケイジョウ ガク		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,166		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,865		0		1,883		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				検算（短信） ケンザン タンシン		売上高 ウリアゲ ダカ						87168

						総利益 ソウリエキ						9515

						営業利益 エイギョウ リエキ						1883

				差引 サシヒキ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		-2		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		-72		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		0		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				※建設・エネルギー　：　建設・エネルギー本部とナラサキ石油の単純合算（ナラサキ石油売上×10%） ケンセツ ケンセツ ホンブ セキユ タンジュン ガッサン セキユ ウリアゲ

				※海運　：　ナラサキスタックスと九州マリンの単純合算（九州マリン売上0カウント） カイウン キュウシュウ タンジュン ガッサン キュウシュウ ウリアゲ





2024経営方針骨子



				中期経営計画　基本方針並びに各種戦略 チュウキ ケイエイ ケイカク キホン ホウシン ナラ カクシュ センリャク



				　【基本方針】 キホン ホウシン

						■成長戦略の推進　■部門間連携の強化　■経営基盤の強化　■サステナビリティの推進

								１．		グループ総合力によるソリューションの提供 ソウゴウリョク テイキョウ

								２．		収益力の強化と生産性の向上

								３．		ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化

								４．		人材の確保・育成とエンゲージメントの向上

								５．		サステナビリティ経営の推進 ケイエイ



				　【事業戦略】 ジギョウ センリャク



						［電機関連事業］　　　　　　　　　　～集中投資で利益規模拡大・生産性向上～ デンキ カンレン ジギョウ

								■コア事業の更なる強化と先端技術分野におけるソリューション事業の拡大を目指す

						　		1.		顧客対応型ビジネスモデルの構築（総合力を駆使したクロスセル販売の推進） コキャク タイオウガタ コウチク ソウゴウリョク クシ ハンバイ スイシン

								2.		新規事業の創造・確立（ソリューションビジネス基盤の確立） シンキ ジギョウ ソウゾウ カクリツ キバン カクリツ

								3.		コアビジネスの維持・拡大（三菱電機代理店ビジネスの維持・拡大） イジ カクダイ ミツビシ デンキ ダイリテン イジ カクダイ

								4.		成長市場である半導体関連市場への注力 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク

								5.		海外現法との情報連携に基づく国内外ユーザ拡大 カイガイ ゲン ホウ ジョウホウ レンケイ モト コクナイガイ カクダイ



						［機械関連事業］　　　　　　　　　　～事業リスク低減と生産性向上～ キカイ カンレン ジギョウ

								■変動リスクを抑え、生産性を高めるとともに高付加価値ビジネスモデルを構築する

								1.		「農」「食」事業領域の強化・拡大（ポートフォリオ改革、能動的ソリューション、高付加価値ビジネス推進） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ カイカク ノウドウテキ コウ フカ カチ スイシン

								2.		スマートアグリ事業のプロフィット化（新事業の創出） ジギョウ カ シン ジギョウ ソウシュツ

								3.		「農」「食」事業領域におけるＤＸ・ＧＸ推進（担い手不足・鮮度保持・物流合理化への対応） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ スイシン ニナ テ フソク センド ホジ ブツリュウ ゴウリカ タイオウ

								4.		工事施工体制の維持・拡大（リソース拡充・効率化追求） コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ カクジュウ コウリツカ ツイキュウ

								5.		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジ サンギョウ シセツ セツビ カクダイ



						［建設・エネルギー関連事業］　 　～着実な利益創出と安定収益基盤強化～ ケンセツ カンレン ジギョウ

								■事業領域での連携を深め、安定収益基盤を強化すると共に新たな成長事業の創出を図る

								1.		事業パートナー企業との連携強化にもとづく安定した収益基盤の構築 ジギョウ キギョウ レンケイ キョウカ アンテイ シュウエキ キバン コウチク

								2.		サステナブルな社会構築への貢献（インフラ維持更新需要、脱炭素・ＣＮ・省力化商材の獲得） シャカイ コウチク コウケン イジ コウシン ジュヨウ ダツ タンソ ショウリョク カ ショウザイ カクトク

								3.		顧客基盤強化とニッチトップ商材獲得（既存顧客リピート率向上、新規顧客開拓、優位性商材拡販） コキャク キバン キョウカ ショウザイ カクトク キゾン コキャク リツ コウジョウ シンキ コキャク カイタク ユウイセイ ショウザイ カクハン

								4.		産業・石油の一体感醸成によるエネルギー事業体制の強化 サンギョウ セキユ イッタイカン ジョウセイ ジギョウ タイセイ キョウカ

								5.		道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営（主要メーカとのパートナーシップ強化） ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ シュヨウ キョウカ



						［海運関連事業］　　　　　　　　　　 ～事業リスク低減と安定収益基盤強化～ カイウン カンレン ジギョウ

								■事業環境に適応できるよう収益構造を見直しつつ、収益の規模拡大と安定化を図る

								1.		既存荷主深掘と新規荷主獲得（攻めの提案営業、同業他社との差別化） キソン ニヌシ フカボ シンキ ニヌシ カクトク セ テイアン エイギョウ ドウギョウ タシャ サベツカ

								2.		苫東進出企業（含むラピダス関連）への営業強化などによる新規荷主・新規貨物の開拓 トマトウ シンシュツ キギョウ フク カンレン エイギョウ キョウカ シンキ ニヌシ シンキ カモツ カイタク

								3.		「選択と集中」「業務効率化」「原価管理」の徹底による生産性向上 センタク シュウチュウ ギョウム コウリツ カ ゲンカ カンリ テッテイ セイサンセイ コウジョウ

								4.		2024年問題への対応（適正な料金改定、人手不足への対応） ネン モンダイ タイオウ テキセイ リョウキン カイテイ ヒトデ フソク タイオウ

								5.		産業との情報連携並びにグループ総合力発揮に向けた取組み強化 サンギョウ ジョウホウ レンケイ ナラ ソウゴウリョク ハッキ ム ト ク キョウカ



				　【財務戦略・資本戦略】 シホン センリャク

								□		安定的な営業キャッシュフローの創出と有効活用 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ ユウコウ カツヨウ

								□		健全な財務基盤の維持（自己資本比率40%以上、純資産積上げ） ケンゼン ザイム キバン イジ ジコ シホン ヒリツ イジョウ ジュン シサン ツミア

								□		「資本コストや株価を意識した経営の実現」に向けた対応（成長戦略・株主還元・ＩＲ活動） シホン カブカ イシキ ケイエイ ジツゲン ム タイオウ セイチョウ センリャク カブヌシ カンゲン カツドウ



				　【人事戦略】

								□		人的資本経営を意識した人材の採用と育成（多様性確保、研修体系見直し） ジンテキ シホン ケイエイ イシキ ジンザイ サイヨウ イクセイ タヨウセイ カクホ ケンシュウ タイケイ ミナオ

								□		エンゲージメント向上のための環境整備（働きがいを持てる仕組み作り、働きやすい環境の提供） コウジョウ カンキョウ セイビ ハタラ モ シク ツク ハタラ カンキョウ テイキョウ

								□		多様な働き方への対応（テレワークを含む人事諸制度の定着、環境整備） タヨウ ハタラ カタ タイオウ フク ジンジ ショ セイド テイチャク カンキョウ セイビ



				　【サステナビリティ戦略】

								□		コンプライアンスの徹底、グループガバナンスの強化 テッテイ キョウカ

								□		リスクマネジメント体制の充実 タイセイ ジュウジツ

								□		サステナビリティへの取組み推進（社会課題解決への積極的関与） トリク スイシン シャカイ カダイ カイケツ セッキョクテキ カンヨ



				　【ＩＲ戦略】

								□		積極的な情報発信（非財務情報、特にサステナビリティ活動、ＨＰ・ＩＲサイトの充実） セッキョクテキ ジョウホウ ハッシン ヒ ザイム ジョウホウ トク カツドウ ジュウジツ

								□		株主・投資家との建設的対話（今後の成長戦略に対する理解の向上） カブヌシ トウシカ ケンセツテキ タイワ コンゴ セイチョウ センリャク タイ リカイ コウジョウ
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前中期経営計画 振り返り（業績）

3

単位：百万円

連結 '20年度 '21年度 '22年度 '23年度 '23年
（計画） 達成率 評価

売 上 高 87,168 94,797 99,927 107,455 110,000 98% △

営 業 利 益 1,883 2,303 2,798 2,982 3,000 99% △

経 常 利 益 1,900 2,399 2,892 3,084 3,000 103% ○

当 期 純 利 益 1,472 1,566 2,139 2,301 2,000 115% ○

自己資本比率 37.5% 38.9% 39.7% 39.6% 40.0% 99% △

Ｒ Ｏ Ｅ 8.6% 8.6% 10.8% 10.3% 10.0% 103% ○

　　※親会社株主に帰属する当期純利益

←　　前中期経営計画期間　　→

※
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★概要

								中期経営計画（２０２４年度～２０２６年度） チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド



												“ＮＳクリエーション2026”



								　～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～ ソウゾウリョク リョク ツヨ コキャク ミッチャク ガタ キギョウ



								連結目標数値
（2026年度） レンケツ モクヒョウ スウチ ネンド										営業利益：40億円　当期純利益：28億円　ＲＯＥ：10%　配当性向：30%以上 エイギョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ハイトウ セイコウ イジョウ





								基本方針 キホン ホウシン









































・コンプライアンスの徹底
・リスクマネジメントの充実
・サステナビリティ活動推進

・営業ＣＦ確保と有効活用
・健全な財務基盤の維持
・株主還元

・人材の確保・育成
・エンゲージメント向上
・多様な働き方への対応

成長戦略の推進

部門間連携の強化

経営基盤の強化

サステナビリティの推進

電機関連

建設・エネ
ルギー関連

海運関連

機械関連

事業戦略

財務・資本戦略

人事戦略

サステナビリティ戦略

ＩＲ戦略

　　　・グループ総合力の発揮
　　　・ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化　
　　　・生産性の向上
　　　・環境変化への適応

・積極的な情報発信
・株主・投資家との建設的
　対話



★振り返り（数値）

								←　　前中期経営計画期間　　→ ゼン チュウキ ケイエイ ケイカク キカン										単位：百万円 タンイ ヒャクマンエン

				連結 レンケツ		'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド		'23年
（計画） ネン ケイカク		達成率 タッセイ リツ		評価 ヒョウカ

				売上高 ウリアゲダカ		87,168		94,797		99,927		107,455		110,000		98%		△

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,883		2,303		2,798		2,982		3,000		99%		△

				経常利益 ケイジョウ リエキ		1,900		2,399		2,892		3,084		3,000		103%		○

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,472		1,566		2,139		2,301		2,000		115%		○

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		37.5%		38.9%		39.7%		39.6%		40.0%		99%		△

				ＲＯＥ		8.6%		8.6%		10.8%		10.3%		10.0%		103%		○

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ









売上高



売上高	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	87168	94797	99927	107455	110000	





営業利益



営業利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1883	2303	2798	2982	3000	







経常利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1900	2399	2892	3084	3000	





当期純利益



当期純利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1472	1566	2139	2301	2000	





※



★振り返り（方針）

				現中期経営計画（2021年度～2023年度）　“Dash Forward 2023” ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

				［対外公表］ タイガイ コウヒョウ

						売上高1,100億円／営業利益30億円／経常利益30億円／当期純利益20億円／自己資本比率40%／ＲＯＥ10% ウリアゲ ダカ オクエン エイギョウ リエキ オクエン ケイジョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ジコ シホン ヒリツ

						キーワード　：　①成長戦略の推進　②事業連携による競争力強化　③経営基盤の強化 セイチョウ センリャク スイシン ジギョウ レンケイ キョウソウリョク キョウカ ケイエイ キバン キョウカ

				［基本方針］ キホン ホウシン

						基本方針 キホン ホウシン		総　括　（成果と課題） ソウ カツ セイカ カダイ				評価 ヒョウカ

				１．		事業セグメント間の連携強化とグループ総合力の発揮 ジギョウ カン レンケイ キョウカ ソウゴウリョク ハッキ		▶
		電機セグメント内にＦＡソリューション部を立ち上げるなど、セグメント間での情報共有・
協業活動が活性化、グループ間でのシナジー効果により業容拡大 デンキ ナイ ブ タ ア カン ジョウホウ キョウユウ キョウギョウ カツドウ カッセイ カ カン コウカ ギョウヨウ カクダイ		○

				２．		コア事業の強化と新事業・新分野の創出 ジギョウ キョウカ シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ		▶
▶		各事業セグメントにて、強みや優位性を発揮できる分野に注力し、事業基盤強化
新たな柱となり得る分野・事業の開拓については道半ば カク ジギョウ ツヨ ユウイセイ ハッキ ブンヤ チュウリョク ジギョウ キバン キョウカ アラ ハシラ ウ ブンヤ ジギョウ カイタク ミチナカ		○

				３．		COVID-19への対応と激変する事業環境への適応 タイオウ ゲキヘン ジギョウ カンキョウ テキオウ		▶▶		新型コロナへの適切対応、大規模自然災害に対するＢＣＰも周知・徹底
ＤＸ推進チーム立ち上げ、デジタル技術を活用した業務合理化・効率化を推進中 シンガタ テキセツ タイオウ ダイキボ シゼン サイガイ タイ シュウチ テッテイ スイシン タ ア ギジュツ カツヨウ ギョウム ゴウリカ コウリツカ スイシンチュウ		○

				４．		財務基盤の強化とキャッシュフロー経営の徹底 ザイム キバン キョウカ ケイエイ テッテイ		▶
▶		'23年度末時点の自己資本比率は39.6%
営業C/Fも３年間累計40億円以上を確保し、財務体質は確実に改善中 ネンド マツ ジテン ジコ シホン ヒリツ エイギョウ ネンカン ルイケイ オクエン イジョウ カクホ ザイム タイシツ カクジツ カイゼン チュウ		△

				５．		人材の確保・育成、人事制度の改革、働き方改革 ジンザイ カクホ イクセイ ジンジ セイド カイカク ハタラ カタ カイカク		▶▶		新人事制度定着、多様性確保、働き方改革に纏わる施策展開中
人材確保並びに従業員エンゲージメント向上のための諸施策は継続課題 シン ジンジ セイド テイチャク タヨウセイ カクホ ハタラ カタ カイカク マツ シサク テンカイ チュウ ジンザイ カクホ ナラ ジュウギョウイン コウジョウ ショシサク ケイゾク カダイ		△

				６．		コンプライアンスの徹底、ガバナンスの充実、ＥＳＧの取組み強化 テッテイ ジュウジツ トリク キョウカ		▶
▶		各種研修・E-ラーニング等を通じ、コンプライアンス・リスク管理意識は確実に向上
サステナビリティへの取組みと情報開示の充実が継続課題 カクシュ ケンシュウ トウ ツウ カンリ イシキ カクジツ コウジョウ トリク ジョウホウ カイジ ジュウジツ ケイゾク カダイ		○



				［事業戦略］ ジギョウ センリャク

						・グループ総合力の発揮 ソウゴウリョク ハッキ

						・コア事業の強化 ジギョウ キョウカ

						・事業環境への適応 ジギョウ カンキョウ テキオウ

						・新事業・新分野の創出 シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ

				［財務戦略］ ザイム センリャク

						・財務体質の改善 ザイム タイシツ カイゼン

						・安定的な営業キャッシュフローの創出 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ

						・経営資源の有効活用 ケイエイ シゲン ユウコウ カツヨウ

				［人事戦略］ ジンジ センリャク

						・人材の確保・育成 ジンザイ カクホ イクセイ

						・人事制度の改革 ジンジ セイド カイカク

						・働き方改革 ハタラ カタ カイカク

				［ＣＳＲ戦略］ センリャク

						・コンプライアンスの徹底 テッテイ

						・コーポレートガバナンスの充実 ジュウジツ

						・ＥＳＧへの取組み強化 トリク キョウカ





★新中計数値



								単位：百万円、% タンイ ヒャクマンエン

						2023年度
実績 ネンド ジッセキ		2026年度
計画 ネンド ケイカク

				売上高 ウリアゲダカ		107,455		120,000

				営業利益 エイギョウ リエキ		2,982		4,000

				経常利益 ケイジョウ リエキ		3,084		4,000

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		2,301		2,800		※

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		39.6%		40%以上 イジョウ

				ＲＯＥ		10.3%		10.0%

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤ カイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ



2023年度	
実績	営業利益	経常利益	当期純利益	2982	3084	2301	2026年度	
計画	営業利益	経常利益	当期純利益	4000	4000	2800	





2023年度	
実績	売上高	107455	2026年度	
計画	売上高	120000	







★ROE・PBR

				ROE

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						12.8		12.3		10.1		8.6		8.6		10.8		10.3

				PBR

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						0.76		0.65		0.57		0.57		0.55		0.45		0.63



18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	12.8	12.3	10.1	8.6	8.6	10.8	10.3	





18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	0.76	0.65	0.56999999999999995	0.56999999999999995	0.55000000000000004	0.45	0.63	







★売上高・営業利益・当期利益

																																														年度業績予想 ネンド ギョウセキ ヨソウ		（中計） チュウケイ								（中計） チュウケイ

						百万円 ヒャクマンエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ				27/3月期 ツキ																								21/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						売上高 ウリアゲ ダカ		101,596		103,145		98,697		87,168		94,797		99,927		107,456				120,000																						売上高 ウリアゲ ダカ		1,100.0		900.0		950.0		980.0		1,100.0		1,100.0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,497		2,511		2,359		1,883		2,303		2,798		2,982				4,000																						営業利益 エイギョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,686		1,793		1,594		1,472		1,566		2,139		2,301				2,800																						経常利益 ケイジョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ		18.0		15.0		15.0		17.0		20.0		20.0

						億円 オクエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期
実績 ツキ ジッセキ		22/3月期
実績 ツキ ジッセキ		23/3月期
実績 ツキ ジッセキ		24/3月期
実績 ツキ ジッセキ				27/3月期
計画 ツキ ケイカク																						自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		35.0%								40.0%

						売上高 ウリアゲ ダカ		1,016		1,031		987		872		948		999		1,075				1,200																						ＲＯＥ		10.0%								10.0%

						営業利益 エイギョウ リエキ		25		25		24		19		23		28		30				40

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		17		18		16		15		16		21		23				28

																																														実績値 ジッセキ アタイ														（億円） オクエン

																																																		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期
（計画） ツキ ケイカク		24/3月期 ツキ

																																														売上高 ウリアゲ ダカ				871.7		948.0		999.3		1,100.0		1,068.9

																																														営業利益 エイギョウ リエキ				18.8		23.0		28.0		30.0		27.1

																																														経常利益 ケイジョウ リエキ				19.0		24.0		28.9		30.0		27.8

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ				14.7		15.7		21.4		20.0		21.1

																																														自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ				37.5%		38.9%		39.7%		40.0%

																																														ＲＯＥ				8.6%		8.6%		10.8%		10.0%

























奥苑



売上高	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	871.7	948	999.3	1100	1068.9000000000001	







営業利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	18.8	23	28	30	27.1	







当期純利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	14.7	15.7	21.4	20	21.1	





売上高	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	871.68	947.97	999.27	1074.56	1200	





営業利益	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	18.829999999999998	23.03	27.98	29.82	40	
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中 期 経 営 計 画



事業戦略 (現データ)

				　中期経営計画／事業戦略（セグメント別重点テーマ）　2021-2023振り返りと2024-2026重点テーマ チュウキ ケイエイ ケイカク ジギョウ センリャク ベツ ジュウテン フ カエ ジュウテン

												(注)◎予定以上の進捗、〇概ね予定通りの進捗、△一部に遅れ(課題)あり、×大幅な遅れ、未実施 チュウ ヨテイ イジョウ シンチョク オオム ヨテイ トオ シンチョク イチブ オク カダイ オオハバ オク ミジッシ

				本部案 ホンブ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ				協働可能な仕入先の獲得に成功。引合拡大し組織化した初年度の7倍の売上高 キョウドウ カノウ シイレサキ カクトク セイコウ ソシキカ ショネンド バイ ウリアゲ ダカ		◎		顧客対応型ビジネスモデル構築 (クロスセル販売の推進) コキャク タイオウ ガタ コウチク ハンバイ スイシン		▸各ビジネスユニット別に保有されているお客様に対する、本部総合力を駆使したサービス、商品が提供可能な体制構築 カク ベツ ホユウ キャクサマ タイ ホンブ ソウゴウリョク クシ ショウヒン テイキョウ カノウ タイセイ コウチク				重点テーマ ジュウテン		概　　　　　　要 ガイ ヨウ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ				機器事業2023年度過去最高実績。冷熱事業2022年度過去最高実績 ※2023年度は過去2番目の高実績 キキ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ レイネツ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ ネンド カコ バンメ コウ ジッセキ		〇		新事業の確立 (ソリューションビジネス基盤化) シンジギョウ カクリツ キバン カ		▸現在の商品単品販売型から商材複合販売、システム販売、工事請けビジネスが可能な社内リソース整備と実践 ゲンザイ ショウヒン タンピン ハンバイ カタ ショウザイ フクゴウ ハンバイ ハンバイ コウジ ウ カノウ シャナイ セイビ ジッセン				コアビジネスの維持拡大 イジ カクダイ		▶メーカーとの連携・関係強化による業界・市場での確固たる地位の確立、強み領域の拡充 レンケイ カンケイ キョウカ ギョウカイ シジョウ カッコ チイ カクリツ ツヨ リョウイキ カクジュウ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン				新手法である電機本部顧客への空冷品販売、トータル提案活動において更なる実績向上に余地 シン シュホウ デンキ ホンブ コキャク クウレイ ヒン ハンバイ テイアン カツドウ サラ ジッセキ コウジョウ ヨチ		△		コアビジネスの維持、拡大 イジ カクダイ		▸ベース事業である三菱電機代理店ビジネスの維持、拡大の実践を継続 ジギョウ ミツビシ ダイリテン イジ カクダイ ジッセン ケイゾク				成長市場でのユーザー・販売チャネル拡大 セイチョウ シジョウ ハンバイ カクダイ		▶成長市場である半導体製造装置・デバイス・エレクトロニクス業界でのビジネス基盤構築 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ セイゾウ ソウチ ギョウカイ キバン コウチク

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ				製造業のお客様に向けたシステム販売、工事一式受注ビジネスを開始 セイゾウギョウ キャクサマ ム ハンバイ コウジ イッシキ ジュチュウ カイシ		〇		半導体関連市場への注力 ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク		▸中長期的に拡大する半導体関連市場を本部の成長分野と位置付け、多彩な商材販売と新しいお客様創出を強化 チュウチョウキテキ カクダイ ハンドウタイ カンレン シジョウ ホンブ セイチョウ ブンヤ イチヅ アタラ キャクサマ ソウシュツ キョウカ				ソリューションビジネスの推進・体制確立 スイシン タイセイ カクリツ		▶既存顧客をベースに当社独自のソリューション提供（単品セールスからの脱却、クロスセル） キゾン コキャク トウシャ ドクジ テイキョウ タンピン ダッキャク

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ				タイムリーな情報が提供を目的とした営業ページ開設、メルマガ、YouTube配信開始 ジョウホウ テイキョウ モクテキ エイギョウ カイセツ ハイシン カイシ		〇		海外現法との連携 カイガイ ゲンポウ レンケイ		▸海外、日本国内の情報を連携させた得意先拡大 カイガイ ニホン コクナイ ジョウホウ レンケイ トクイサキ カクダイ				顧客対応型ビジネスモデルへの変革 コキャク タイオウガタ ヘンカク		▶優良メーカー発掘、パートナー連携体制構築し、顧客満足度の高い商品・サービス提供 ユウリョウ ハックツ レンケイ タイセイ コウチク コキャク マンゾクド タカ ショウヒン テイキョウ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ				発祥の地、北海道において冷熱事業、室蘭地区実績が2023年度に過去最高。中国、ベトナム法人実績が過去最高 ハッショウ チ ホッカイドウ レイネツ ジギョウ ムロラン チク ジッセキ ネンド カコ サイコウ チュウゴク ホウジン ジッセキ カコ サイコウ		〇		特定商材にとらわれないマルチ人材の育成 トクテイ ショウザイ ジンザイ イクセイ		▸柔軟なジョブローテーションを実施し、所属組織や従来の商材別制約を越え、お客様のニーズへの対応や課題解決が可能な人材を育成 ジッシ ショゾク ソシキ ジュウライ ショウザイ ベツ セイヤク コ キャクサマ タイオウ カダイ カノウ ジンザイ イクセイ				海外現法との連携 カイガイ ゲン ホウ レンケイ		▶ＦＡ機器・産メカ製品販売、ファンドリービジネスにおける中国・ベトナム現法との連携強化 キキ サン セイヒン ハンバイ チュウゴク ゲン ホウ レンケイ キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ				・「農」「食」連携して稼ぐ体制の推進が成果に寄与 ノウ ショク レンケイ カセ タイセイ スイシン セイカ キヨ		〇		「農」「食」事業領域の強化・拡大 ノウ ショク ジギョウリョウイキ キョウカ カクダイ		市場変革に合わせたポートフォリオ改革に取組、能動的ソリューションを実践し、高付加価値ビジネスを推進する シジョウ ヘンカク ア カイカク トリクミ ノウドウテキ ジッセン コウフカカチ スイシン				「農」「食」領域におけるソリューション提供 ノウ ショク リョウイキ テイキョウ		▶担い手不足、鮮度保持、食品廃棄ロス削減などの社会的ニーズ・課題解決への貢献 ニナ テ フソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン シャカイテキ カダイ カイケツ コウケン

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・「冷やす技術」の水平展開による用途開発で成果
・情報処理システムによる業界へのDX提案で新たなパートナーと連携 ヒ ギジュツ スイヘイテンカイ ヨウトカイハツ セイカ ジョウホウ ショリ ギョウカイ テイアン アラ レンケイ		〇		スマートアグリ事業のプロフィット化 ジギョウ カ		青果物集出荷・販売、配車、物流システム等を構築し儲かる農業へ貢献し、新たな事業を創出する セイカブツ シュウシュッカ ハンバイ ハイシャ ブツリュウ トウ コウチク モウ ノウギョウ コウケン アラ ジギョウ ソウシュツ				市場変革に合せたポートフォリオ改革 シジョウ ヘンカク アワ カイカク		▶物流改革のための効率化・自動化など、業界・市場環境に適応したポートフォリオ構築 ブツリュウ カイカク コウリツカ ジドウカ ギョウカイ シジョウ カンキョウ テキオウ コウチク

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ				・地域性を考慮したソリューションビジネスの推進を継続
・西日本地域の事業拡大は課題 チイキセイ コウリョ スイシン ケイゾク ニシニホン チイキ ジギョウカクダイ カダイ		△		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジサンギョウ シセツ セツビ カクダイ		道内における農業、水産業に対するソリューションを推進し地方活性化に貢献する ドウナイ ノウギョウ スイサンギョウ タイ スイシン チホウカッセイカ コウケン				工事施工体制の維持・拡大と業務効率化 コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ ギョウム コウリツカ		▶安全強化・環境配慮体制構築、資格者育成、デジタル化推進 アンゼン キョウカ カンキョウ ハイリョ タイセイ コウチク シカクシャ イクセイ カ スイシン

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ				・「農」「食」事業領域における「環境」取組を開始
・道内の「環境」分野の取組は総花化回避 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ カンキョウ トリクミ カイシ ドウナイ ナイ カンキョウ ブンヤ トリクミ ソウバナカ カイヒ		△		「農」「食」事業領域における新たな技術の獲得 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ アラ ギジュツ カクトク		既存技術の用途開発(水平展開)を実践し業界需要を創出する キゾンギジュツ ヨウトカイハツ スイヘイテンカイ ジッセン ギョウカイ ジュヨウ ソウシュツ				環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ		▶事業領域における環境意識の高まりへの対応（GX・高機能貯蔵技術・廃棄物再生利用等） ジギョウ リョウイキ カンキョウ イシキ タカ タイオウ コウキノウ チョゾウ ギジュツ ハイキブツ サイセイ リヨウ トウ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ				・新たなソリューションとしてDX分野で取組開始(クラウド管理モデル）
・既存領域においては、リソース不足による取組進捗には課題 アラ ブンヤ トリクミ カイシ カンリ キゾンリョウイキ フソク トリクミ シンチョク カダイ		△		「農」「食」事業領域における社会課題解決に貢献する ノウ ショク ジギョウ リョウイキ シャカイ カダイ カイケツ コウケン		担い手不足・鮮度保持：食品廃棄ロスの削減・物流改革等における課題解決を推進する ニナ テフソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン ブツリュウカイカク トウ カダイ カイケツ スイシン				地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ		▶北海道の一次産業発展に向けたソリューション展開、地域社会活性化への貢献 ホッカイドウ イチジ サンギョウ ハッテン ム テンカイ チイキ シャカイ カッセイカ コウケン

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ				・リソース拡充に向けた取組は継続
・本州、北海道間の人的地域連携推進を進め効率化に着手 カクジュウ ム トリクミ ケイゾク ホンシュウ ホッカイドウ カン ジンテキ チイキレンケイ スイシン スス コウリツカ チャクシュ		△		工事施工体制の維持・拡大 コウジセコウタイセイ イジ カクダイ		リソース拡充、効率化追求による工事施工コスト管理を進める カクジュウ コウリツカ ツイキュウ コウジセコウ カンリ スス

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ				・北海道新幹線延伸工事関連が好調推移で業績牽引
・コロナ後の資機材価格高騰による建設計画見直し、労務不足により実需低調 ゴ シキザイ カカク コウトウ ケンセツ ケイカク ミナオ ロウム フソク ジツジュ テイチョウ		△		パートナー企業との連携強化		・事業領域の深化と拡大による安定的な成長 ジギョウリョウイキ シンカ カクダイ アンテイテキ セイチョウ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・需要回復途上により3事業部門ともに計画値未達
・双方向コミュニケーション向上が課題 ジュヨウ カイフク トジョウ ジギョウブモン ケイカク チ ミタツ ソウホウコウ コウジョウ カダイ		△		サステナブルな社会構築への貢献 シャカイ コウチク コウケン		・インフラ維持更新需要の獲得
・脱炭素・カーボンニュートラル・省力化関連商材の販売強化 ショウリョクカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ				・ビジネスニーズを捉えリサイクル製品、カーボンニュートラル製品等、環境負荷低減製品の提案で成果 トラ セイヒン セイヒン トウ カンキョウフカ テイゲン セイヒン テイアン セイカ		◎		顧客基盤・収益力の強化拡大		・グループシナジーの強化
・ソリューション営業推進による生産性の向上 キョウカ エイギョウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ				・電力小売事業は天然ガス、石炭価格の高騰で電力卸市場が混乱、新規受注を停止
・潤滑油は高耐久製品を主体に販売拡大 デンリョク コウ ジギョウ テンネン セキタン カカク コウトウ デンリョク オロシ シジョウ コンラン シンキ ジュチュウ テイシ ジュンカツユ コウタイキュウ セイヒン シュタイ ハンバイ カクダイ		△		新規事業、新商材の開拓 シンキ ジギョウ シン ショウザイ カイタク		・持続的成長への競争力強化 ジゾク テキ セイチョウ キョウソウリョク キョウカ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ				・コロナ禍によるサプライチェーンの混乱で長納期等、販売機会損失が拡大 カ コンラン チョウノウキ トウ ハンバイ キカイ ソンシツ カクダイ		△		人材育成　 ジンザイ イクセイ		・持続的成長と企業価値向上への人材育成と事業承継 ジゾク テキ セイチョウ キギョウ カチ コウジョウ ジンザイ イクセイ ジギョウ ショウケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ				経理システムのＤＸ推進や大型クレーン導入による荷役作業の効率化を図りました、更なる生産性向上のため引き続き取り組み中 ケイリ スイシン オオガタ ドウニュウ ニヤク サギョウ コウリツ カ ハカ サラ セイサンセイ コウジョウ ヒ ツヅ ト ク チュウ		△		生産性の向上 セイサンセイ コウジョウ		2024年問題を絡めた料金改定を推進する ネン モンダイ カラ リョウキン カイテイ スイシン

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン				苫小牧港・室蘭港では自社の経営資源を最大限に活かし、荷主への高品質のサービスを提供しています トマコマイ コウ ムロラン コウ ジシャ ケイエイ シゲン サイダイゲン イ		〇		攻めの提案営業強化 セ テイアン エイギョウ キョウカ		千歳進出企業及び苫東進出企業への営業強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪藻土利用コンテナの商業化を目指す チトセ シンシュツ キギョウ オヨ トマトウ シンシュツ キギョウ エイギョウ キョウカ ケイソウド リヨウ ショウギョウカ メザ

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ				2022年3月に珪藻土を利活用したコンテナ調質装置の特許を取得、更なる改良と実証実験を行い、商品化に向けて取り組み中 ネン ガツ ケイソウド リカツヨウ チョウシツ ソウチ トッキョ シュトク サラ カイリョウ ジッショウジッケン オコナ ショウヒンカ ム ト ク ナカ		△		人手不足への対応 ヒトデフソク タイオウ		女性活躍の場を拡充し、働き方多様性への対応を図る　　　　　　　　　　　　　　　　社員のスキルアップを図る ジョセイ カツヤク バ カクジュウ ハタラ カタ タヨウセイ タイオウ ハカ シャイン ハカ

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ				苫小牧東部地域におけるバイオマス発電事業の燃料に使用する輸入木質ペレットの港湾荷役・輸送作業を獲得、今後業容拡大 トマコマイ トウブ チイキ ハツデン ジギョウ ネンリョウ シヨウ ユニュウ モクシツ コウワン ニエキ ユソウ サギョウ カクトク コンゴ ギョウヨウ カクダイ		〇		業務効率化と原価管理の徹底 ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ		本社を物流の拠点へ移転し、また更なるＤＸ推進により業務の効率化や原価管理を徹底する ホンシャ ブツリュウ キョテン イテン サラ スイシン ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン				荷主への料金交渉は継続して行ってきたが、2024年問題を迎えることから引き続き料金交渉は継続する。また原価削減につきましては計画通りに実施しました。 ニヌシ リョウキンコウショウ ケイゾク オコナ ネン モンダイ ムカ ヒ ツヅ リョウキンコウショウ ケイゾク ゲンカ サクゲン ケイカクトオ ジッシ		△		設備投資による業務拡大 セツビ トウシ ギョウム カクダイ		苫小牧東部地域に物流センターを整備し、更なる国内外事業の拡充を目指す トマコマイトウブチイキ ブツリュウ セイビ サラ コクナイガイ ジギョウ カクジュウ メザ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ				社員と家族の健康をサポートする「健康経営優良法人」の認定継続や「みなとＳＤＧｓパートナー」への登録により安全・健康・環境への取り組みを強化しました。 シャイン カゾク ケンコウ ケンコウ ケイエイ ユウリョウホウジン ニンテイケイゾク トウロク アンゼン ケンコウ カンキョウ ト ク キョウカ		〇



				修正案 シュウセイ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ														■　次期中期経営計画 ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン														セグメント別重点テーマ				概要 ガイヨウ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ														①

																				②

																				③

																				④

																				⑤





業績

								前中計（2020年度） ゼン チュウケイ ネンド						社内予算（単年度計画） シャナイ ヨサン タンネンド ケイカク						対外公表 タイガイ コウヒョウ						実績（見込） ジッセキ ミコ

								社内予算 シャナイ ヨサン		対外公表 タイガイ コウヒョウ		実績 ジッセキ		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド

				売上高 ウリアゲ ダカ				107,212		90,000		87,168		102,553		106,146		112,943		95,000		98,000		110,000		94,797		99,927		107,455

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ				11,125				9,515		10,709		11,058		11,658		-		-		-		9,850		10,607		11,277

				営業利益 エイギョウ リエキ				2,977		2,100		1,883		2,678		2,904		3,259		2,200		2,500		3,000		2,303		2,798		2,982				セグメント別業績推移 ベツ ギョウセキ スイイ										赤字は見込数値 アカジ ミコ スウチ

				経常利益 ケイジョウ リエキ				2,960		2,100		1,900		2,674		2,911		3,277		2,200		2,500		3,000		2,399		2,892		3,084

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ				2,000		1,500		1,472		1,785		1,939		2,501		1,500		1,700		2,000		1,566		2,139		2,327								'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド

				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		26,790				23,632		25,850		25,835		28,600								22,455		25,724		25,949				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		23,632		22,455		25,724		25,949

						総利益 ソウリエキ		4,030				3,438		3,900		4,050		4,330								3,414		4,091								総利益 ソウリエキ		3,438		3,414		4,091

						セグメント利益 リエキ		1,271				895		1,212		1,396		1,478								887		1,418		1,351						セグメント利益 リエキ		895		887		1,418		1,351

				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		11,420				7,495		9,200		9,050		9,400								8,910		6,907		12,296				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		7,495		8,910		6,907		12,296

						総利益 ソウリエキ		1,600				1,135		1,400		1,400		1,450								1,253		1,245								総利益 ソウリエキ		1,135		1,253		1,245

						セグメント利益 リエキ		338				-8		173		233		374								175		196		685						セグメント利益 リエキ		-8		175		196		685

				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		52,362				41,903		51,921		54,201		57,086								48,019		51,045		54,060				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		41,903		48,019		51,045		54,060

						総利益 ソウリエキ		3,570				3,190		3,635		3,680		3,770								3,321		3,244								総利益 ソウリエキ		3,190		3,321		3,244

						セグメント利益 リエキ		930				786		1,008		1,011		475								856		729		768						セグメント利益 リエキ		786		856		729		768

				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		16,640				14,751		15,582		16,610		17,440								15,400		16,648		15,540				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		14,751		15,400		16,648		15,540

						総利益 ソウリエキ		1,955				1,680		1,794		1,948		2,128								1,889		2,039								総利益 ソウリエキ		1,680		1,889		2,039

						セグメント利益 リエキ		326				224		254		353		478								378		449		181						セグメント利益 リエキ		224		378		449		181

				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,781		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,784		100,324		107,845				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		87,781		94,784		100,324		107,845

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0						総利益 ソウリエキ		9,443		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		1,897		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,296		2,792		2,985						セグメント利益 リエキ		1,897		2,296		2,792		2,985

				調整 チョウセイ		売上高 ウリアゲ ダカ						-615														-393		-408		-389

						総利益 ソウリエキ

						セグメント利益 リエキ						-14														5		5		-3

				B/S計上額 ケイジョウ ガク		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,166		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,865		0		1,883		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				検算（短信） ケンザン タンシン		売上高 ウリアゲ ダカ						87168

						総利益 ソウリエキ						9515

						営業利益 エイギョウ リエキ						1883

				差引 サシヒキ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		-2		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		-72		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		0		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				※建設・エネルギー　：　建設・エネルギー本部とナラサキ石油の単純合算（ナラサキ石油売上×10%） ケンセツ ケンセツ ホンブ セキユ タンジュン ガッサン セキユ ウリアゲ

				※海運　：　ナラサキスタックスと九州マリンの単純合算（九州マリン売上0カウント） カイウン キュウシュウ タンジュン ガッサン キュウシュウ ウリアゲ





2024経営方針骨子



				中期経営計画　基本方針並びに各種戦略 チュウキ ケイエイ ケイカク キホン ホウシン ナラ カクシュ センリャク



				　【基本方針】 キホン ホウシン

						■成長戦略の推進　■部門間連携の強化　■経営基盤の強化　■サステナビリティの推進

								１．		グループ総合力によるソリューションの提供 ソウゴウリョク テイキョウ

								２．		収益力の強化と生産性の向上

								３．		ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化

								４．		人材の確保・育成とエンゲージメントの向上

								５．		サステナビリティ経営の推進 ケイエイ



				　【事業戦略】 ジギョウ センリャク



						［電機関連事業］　　　　　　　　　　～集中投資で利益規模拡大・生産性向上～ デンキ カンレン ジギョウ

								■コア事業の更なる強化と先端技術分野におけるソリューション事業の拡大を目指す

						　		1.		顧客対応型ビジネスモデルの構築（総合力を駆使したクロスセル販売の推進） コキャク タイオウガタ コウチク ソウゴウリョク クシ ハンバイ スイシン

								2.		新規事業の創造・確立（ソリューションビジネス基盤の確立） シンキ ジギョウ ソウゾウ カクリツ キバン カクリツ

								3.		コアビジネスの維持・拡大（三菱電機代理店ビジネスの維持・拡大） イジ カクダイ ミツビシ デンキ ダイリテン イジ カクダイ

								4.		成長市場である半導体関連市場への注力 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク

								5.		海外現法との情報連携に基づく国内外ユーザ拡大 カイガイ ゲン ホウ ジョウホウ レンケイ モト コクナイガイ カクダイ



						［機械関連事業］　　　　　　　　　　～事業リスク低減と生産性向上～ キカイ カンレン ジギョウ

								■変動リスクを抑え、生産性を高めるとともに高付加価値ビジネスモデルを構築する

								1.		「農」「食」事業領域の強化・拡大（ポートフォリオ改革、能動的ソリューション、高付加価値ビジネス推進） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ カイカク ノウドウテキ コウ フカ カチ スイシン

								2.		スマートアグリ事業のプロフィット化（新事業の創出） ジギョウ カ シン ジギョウ ソウシュツ

								3.		「農」「食」事業領域におけるＤＸ・ＧＸ推進（担い手不足・鮮度保持・物流合理化への対応） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ スイシン ニナ テ フソク センド ホジ ブツリュウ ゴウリカ タイオウ

								4.		工事施工体制の維持・拡大（リソース拡充・効率化追求） コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ カクジュウ コウリツカ ツイキュウ

								5.		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジ サンギョウ シセツ セツビ カクダイ



						［建設・エネルギー関連事業］　 　～着実な利益創出と安定収益基盤強化～ ケンセツ カンレン ジギョウ

								■事業領域での連携を深め、安定収益基盤を強化すると共に新たな成長事業の創出を図る

								1.		事業パートナー企業との連携強化にもとづく安定した収益基盤の構築 ジギョウ キギョウ レンケイ キョウカ アンテイ シュウエキ キバン コウチク

								2.		サステナブルな社会構築への貢献（インフラ維持更新需要、脱炭素・ＣＮ・省力化商材の獲得） シャカイ コウチク コウケン イジ コウシン ジュヨウ ダツ タンソ ショウリョク カ ショウザイ カクトク

								3.		顧客基盤強化とニッチトップ商材獲得（既存顧客リピート率向上、新規顧客開拓、優位性商材拡販） コキャク キバン キョウカ ショウザイ カクトク キゾン コキャク リツ コウジョウ シンキ コキャク カイタク ユウイセイ ショウザイ カクハン

								4.		産業・石油の一体感醸成によるエネルギー事業体制の強化 サンギョウ セキユ イッタイカン ジョウセイ ジギョウ タイセイ キョウカ

								5.		道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営（主要メーカとのパートナーシップ強化） ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ シュヨウ キョウカ



						［海運関連事業］　　　　　　　　　　 ～事業リスク低減と安定収益基盤強化～ カイウン カンレン ジギョウ

								■事業環境に適応できるよう収益構造を見直しつつ、収益の規模拡大と安定化を図る

								1.		既存荷主深掘と新規荷主獲得（攻めの提案営業、同業他社との差別化） キソン ニヌシ フカボ シンキ ニヌシ カクトク セ テイアン エイギョウ ドウギョウ タシャ サベツカ

								2.		苫東進出企業（含むラピダス関連）への営業強化などによる新規荷主・新規貨物の開拓 トマトウ シンシュツ キギョウ フク カンレン エイギョウ キョウカ シンキ ニヌシ シンキ カモツ カイタク

								3.		「選択と集中」「業務効率化」「原価管理」の徹底による生産性向上 センタク シュウチュウ ギョウム コウリツ カ ゲンカ カンリ テッテイ セイサンセイ コウジョウ

								4.		2024年問題への対応（適正な料金改定、人手不足への対応） ネン モンダイ タイオウ テキセイ リョウキン カイテイ ヒトデ フソク タイオウ

								5.		産業との情報連携並びにグループ総合力発揮に向けた取組み強化 サンギョウ ジョウホウ レンケイ ナラ ソウゴウリョク ハッキ ム ト ク キョウカ



				　【財務戦略・資本戦略】 シホン センリャク

								□		安定的な営業キャッシュフローの創出と有効活用 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ ユウコウ カツヨウ

								□		健全な財務基盤の維持（自己資本比率40%以上、純資産積上げ） ケンゼン ザイム キバン イジ ジコ シホン ヒリツ イジョウ ジュン シサン ツミア

								□		「資本コストや株価を意識した経営の実現」に向けた対応（成長戦略・株主還元・ＩＲ活動） シホン カブカ イシキ ケイエイ ジツゲン ム タイオウ セイチョウ センリャク カブヌシ カンゲン カツドウ



				　【人事戦略】

								□		人的資本経営を意識した人材の採用と育成（多様性確保、研修体系見直し） ジンテキ シホン ケイエイ イシキ ジンザイ サイヨウ イクセイ タヨウセイ カクホ ケンシュウ タイケイ ミナオ

								□		エンゲージメント向上のための環境整備（働きがいを持てる仕組み作り、働きやすい環境の提供） コウジョウ カンキョウ セイビ ハタラ モ シク ツク ハタラ カンキョウ テイキョウ

								□		多様な働き方への対応（テレワークを含む人事諸制度の定着、環境整備） タヨウ ハタラ カタ タイオウ フク ジンジ ショ セイド テイチャク カンキョウ セイビ



				　【サステナビリティ戦略】

								□		コンプライアンスの徹底、グループガバナンスの強化 テッテイ キョウカ

								□		リスクマネジメント体制の充実 タイセイ ジュウジツ

								□		サステナビリティへの取組み推進（社会課題解決への積極的関与） トリク スイシン シャカイ カダイ カイケツ セッキョクテキ カンヨ



				　【ＩＲ戦略】

								□		積極的な情報発信（非財務情報、特にサステナビリティ活動、ＨＰ・ＩＲサイトの充実） セッキョクテキ ジョウホウ ハッシン ヒ ザイム ジョウホウ トク カツドウ ジュウジツ

								□		株主・投資家との建設的対話（今後の成長戦略に対する理解の向上） カブヌシ トウシカ ケンセツテキ タイワ コンゴ セイチョウ センリャク タイ リカイ コウジョウ
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前中期経営計画 振り返り（方針）

4

基本方針 評価

１． 事業セグメント間の連携強化とグループ総
合力の発揮

▶ 電機セグメント内にＦＡソリューション部を立ち上げるなど、セグメント間での情報共有・
協業活動が活性化、グループ間でのシナジー効果により業容拡大 ○

２． コア事業の強化と新事業・新分野の創出 ▶
▶
各事業セグメントにて、強みや優位性を発揮できる分野に注力し、事業基盤強化
新たな柱となり得る分野・事業の開拓については道半ば ○

３． COVID-19への対応と激変する事業環
境への適応

▶
▶
新型コロナへの適切対応、大規模自然災害に対するＢＣＰも周知・徹底
ＤＸ推進チーム立ち上げ、デジタル技術を活用した業務合理化・効率化を推進中 ○

４． 財務基盤の強化とキャッシュフロー経営の
徹底

▶
▶
'23年度末時点の自己資本比率は39.6%
営業C/Fは３年間累計40億円以上を確保し、財務体質は確実に改善中 △

５． 人材の確保・育成、人事制度の改革、働
き方改革

▶
▶
新人事制度定着、多様性確保、働き方改革に纏わる施策展開中
人材確保並びに従業員エンゲージメント向上のための諸施策は継続課題 △

６． コンプライアンスの徹底、ガバナンスの充
実、ＥＳＧへの取組み強化

▶
▶
各種研修・E-ラーニング等を通じ、コンプライアンス・リスク管理意識は着実に向上
サステナビリティへの取組みと情報開示の充実が継続課題 ○

総　括　（成果と課題）


★表紙



						[2024年4月～2027年3月（2024年度～2026年度）］ ネン ツキ ネン ツキ ネンド ネンド



						　スローガン
　　“ＮＳクリエーション２０２６ ”　
　　～創造力とソリューション力を強みとした
           　顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～
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						　“ ＮＳクリエーション２０２６ ” （ Narasaki Sangyo / Next Stage　Creation　2026 ）　
  　    ～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～　　







中 期 経 営 計 画



★概要

								中期経営計画（２０２４年度～２０２６年度） チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド



												“ＮＳクリエーション2026”



								　～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～ ソウゾウリョク リョク ツヨ コキャク ミッチャク ガタ キギョウ





								連結目標数値
（2026年度） レンケツ モクヒョウ スウチ ネンド										営業利益：40億円　当期純利益：28億円　ＲＯＥ：10%　配当性向：30%以上 エイギョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ハイトウ セイコウ イジョウ





								基本方針 キホン ホウシン









































・コンプライアンスの徹底
・リスクマネジメント体制充実
・サステナビリティ活動推進

・営業ＣＦ確保と有効活用
・健全な財務基盤の維持
・株主還元

・人材の確保・育成
・エンゲージメント向上
・多様な働き方への対応

成長戦略の推進

部門間連携の強化

経営基盤の強化

サステナビリティの推進

電機関連

建設・エネ
ルギー関連

海運関連

機械関連

事業戦略

財務戦略

人事戦略

サステナビリティ戦略

　　　・グループ総合力の発揮
　　　・収益力強化と生産性向上
　　　・ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化　
　　　・環境変化への適応

・積極的な情報発信
・株主・投資家との建設的
　対話

ＩＲ戦略



★振り返り（数値）

								←　　前中期経営計画期間　　→ ゼン チュウキ ケイエイ ケイカク キカン										単位：百万円 タンイ ヒャクマンエン

				連結 レンケツ		'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド		'23年
（計画） ネン ケイカク		達成率 タッセイ リツ		評価 ヒョウカ

				売上高 ウリアゲダカ		87,168		94,797		99,927		107,455		110,000		98%		△

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,883		2,303		2,798		2,982		3,000		99%		△

				経常利益 ケイジョウ リエキ		1,900		2,399		2,892		3,084		3,000		103%		○

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,472		1,566		2,139		2,301		2,000		115%		○

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		37.5%		38.9%		39.7%		39.6%		40.0%		99%		△

				ＲＯＥ		8.6%		8.6%		10.8%		10.3%		10.0%		103%		○

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ









売上高



売上高	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	87168	94797	99927	107455	110000	





営業利益



営業利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1883	2303	2798	2982	3000	







経常利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1900	2399	2892	3084	3000	





当期純利益



当期純利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1472	1566	2139	2301	2000	





※



★振り返り（方針）

				現中期経営計画（2021年度～2023年度）　“Dash Forward 2023” ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

				［対外公表］ タイガイ コウヒョウ

						売上高1,100億円／営業利益30億円／経常利益30億円／当期純利益20億円／自己資本比率40%／ＲＯＥ10% ウリアゲ ダカ オクエン エイギョウ リエキ オクエン ケイジョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ジコ シホン ヒリツ

						キーワード　：　①成長戦略の推進　②事業連携による競争力強化　③経営基盤の強化 セイチョウ センリャク スイシン ジギョウ レンケイ キョウソウリョク キョウカ ケイエイ キバン キョウカ

				［基本方針］ キホン ホウシン

						基本方針 キホン ホウシン		総　括　（成果と課題） ソウ カツ セイカ カダイ				評価 ヒョウカ

				１．		事業セグメント間の連携強化とグループ総合力の発揮 ジギョウ カン レンケイ キョウカ ソウゴウリョク ハッキ		▶
		電機セグメント内にＦＡソリューション部を立ち上げるなど、セグメント間での情報共有・
協業活動が活性化、グループ間でのシナジー効果により業容拡大 デンキ ナイ ブ タ ア カン ジョウホウ キョウユウ キョウギョウ カツドウ カッセイ カ カン コウカ ギョウヨウ カクダイ		○

				２．		コア事業の強化と新事業・新分野の創出 ジギョウ キョウカ シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ		▶
▶		各事業セグメントにて、強みや優位性を発揮できる分野に注力し、事業基盤強化
新たな柱となり得る分野・事業の開拓については道半ば カク ジギョウ ツヨ ユウイセイ ハッキ ブンヤ チュウリョク ジギョウ キバン キョウカ アラ ハシラ ウ ブンヤ ジギョウ カイタク ミチナカ		○

				３．		COVID-19への対応と激変する事業環境への適応 タイオウ ゲキヘン ジギョウ カンキョウ テキオウ		▶▶		新型コロナへの適切対応、大規模自然災害に対するＢＣＰも周知・徹底
ＤＸ推進チーム立ち上げ、デジタル技術を活用した業務合理化・効率化を推進中 シンガタ テキセツ タイオウ ダイキボ シゼン サイガイ タイ シュウチ テッテイ スイシン タ ア ギジュツ カツヨウ ギョウム ゴウリカ コウリツカ スイシンチュウ		○

				４．		財務基盤の強化とキャッシュフロー経営の徹底 ザイム キバン キョウカ ケイエイ テッテイ		▶
▶		'23年度末時点の自己資本比率は39.6%
営業C/Fは３年間累計40億円以上を確保し、財務体質は確実に改善中 ネンド マツ ジテン ジコ シホン ヒリツ エイギョウ ネンカン ルイケイ オクエン イジョウ カクホ ザイム タイシツ カクジツ カイゼン チュウ		△

				５．		人材の確保・育成、人事制度の改革、働き方改革 ジンザイ カクホ イクセイ ジンジ セイド カイカク ハタラ カタ カイカク		▶▶		新人事制度定着、多様性確保、働き方改革に纏わる施策展開中
人材確保並びに従業員エンゲージメント向上のための諸施策は継続課題 シン ジンジ セイド テイチャク タヨウセイ カクホ ハタラ カタ カイカク マツ シサク テンカイ チュウ ジンザイ カクホ ナラ ジュウギョウイン コウジョウ ショシサク ケイゾク カダイ		△

				６．		コンプライアンスの徹底、ガバナンスの充実、ＥＳＧへの取組み強化 テッテイ ジュウジツ トリク キョウカ		▶
▶		各種研修・E-ラーニング等を通じ、コンプライアンス・リスク管理意識は着実に向上
サステナビリティへの取組みと情報開示の充実が継続課題 カクシュ ケンシュウ トウ ツウ カンリ イシキ チャクジツ コウジョウ トリク ジョウホウ カイジ ジュウジツ ケイゾク カダイ		○



				［事業戦略］ ジギョウ センリャク

						・グループ総合力の発揮 ソウゴウリョク ハッキ

						・コア事業の強化 ジギョウ キョウカ

						・事業環境への適応 ジギョウ カンキョウ テキオウ

						・新事業・新分野の創出 シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ

				［財務戦略］ ザイム センリャク

						・財務体質の改善 ザイム タイシツ カイゼン

						・安定的な営業キャッシュフローの創出 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ

						・経営資源の有効活用 ケイエイ シゲン ユウコウ カツヨウ

				［人事戦略］ ジンジ センリャク

						・人材の確保・育成 ジンザイ カクホ イクセイ

						・人事制度の改革 ジンジ セイド カイカク

						・働き方改革 ハタラ カタ カイカク

				［ＣＳＲ戦略］ センリャク

						・コンプライアンスの徹底 テッテイ

						・コーポレートガバナンスの充実 ジュウジツ

						・ＥＳＧへの取組み強化 トリク キョウカ





★新中計数値



								単位：百万円、% タンイ ヒャクマンエン

						2023年度
実績 ネンド ジッセキ		2026年度
計画 ネンド ケイカク

				売上高 ウリアゲダカ		107,455		120,000

				営業利益 エイギョウ リエキ		2,982		4,000

				経常利益 ケイジョウ リエキ		3,084		4,000

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		2,301		2,800		※

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		39.6%		40%以上 イジョウ

				ＲＯＥ		10.3%		10.0%

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤ カイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ



2023年度	
実績	営業利益	経常利益	当期純利益	2982	3084	2301	2026年度	
計画	営業利益	経常利益	当期純利益	4000	4000	2800	





2023年度	
実績	売上高	107455	2026年度	
計画	売上高	120000	







★ROE・PBR

				ROE

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						12.8		12.3		10.1		8.6		8.6		10.8		10.3

				PBR

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						0.76		0.65		0.57		0.57		0.55		0.45		0.63



18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	12.8	12.3	10.1	8.6	8.6	10.8	10.3	





18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	0.76	0.65	0.56999999999999995	0.56999999999999995	0.55000000000000004	0.45	0.63	







★売上高・営業利益・当期利益

																																														年度業績予想 ネンド ギョウセキ ヨソウ		（中計） チュウケイ								（中計） チュウケイ

						百万円 ヒャクマンエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ				27/3月期 ツキ																								21/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						売上高 ウリアゲ ダカ		101,596		103,145		98,697		87,168		94,797		99,927		107,456				120,000																						売上高 ウリアゲ ダカ		1,100.0		900.0		950.0		980.0		1,100.0		1,100.0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,497		2,511		2,359		1,883		2,303		2,798		2,982				4,000																						営業利益 エイギョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,686		1,793		1,594		1,472		1,566		2,139		2,301				2,800																						経常利益 ケイジョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ		18.0		15.0		15.0		17.0		20.0		20.0

						億円 オクエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期
実績 ツキ ジッセキ		22/3月期
実績 ツキ ジッセキ		23/3月期
実績 ツキ ジッセキ		24/3月期
実績 ツキ ジッセキ				27/3月期
計画 ツキ ケイカク																						自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		35.0%								40.0%

						売上高 ウリアゲ ダカ		1,016		1,031		987		872		948		999		1,075				1,200																						ＲＯＥ		10.0%								10.0%

						営業利益 エイギョウ リエキ		25		25		24		19		23		28		30				40

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		17		18		16		15		16		21		23				28

																																														実績値 ジッセキ アタイ														（億円） オクエン

																																																		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期
（計画） ツキ ケイカク		24/3月期 ツキ

																																														売上高 ウリアゲ ダカ				871.7		948.0		999.3		1,100.0		1,068.9

																																														営業利益 エイギョウ リエキ				18.8		23.0		28.0		30.0		27.1

																																														経常利益 ケイジョウ リエキ				19.0		24.0		28.9		30.0		27.8

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ				14.7		15.7		21.4		20.0		21.1

																																														自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ				37.5%		38.9%		39.7%		40.0%

																																														ＲＯＥ				8.6%		8.6%		10.8%		10.0%

























奥苑



売上高	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	871.7	948	999.3	1100	1068.9000000000001	







営業利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	18.8	23	28	30	27.1	







当期純利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	14.7	15.7	21.4	20	21.1	





売上高	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	871.68	947.97	999.27	1074.56	1200	





営業利益	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	18.829999999999998	23.03	27.98	29.82	40	







事業戦略 (現データ)

				　中期経営計画／事業戦略（セグメント別重点テーマ）　2021-2023振り返りと2024-2026重点テーマ チュウキ ケイエイ ケイカク ジギョウ センリャク ベツ ジュウテン フ カエ ジュウテン

												(注)◎予定以上の進捗、〇概ね予定通りの進捗、△一部に遅れ(課題)あり、×大幅な遅れ、未実施 チュウ ヨテイ イジョウ シンチョク オオム ヨテイ トオ シンチョク イチブ オク カダイ オオハバ オク ミジッシ

				本部案 ホンブ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ				協働可能な仕入先の獲得に成功。引合拡大し組織化した初年度の7倍の売上高 キョウドウ カノウ シイレサキ カクトク セイコウ ソシキカ ショネンド バイ ウリアゲ ダカ		◎		顧客対応型ビジネスモデル構築 (クロスセル販売の推進) コキャク タイオウ ガタ コウチク ハンバイ スイシン		▸各ビジネスユニット別に保有されているお客様に対する、本部総合力を駆使したサービス、商品が提供可能な体制構築 カク ベツ ホユウ キャクサマ タイ ホンブ ソウゴウリョク クシ ショウヒン テイキョウ カノウ タイセイ コウチク				重点テーマ ジュウテン		概　　　　　　要 ガイ ヨウ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ				機器事業2023年度過去最高実績。冷熱事業2022年度過去最高実績 ※2023年度は過去2番目の高実績 キキ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ レイネツ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ ネンド カコ バンメ コウ ジッセキ		〇		新事業の確立 (ソリューションビジネス基盤化) シンジギョウ カクリツ キバン カ		▸現在の商品単品販売型から商材複合販売、システム販売、工事請けビジネスが可能な社内リソース整備と実践 ゲンザイ ショウヒン タンピン ハンバイ カタ ショウザイ フクゴウ ハンバイ ハンバイ コウジ ウ カノウ シャナイ セイビ ジッセン				コアビジネスの維持拡大 イジ カクダイ		▶メーカーとの連携・関係強化による業界・市場での確固たる地位の確立、強み領域の拡充 レンケイ カンケイ キョウカ ギョウカイ シジョウ カッコ チイ カクリツ ツヨ リョウイキ カクジュウ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン				新手法である電機本部顧客への空冷品販売、トータル提案活動において更なる実績向上に余地 シン シュホウ デンキ ホンブ コキャク クウレイ ヒン ハンバイ テイアン カツドウ サラ ジッセキ コウジョウ ヨチ		△		コアビジネスの維持、拡大 イジ カクダイ		▸ベース事業である三菱電機代理店ビジネスの維持、拡大の実践を継続 ジギョウ ミツビシ ダイリテン イジ カクダイ ジッセン ケイゾク				成長市場でのユーザー・販売チャネル拡大 セイチョウ シジョウ ハンバイ カクダイ		▶成長市場である半導体製造装置・デバイス・エレクトロニクス業界でのビジネス基盤構築 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ セイゾウ ソウチ ギョウカイ キバン コウチク

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ				製造業のお客様に向けたシステム販売、工事一式受注ビジネスを開始 セイゾウギョウ キャクサマ ム ハンバイ コウジ イッシキ ジュチュウ カイシ		〇		半導体関連市場への注力 ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク		▸中長期的に拡大する半導体関連市場を本部の成長分野と位置付け、多彩な商材販売と新しいお客様創出を強化 チュウチョウキテキ カクダイ ハンドウタイ カンレン シジョウ ホンブ セイチョウ ブンヤ イチヅ アタラ キャクサマ ソウシュツ キョウカ				ソリューションビジネスの推進・体制確立 スイシン タイセイ カクリツ		▶既存顧客をベースに当社独自のソリューション提供（単品セールスからの脱却、クロスセル） キゾン コキャク トウシャ ドクジ テイキョウ タンピン ダッキャク

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ				タイムリーな情報が提供を目的とした営業ページ開設、メルマガ、YouTube配信開始 ジョウホウ テイキョウ モクテキ エイギョウ カイセツ ハイシン カイシ		〇		海外現法との連携 カイガイ ゲンポウ レンケイ		▸海外、日本国内の情報を連携させた得意先拡大 カイガイ ニホン コクナイ ジョウホウ レンケイ トクイサキ カクダイ				顧客対応型ビジネスモデルへの変革 コキャク タイオウガタ ヘンカク		▶優良メーカー発掘、パートナー連携体制構築し、顧客満足度の高い商品・サービス提供 ユウリョウ ハックツ レンケイ タイセイ コウチク コキャク マンゾクド タカ ショウヒン テイキョウ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ				発祥の地、北海道において冷熱事業、室蘭地区実績が2023年度に過去最高。中国、ベトナム法人実績が過去最高 ハッショウ チ ホッカイドウ レイネツ ジギョウ ムロラン チク ジッセキ ネンド カコ サイコウ チュウゴク ホウジン ジッセキ カコ サイコウ		〇		特定商材にとらわれないマルチ人材の育成 トクテイ ショウザイ ジンザイ イクセイ		▸柔軟なジョブローテーションを実施し、所属組織や従来の商材別制約を越え、お客様のニーズへの対応や課題解決が可能な人材を育成 ジッシ ショゾク ソシキ ジュウライ ショウザイ ベツ セイヤク コ キャクサマ タイオウ カダイ カノウ ジンザイ イクセイ				海外現法との連携 カイガイ ゲン ホウ レンケイ		▶ＦＡ機器・産メカ製品販売、ファンドリービジネスにおける中国・ベトナム現法との連携強化 キキ サン セイヒン ハンバイ チュウゴク ゲン ホウ レンケイ キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ				・「農」「食」連携して稼ぐ体制の推進が成果に寄与 ノウ ショク レンケイ カセ タイセイ スイシン セイカ キヨ		〇		「農」「食」事業領域の強化・拡大 ノウ ショク ジギョウリョウイキ キョウカ カクダイ		市場変革に合わせたポートフォリオ改革に取組、能動的ソリューションを実践し、高付加価値ビジネスを推進する シジョウ ヘンカク ア カイカク トリクミ ノウドウテキ ジッセン コウフカカチ スイシン				「農」「食」領域におけるソリューション提供 ノウ ショク リョウイキ テイキョウ		▶担い手不足、鮮度保持、食品廃棄ロス削減などの社会的ニーズ・課題解決への貢献 ニナ テ フソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン シャカイテキ カダイ カイケツ コウケン

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・「冷やす技術」の水平展開による用途開発で成果
・情報処理システムによる業界へのDX提案で新たなパートナーと連携 ヒ ギジュツ スイヘイテンカイ ヨウトカイハツ セイカ ジョウホウ ショリ ギョウカイ テイアン アラ レンケイ		〇		スマートアグリ事業のプロフィット化 ジギョウ カ		青果物集出荷・販売、配車、物流システム等を構築し儲かる農業へ貢献し、新たな事業を創出する セイカブツ シュウシュッカ ハンバイ ハイシャ ブツリュウ トウ コウチク モウ ノウギョウ コウケン アラ ジギョウ ソウシュツ				市場変革に合せたポートフォリオ改革 シジョウ ヘンカク アワ カイカク		▶物流改革のための効率化・自動化など、業界・市場環境に適応したポートフォリオ構築 ブツリュウ カイカク コウリツカ ジドウカ ギョウカイ シジョウ カンキョウ テキオウ コウチク

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ				・地域性を考慮したソリューションビジネスの推進を継続
・西日本地域の事業拡大は課題 チイキセイ コウリョ スイシン ケイゾク ニシニホン チイキ ジギョウカクダイ カダイ		△		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジサンギョウ シセツ セツビ カクダイ		道内における農業、水産業に対するソリューションを推進し地方活性化に貢献する ドウナイ ノウギョウ スイサンギョウ タイ スイシン チホウカッセイカ コウケン				工事施工体制の維持・拡大と業務効率化 コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ ギョウム コウリツカ		▶安全強化・環境配慮体制構築、資格者育成、デジタル化推進 アンゼン キョウカ カンキョウ ハイリョ タイセイ コウチク シカクシャ イクセイ カ スイシン

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ				・「農」「食」事業領域における「環境」取組を開始
・道内の「環境」分野の取組は総花化回避 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ カンキョウ トリクミ カイシ ドウナイ ナイ カンキョウ ブンヤ トリクミ ソウバナカ カイヒ		△		「農」「食」事業領域における新たな技術の獲得 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ アラ ギジュツ カクトク		既存技術の用途開発(水平展開)を実践し業界需要を創出する キゾンギジュツ ヨウトカイハツ スイヘイテンカイ ジッセン ギョウカイ ジュヨウ ソウシュツ				環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ		▶事業領域における環境意識の高まりへの対応（GX・高機能貯蔵技術・廃棄物再生利用等） ジギョウ リョウイキ カンキョウ イシキ タカ タイオウ コウキノウ チョゾウ ギジュツ ハイキブツ サイセイ リヨウ トウ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ				・新たなソリューションとしてDX分野で取組開始(クラウド管理モデル）
・既存領域においては、リソース不足による取組進捗には課題 アラ ブンヤ トリクミ カイシ カンリ キゾンリョウイキ フソク トリクミ シンチョク カダイ		△		「農」「食」事業領域における社会課題解決に貢献する ノウ ショク ジギョウ リョウイキ シャカイ カダイ カイケツ コウケン		担い手不足・鮮度保持：食品廃棄ロスの削減・物流改革等における課題解決を推進する ニナ テフソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン ブツリュウカイカク トウ カダイ カイケツ スイシン				地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ		▶北海道の一次産業発展に向けたソリューション展開、地域社会活性化への貢献 ホッカイドウ イチジ サンギョウ ハッテン ム テンカイ チイキ シャカイ カッセイカ コウケン

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ				・リソース拡充に向けた取組は継続
・本州、北海道間の人的地域連携推進を進め効率化に着手 カクジュウ ム トリクミ ケイゾク ホンシュウ ホッカイドウ カン ジンテキ チイキレンケイ スイシン スス コウリツカ チャクシュ		△		工事施工体制の維持・拡大 コウジセコウタイセイ イジ カクダイ		リソース拡充、効率化追求による工事施工コスト管理を進める カクジュウ コウリツカ ツイキュウ コウジセコウ カンリ スス

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ				・北海道新幹線延伸工事関連が好調推移で業績牽引
・コロナ後の資機材価格高騰による建設計画見直し、労務不足により実需低調 ゴ シキザイ カカク コウトウ ケンセツ ケイカク ミナオ ロウム フソク ジツジュ テイチョウ		△		パートナー企業との連携強化		・事業領域の深化と拡大による安定的な成長 ジギョウリョウイキ シンカ カクダイ アンテイテキ セイチョウ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・需要回復途上により3事業部門ともに計画値未達
・双方向コミュニケーション向上が課題 ジュヨウ カイフク トジョウ ジギョウブモン ケイカク チ ミタツ ソウホウコウ コウジョウ カダイ		△		サステナブルな社会構築への貢献 シャカイ コウチク コウケン		・インフラ維持更新需要の獲得
・脱炭素・カーボンニュートラル・省力化関連商材の販売強化 ショウリョクカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ				・ビジネスニーズを捉えリサイクル製品、カーボンニュートラル製品等、環境負荷低減製品の提案で成果 トラ セイヒン セイヒン トウ カンキョウフカ テイゲン セイヒン テイアン セイカ		◎		顧客基盤・収益力の強化拡大		・グループシナジーの強化
・ソリューション営業推進による生産性の向上 キョウカ エイギョウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ				・電力小売事業は天然ガス、石炭価格の高騰で電力卸市場が混乱、新規受注を停止
・潤滑油は高耐久製品を主体に販売拡大 デンリョク コウ ジギョウ テンネン セキタン カカク コウトウ デンリョク オロシ シジョウ コンラン シンキ ジュチュウ テイシ ジュンカツユ コウタイキュウ セイヒン シュタイ ハンバイ カクダイ		△		新規事業、新商材の開拓 シンキ ジギョウ シン ショウザイ カイタク		・持続的成長への競争力強化 ジゾク テキ セイチョウ キョウソウリョク キョウカ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ				・コロナ禍によるサプライチェーンの混乱で長納期等、販売機会損失が拡大 カ コンラン チョウノウキ トウ ハンバイ キカイ ソンシツ カクダイ		△		人材育成　 ジンザイ イクセイ		・持続的成長と企業価値向上への人材育成と事業承継 ジゾク テキ セイチョウ キギョウ カチ コウジョウ ジンザイ イクセイ ジギョウ ショウケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ				経理システムのＤＸ推進や大型クレーン導入による荷役作業の効率化を図りました、更なる生産性向上のため引き続き取り組み中 ケイリ スイシン オオガタ ドウニュウ ニヤク サギョウ コウリツ カ ハカ サラ セイサンセイ コウジョウ ヒ ツヅ ト ク チュウ		△		生産性の向上 セイサンセイ コウジョウ		2024年問題を絡めた料金改定を推進する ネン モンダイ カラ リョウキン カイテイ スイシン

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン				苫小牧港・室蘭港では自社の経営資源を最大限に活かし、荷主への高品質のサービスを提供しています トマコマイ コウ ムロラン コウ ジシャ ケイエイ シゲン サイダイゲン イ		〇		攻めの提案営業強化 セ テイアン エイギョウ キョウカ		千歳進出企業及び苫東進出企業への営業強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪藻土利用コンテナの商業化を目指す チトセ シンシュツ キギョウ オヨ トマトウ シンシュツ キギョウ エイギョウ キョウカ ケイソウド リヨウ ショウギョウカ メザ

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ				2022年3月に珪藻土を利活用したコンテナ調質装置の特許を取得、更なる改良と実証実験を行い、商品化に向けて取り組み中 ネン ガツ ケイソウド リカツヨウ チョウシツ ソウチ トッキョ シュトク サラ カイリョウ ジッショウジッケン オコナ ショウヒンカ ム ト ク ナカ		△		人手不足への対応 ヒトデフソク タイオウ		女性活躍の場を拡充し、働き方多様性への対応を図る　　　　　　　　　　　　　　　　社員のスキルアップを図る ジョセイ カツヤク バ カクジュウ ハタラ カタ タヨウセイ タイオウ ハカ シャイン ハカ

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ				苫小牧東部地域におけるバイオマス発電事業の燃料に使用する輸入木質ペレットの港湾荷役・輸送作業を獲得、今後業容拡大 トマコマイ トウブ チイキ ハツデン ジギョウ ネンリョウ シヨウ ユニュウ モクシツ コウワン ニエキ ユソウ サギョウ カクトク コンゴ ギョウヨウ カクダイ		〇		業務効率化と原価管理の徹底 ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ		本社を物流の拠点へ移転し、また更なるＤＸ推進により業務の効率化や原価管理を徹底する ホンシャ ブツリュウ キョテン イテン サラ スイシン ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン				荷主への料金交渉は継続して行ってきたが、2024年問題を迎えることから引き続き料金交渉は継続する。また原価削減につきましては計画通りに実施しました。 ニヌシ リョウキンコウショウ ケイゾク オコナ ネン モンダイ ムカ ヒ ツヅ リョウキンコウショウ ケイゾク ゲンカ サクゲン ケイカクトオ ジッシ		△		設備投資による業務拡大 セツビ トウシ ギョウム カクダイ		苫小牧東部地域に物流センターを整備し、更なる国内外事業の拡充を目指す トマコマイトウブチイキ ブツリュウ セイビ サラ コクナイガイ ジギョウ カクジュウ メザ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ				社員と家族の健康をサポートする「健康経営優良法人」の認定継続や「みなとＳＤＧｓパートナー」への登録により安全・健康・環境への取り組みを強化しました。 シャイン カゾク ケンコウ ケンコウ ケイエイ ユウリョウホウジン ニンテイケイゾク トウロク アンゼン ケンコウ カンキョウ ト ク キョウカ		〇



				修正案 シュウセイ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ														■　次期中期経営計画 ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン														セグメント別重点テーマ				概要 ガイヨウ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ														①

																				②

																				③

																				④

																				⑤





業績

								前中計（2020年度） ゼン チュウケイ ネンド						社内予算（単年度計画） シャナイ ヨサン タンネンド ケイカク						対外公表 タイガイ コウヒョウ						実績（見込） ジッセキ ミコ

								社内予算 シャナイ ヨサン		対外公表 タイガイ コウヒョウ		実績 ジッセキ		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド

				売上高 ウリアゲ ダカ				107,212		90,000		87,168		102,553		106,146		112,943		95,000		98,000		110,000		94,797		99,927		107,455

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ				11,125				9,515		10,709		11,058		11,658		-		-		-		9,850		10,607		11,277

				営業利益 エイギョウ リエキ				2,977		2,100		1,883		2,678		2,904		3,259		2,200		2,500		3,000		2,303		2,798		2,982				セグメント別業績推移 ベツ ギョウセキ スイイ										赤字は見込数値 アカジ ミコ スウチ

				経常利益 ケイジョウ リエキ				2,960		2,100		1,900		2,674		2,911		3,277		2,200		2,500		3,000		2,399		2,892		3,084

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ				2,000		1,500		1,472		1,785		1,939		2,501		1,500		1,700		2,000		1,566		2,139		2,327								'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド

				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		26,790				23,632		25,850		25,835		28,600								22,455		25,724		25,949				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		23,632		22,455		25,724		25,949

						総利益 ソウリエキ		4,030				3,438		3,900		4,050		4,330								3,414		4,091								総利益 ソウリエキ		3,438		3,414		4,091

						セグメント利益 リエキ		1,271				895		1,212		1,396		1,478								887		1,418		1,351						セグメント利益 リエキ		895		887		1,418		1,351

				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		11,420				7,495		9,200		9,050		9,400								8,910		6,907		12,296				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		7,495		8,910		6,907		12,296

						総利益 ソウリエキ		1,600				1,135		1,400		1,400		1,450								1,253		1,245								総利益 ソウリエキ		1,135		1,253		1,245

						セグメント利益 リエキ		338				-8		173		233		374								175		196		685						セグメント利益 リエキ		-8		175		196		685

				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		52,362				41,903		51,921		54,201		57,086								48,019		51,045		54,060				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		41,903		48,019		51,045		54,060

						総利益 ソウリエキ		3,570				3,190		3,635		3,680		3,770								3,321		3,244								総利益 ソウリエキ		3,190		3,321		3,244

						セグメント利益 リエキ		930				786		1,008		1,011		475								856		729		768						セグメント利益 リエキ		786		856		729		768

				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		16,640				14,751		15,582		16,610		17,440								15,400		16,648		15,540				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		14,751		15,400		16,648		15,540

						総利益 ソウリエキ		1,955				1,680		1,794		1,948		2,128								1,889		2,039								総利益 ソウリエキ		1,680		1,889		2,039

						セグメント利益 リエキ		326				224		254		353		478								378		449		181						セグメント利益 リエキ		224		378		449		181

				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,781		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,784		100,324		107,845				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		87,781		94,784		100,324		107,845

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0						総利益 ソウリエキ		9,443		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		1,897		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,296		2,792		2,985						セグメント利益 リエキ		1,897		2,296		2,792		2,985

				調整 チョウセイ		売上高 ウリアゲ ダカ						-615														-393		-408		-389

						総利益 ソウリエキ

						セグメント利益 リエキ						-14														5		5		-3

				B/S計上額 ケイジョウ ガク		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,166		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,865		0		1,883		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				検算（短信） ケンザン タンシン		売上高 ウリアゲ ダカ						87168

						総利益 ソウリエキ						9515

						営業利益 エイギョウ リエキ						1883

				差引 サシヒキ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		-2		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		-72		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		0		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				※建設・エネルギー　：　建設・エネルギー本部とナラサキ石油の単純合算（ナラサキ石油売上×10%） ケンセツ ケンセツ ホンブ セキユ タンジュン ガッサン セキユ ウリアゲ

				※海運　：　ナラサキスタックスと九州マリンの単純合算（九州マリン売上0カウント） カイウン キュウシュウ タンジュン ガッサン キュウシュウ ウリアゲ





2024経営方針骨子



				中期経営計画　基本方針並びに各種戦略 チュウキ ケイエイ ケイカク キホン ホウシン ナラ カクシュ センリャク



				　【基本方針】 キホン ホウシン

						■成長戦略の推進　■部門間連携の強化　■経営基盤の強化　■サステナビリティの推進

								１．		グループ総合力によるソリューションの提供 ソウゴウリョク テイキョウ

								２．		収益力の強化と生産性の向上

								３．		ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化

								４．		人材の確保・育成とエンゲージメントの向上

								５．		サステナビリティ経営の推進 ケイエイ



				　【事業戦略】 ジギョウ センリャク



						［電機関連事業］　　　　　　　　　　～集中投資で利益規模拡大・生産性向上～ デンキ カンレン ジギョウ

								■コア事業の更なる強化と先端技術分野におけるソリューション事業の拡大を目指す

						　		1.		顧客対応型ビジネスモデルの構築（総合力を駆使したクロスセル販売の推進） コキャク タイオウガタ コウチク ソウゴウリョク クシ ハンバイ スイシン

								2.		新規事業の創造・確立（ソリューションビジネス基盤の確立） シンキ ジギョウ ソウゾウ カクリツ キバン カクリツ

								3.		コアビジネスの維持・拡大（三菱電機代理店ビジネスの維持・拡大） イジ カクダイ ミツビシ デンキ ダイリテン イジ カクダイ

								4.		成長市場である半導体関連市場への注力 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク

								5.		海外現法との情報連携に基づく国内外ユーザ拡大 カイガイ ゲン ホウ ジョウホウ レンケイ モト コクナイガイ カクダイ



						［機械関連事業］　　　　　　　　　　～事業リスク低減と生産性向上～ キカイ カンレン ジギョウ

								■変動リスクを抑え、生産性を高めるとともに高付加価値ビジネスモデルを構築する

								1.		「農」「食」事業領域の強化・拡大（ポートフォリオ改革、能動的ソリューション、高付加価値ビジネス推進） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ カイカク ノウドウテキ コウ フカ カチ スイシン

								2.		スマートアグリ事業のプロフィット化（新事業の創出） ジギョウ カ シン ジギョウ ソウシュツ

								3.		「農」「食」事業領域におけるＤＸ・ＧＸ推進（担い手不足・鮮度保持・物流合理化への対応） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ スイシン ニナ テ フソク センド ホジ ブツリュウ ゴウリカ タイオウ

								4.		工事施工体制の維持・拡大（リソース拡充・効率化追求） コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ カクジュウ コウリツカ ツイキュウ

								5.		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジ サンギョウ シセツ セツビ カクダイ



						［建設・エネルギー関連事業］　 　～着実な利益創出と安定収益基盤強化～ ケンセツ カンレン ジギョウ

								■事業領域での連携を深め、安定収益基盤を強化すると共に新たな成長事業の創出を図る

								1.		事業パートナー企業との連携強化にもとづく安定した収益基盤の構築 ジギョウ キギョウ レンケイ キョウカ アンテイ シュウエキ キバン コウチク

								2.		サステナブルな社会構築への貢献（インフラ維持更新需要、脱炭素・ＣＮ・省力化商材の獲得） シャカイ コウチク コウケン イジ コウシン ジュヨウ ダツ タンソ ショウリョク カ ショウザイ カクトク

								3.		顧客基盤強化とニッチトップ商材獲得（既存顧客リピート率向上、新規顧客開拓、優位性商材拡販） コキャク キバン キョウカ ショウザイ カクトク キゾン コキャク リツ コウジョウ シンキ コキャク カイタク ユウイセイ ショウザイ カクハン

								4.		産業・石油の一体感醸成によるエネルギー事業体制の強化 サンギョウ セキユ イッタイカン ジョウセイ ジギョウ タイセイ キョウカ

								5.		道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営（主要メーカとのパートナーシップ強化） ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ シュヨウ キョウカ



						［海運関連事業］　　　　　　　　　　 ～事業リスク低減と安定収益基盤強化～ カイウン カンレン ジギョウ

								■事業環境に適応できるよう収益構造を見直しつつ、収益の規模拡大と安定化を図る

								1.		既存荷主深掘と新規荷主獲得（攻めの提案営業、同業他社との差別化） キソン ニヌシ フカボ シンキ ニヌシ カクトク セ テイアン エイギョウ ドウギョウ タシャ サベツカ

								2.		苫東進出企業（含むラピダス関連）への営業強化などによる新規荷主・新規貨物の開拓 トマトウ シンシュツ キギョウ フク カンレン エイギョウ キョウカ シンキ ニヌシ シンキ カモツ カイタク

								3.		「選択と集中」「業務効率化」「原価管理」の徹底による生産性向上 センタク シュウチュウ ギョウム コウリツ カ ゲンカ カンリ テッテイ セイサンセイ コウジョウ

								4.		2024年問題への対応（適正な料金改定、人手不足への対応） ネン モンダイ タイオウ テキセイ リョウキン カイテイ ヒトデ フソク タイオウ

								5.		産業との情報連携並びにグループ総合力発揮に向けた取組み強化 サンギョウ ジョウホウ レンケイ ナラ ソウゴウリョク ハッキ ム ト ク キョウカ



				　【財務戦略・資本戦略】 シホン センリャク

								□		安定的な営業キャッシュフローの創出と有効活用 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ ユウコウ カツヨウ

								□		健全な財務基盤の維持（自己資本比率40%以上、純資産積上げ） ケンゼン ザイム キバン イジ ジコ シホン ヒリツ イジョウ ジュン シサン ツミア

								□		「資本コストや株価を意識した経営の実現」に向けた対応（成長戦略・株主還元・ＩＲ活動） シホン カブカ イシキ ケイエイ ジツゲン ム タイオウ セイチョウ センリャク カブヌシ カンゲン カツドウ



				　【人事戦略】

								□		人的資本経営を意識した人材の採用と育成（多様性確保、研修体系見直し） ジンテキ シホン ケイエイ イシキ ジンザイ サイヨウ イクセイ タヨウセイ カクホ ケンシュウ タイケイ ミナオ

								□		エンゲージメント向上のための環境整備（働きがいを持てる仕組み作り、働きやすい環境の提供） コウジョウ カンキョウ セイビ ハタラ モ シク ツク ハタラ カンキョウ テイキョウ

								□		多様な働き方への対応（テレワークを含む人事諸制度の定着、環境整備） タヨウ ハタラ カタ タイオウ フク ジンジ ショ セイド テイチャク カンキョウ セイビ



				　【サステナビリティ戦略】

								□		コンプライアンスの徹底、グループガバナンスの強化 テッテイ キョウカ

								□		リスクマネジメント体制の充実 タイセイ ジュウジツ

								□		サステナビリティへの取組み推進（社会課題解決への積極的関与） トリク スイシン シャカイ カダイ カイケツ セッキョクテキ カンヨ



				　【ＩＲ戦略】

								□		積極的な情報発信（非財務情報、特にサステナビリティ活動、ＨＰ・ＩＲサイトの充実） セッキョクテキ ジョウホウ ハッシン ヒ ザイム ジョウホウ トク カツドウ ジュウジツ

								□		株主・投資家との建設的対話（今後の成長戦略に対する理解の向上） カブヌシ トウシカ ケンセツテキ タイワ コンゴ セイチョウ センリャク タイ リカイ コウジョウ
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環境認識
・世界経済の不確実性や地政学的リスク等による不透明感は続くものの、
デジタル化や脱炭素化、国土強靭化のためのインフラ整備など、中長期
的視点でのニーズが高まり、日本経済はプラス基調で推移する。

・人手不足や高齢化が深刻化する中、企業の生産性向上や競争力強化に向
けた需要が高まり、自動化やＤＸ推進のための設備投資が一段と加速し、
さまざまな分野でイノベーションが生まれ、当社グループにとって社会
課題の解決に貢献できる場面が豊富にあるものと考えている。

・政府はＧＸの実現を成長戦略の柱と位置付けている。また、企業にはサ
ステナビリティを重視する事業活動が強く求められており、そうした環
境や社会的ニーズの変化にも適切に対応する必要がある。

5



中期経営計画 基本方針
＊創業130年に向けて次世代のナラサキを創り上げる足固めの３ヵ年

・ナラサキグループの創業130年に向けて、次世代の進化したナラサキを創造する土台作り
のための３ヵ年として位置付けます。

・持続的成長と更なる企業価値向上の実現に向け、ステークホルダーからの高い信頼と期待
とともに、役職員がやる気と自信に満ち溢れた新たな時代のナラサキを創り上げます。

■「誠意をもって顧客の信頼を得る仕事をする」との企業理念に基づき、次世代に向けて更なる事業
基盤の強化と質的向上を目指します。

■事業環境の変化に適切に対応し、既存事業の更なる収益力向上と新分野・新事業の創出を図りなが
ら、競争優位性を確かなものにし、コアビジネスにおけるナンバーワン領域を広げてまいります。

■セグメント間の連携を一層深め、真の価値あるソリューションを提供し、顧客から信頼され必要と
される顧客密着型のニッチトップソリューションカンパニーとなることを目指します。

6

基本方針 ： 成長戦略の推進 ／ 部門間連携の強化 ／ 経営基盤の強化 ／ サステナビリティの推進



中期経営計画 経営数値目標

連結ベース

7

単位：百万円、%
2023年度
実績

2026年度
計画

売 上 高 107,455 120,000

営 業 利 益 2,982 4,000

経 常 利 益 3,084 4,000

当 期 純 利 益 2,301 2,800 ※

自 己資本比率 39.6% 40%以上

Ｒ Ｏ Ｅ 10.3% 10.0%

　　※親会社株主に帰属する当期純利益

単位：百万円

棒グラフ）左側：2023年度実績 右側:2026年度計画

目 盛 ）左軸：売上高 右軸：営業/経常/当期純利益


★概要

								中期経営計画（２０２４年度～２０２６年度） チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド



												“ＮＳクリエーション2026”



								　～創造力とソリューション力を強みとした顧客密着型のニッチトップソリューション企業へ～ ソウゾウリョク リョク ツヨ コキャク ミッチャク ガタ キギョウ



								連結目標数値
（2026年度） レンケツ モクヒョウ スウチ ネンド										営業利益：40億円　当期純利益：28億円　ＲＯＥ：10%　配当性向：30%以上 エイギョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ハイトウ セイコウ イジョウ





								基本方針 キホン ホウシン









































・コンプライアンスの徹底
・リスクマネジメントの充実
・サステナビリティ活動推進

・営業ＣＦ確保と有効活用
・健全な財務基盤の維持
・株主還元

・人材の確保・育成
・エンゲージメント向上
・多様な働き方への対応

成長戦略の推進

部門間連携の強化

経営基盤の強化

サステナビリティの推進

電機関連

建設・エネ
ルギー関連

海運関連

機械関連

事業戦略

財務・資本戦略

人事戦略

サステナビリティ戦略

ＩＲ戦略

　　　・グループ総合力の発揮
　　　・ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化　
　　　・生産性の向上
　　　・環境変化への適応

・積極的な情報発信
・株主・投資家との建設的
　対話



★振り返り（数値）

								←　　　前中期経営計画期間　　　→ ゼン チュウキ ケイエイ ケイカク キカン										単位：百万円 タンイ ヒャクマンエン

				連結 レンケツ		'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド		'23年
（計画） ネン ケイカク		達成率 タッセイ リツ		評価 ヒョウカ

				売上高 ウリアゲダカ		87,168		94,797		99,927		107,455		110,000		98%		△

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,883		2,303		2,798		2,982		3,000		99%		△

				経常利益 ケイジョウ リエキ		1,900		2,399		2,892		3,084		3,000		103%		○

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,472		1,566		2,139		2,301		2,000		115%		○

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		37.5%		38.9%		39.7%		39.6%		40.0%		99%		△

				ＲＯＥ		8.6%		8.6%		10.8%		10.3%		10.0%		103%		○

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ









売上高



売上高	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	87168	94797	99927	107455	110000	





営業利益



営業利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1883	2303	2798	2982	3000	







経常利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1900	2399	2892	3084	3000	





当期純利益



当期純利益	'20年度	'21年度	'22年度	'23年度	'23年	
（計画）	1472	1566	2139	2301	2000	





注



★振り返り（方針）

				現中期経営計画（2021年度～2023年度）　“Dash Forward 2023” ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

				［対外公表］ タイガイ コウヒョウ

						売上高1,100億円／営業利益30億円／経常利益30億円／当期純利益20億円／自己資本比率40%／ＲＯＥ10% ウリアゲ ダカ オクエン エイギョウ リエキ オクエン ケイジョウ リエキ オクエン トウキ ジュン リエキ オクエン ジコ シホン ヒリツ

						キーワード　：　①成長戦略の推進　②事業連携による競争力強化　③経営基盤の強化 セイチョウ センリャク スイシン ジギョウ レンケイ キョウソウリョク キョウカ ケイエイ キバン キョウカ

				［基本方針］ キホン ホウシン

						基本方針 キホン ホウシン		総　括　（成果と課題） ソウ カツ セイカ カダイ				評価 ヒョウカ

				１．		事業セグメント間の連携強化とグループ総合力の発揮 ジギョウ カン レンケイ キョウカ ソウゴウリョク ハッキ		▶
		電機セグメント内にＦＡソリューション部を立ち上げるなど、セグメント間での情報共有・
協業活動が活性化、グループ間でのシナジー効果により業容拡大 デンキ ナイ ブ タ ア カン ジョウホウ キョウユウ キョウギョウ カツドウ カッセイ カ カン コウカ ギョウヨウ カクダイ		○

				２．		コア事業の強化と新事業・新分野の創出 ジギョウ キョウカ シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ		▶
▶		各事業セグメントにて、強みや優位性を発揮できる分野に注力し、事業基盤強化
新たな柱となり得る分野・事業の開拓については道半ば カク ジギョウ ツヨ ユウイセイ ハッキ ブンヤ チュウリョク ジギョウ キバン キョウカ アラ ハシラ ウ ブンヤ ジギョウ カイタク ミチナカ		○

				３．		COVID-19への対応と激変する事業環境への適応 タイオウ ゲキヘン ジギョウ カンキョウ テキオウ		▶▶		新型コロナへの適切対応、大規模自然災害に対するＢＣＰも周知・徹底
ＤＸ推進チーム立ち上げ、デジタル技術を活用した業務合理化・効率化を推進中 シンガタ テキセツ タイオウ ダイキボ シゼン サイガイ タイ シュウチ テッテイ スイシン タ ア ギジュツ カツヨウ ギョウム ゴウリカ コウリツカ スイシンチュウ		○

				４．		財務基盤の強化とキャッシュフロー経営の徹底 ザイム キバン キョウカ ケイエイ テッテイ		▶
▶		'23年度末時点の自己資本比率は39.6%
営業C/Fも３年間累計40億円以上を確保し、財務体質は確実に改善中 ネンド マツ ジテン ジコ シホン ヒリツ エイギョウ ネンカン ルイケイ オクエン イジョウ カクホ ザイム タイシツ カクジツ カイゼン チュウ		△

				５．		人材の確保・育成、人事制度の改革、働き方改革 ジンザイ カクホ イクセイ ジンジ セイド カイカク ハタラ カタ カイカク		▶▶		新人事制度定着、多様性確保、働き方改革に纏わる施策展開中
人材確保並びに従業員エンゲージメント向上のための諸施策は継続課題 シン ジンジ セイド テイチャク タヨウセイ カクホ ハタラ カタ カイカク マツ シサク テンカイ チュウ ジンザイ カクホ ナラ ジュウギョウイン コウジョウ ショシサク ケイゾク カダイ		△

				６．		コンプライアンスの徹底、ガバナンスの充実、ＥＳＧの取組み強化 テッテイ ジュウジツ トリク キョウカ		▶
▶		各種研修・E-ラーニング等を通じ、コンプライアンス・リスク管理意識は確実に向上
サステナビリティへの取組みと情報開示の充実が継続課題 カクシュ ケンシュウ トウ ツウ カンリ イシキ カクジツ コウジョウ トリク ジョウホウ カイジ ジュウジツ ケイゾク カダイ		○



				［事業戦略］ ジギョウ センリャク

						・グループ総合力の発揮 ソウゴウリョク ハッキ

						・コア事業の強化 ジギョウ キョウカ

						・事業環境への適応 ジギョウ カンキョウ テキオウ

						・新事業・新分野の創出 シン ジギョウ シン ブンヤ ソウシュツ

				［財務戦略］ ザイム センリャク

						・財務体質の改善 ザイム タイシツ カイゼン

						・安定的な営業キャッシュフローの創出 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ

						・経営資源の有効活用 ケイエイ シゲン ユウコウ カツヨウ

				［人事戦略］ ジンジ センリャク

						・人材の確保・育成 ジンザイ カクホ イクセイ

						・人事制度の改革 ジンジ セイド カイカク

						・働き方改革 ハタラ カタ カイカク

				［ＣＳＲ戦略］ センリャク

						・コンプライアンスの徹底 テッテイ

						・コーポレートガバナンスの充実 ジュウジツ

						・ＥＳＧへの取組み強化 トリク キョウカ





★新中計数値



								単位：百万円、% タンイ ヒャクマンエン

						2023年度
実績 ネンド ジッセキ		2026年度
計画 ネンド ケイカク

				売上高 ウリアゲダカ		107,455		120,000

				営業利益 エイギョウ リエキ		2,982		4,000

				経常利益 ケイジョウ リエキ		3,084		4,000

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ		2,301		2,800		※

				自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		39.6%		40%以上 イジョウ

				ＲＯＥ		10.3%		10.0%

				　　※親会社株主に帰属する当期純利益 オヤ カイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュン リエキ



2023年度	
実績	営業利益	経常利益	当期純利益	2982	3084	2301	2026年度	
計画	営業利益	経常利益	当期純利益	4000	4000	2800	





2023年度	
実績	売上高	107455	2026年度	
計画	売上高	120000	







★ROE・PBR

				ROE

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						12.8		12.3		10.1		8.6		8.6		10.8		10.3

				PBR

						18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						0.76		0.65		0.57		0.57		0.55		0.45		0.63



18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	12.8	12.3	10.1	8.6	8.6	10.8	10.3	





18/3月期	19/3月期	20/3月期	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	0.76	0.65	0.56999999999999995	0.56999999999999995	0.55000000000000004	0.45	0.63	







★売上高・営業利益・当期利益

																																														年度業績予想 ネンド ギョウセキ ヨソウ		（中計） チュウケイ								（中計） チュウケイ

						百万円 ヒャクマンエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ				27/3月期 ツキ																								21/3月期 ツキ		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ		24/3月期 ツキ

						売上高 ウリアゲ ダカ		101,596		103,145		98,697		87,168		94,797		99,927		107,456				120,000																						売上高 ウリアゲ ダカ		1,100.0		900.0		950.0		980.0		1,100.0		1,100.0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,497		2,511		2,359		1,883		2,303		2,798		2,982				4,000																						営業利益 エイギョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		1,686		1,793		1,594		1,472		1,566		2,139		2,301				2,800																						経常利益 ケイジョウ リエキ		28.0		21.0		22.0		25.0		30.0		30.0

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ		18.0		15.0		15.0		17.0		20.0		20.0

						億円 オクエン		18/3月期 ツキ		19/3月期 ツキ		20/3月期 ツキ		21/3月期
実績 ツキ ジッセキ		22/3月期
実績 ツキ ジッセキ		23/3月期
実績 ツキ ジッセキ		24/3月期
実績 ツキ ジッセキ				27/3月期
計画 ツキ ケイカク																						自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ		35.0%								40.0%

						売上高 ウリアゲ ダカ		1,016		1,031		987		872		948		999		1,075				1,200																						ＲＯＥ		10.0%								10.0%

						営業利益 エイギョウ リエキ		25		25		24		19		23		28		30				40

						当期純利益 トウキ ジュン リエキ		17		18		16		15		16		21		23				28

																																														実績値 ジッセキ アタイ														（億円） オクエン

																																																		21/3月期 ツキ		22/3月期 ツキ		23/3月期 ツキ		24/3月期
（計画） ツキ ケイカク		24/3月期 ツキ

																																														売上高 ウリアゲ ダカ				871.7		948.0		999.3		1,100.0		1,068.9

																																														営業利益 エイギョウ リエキ				18.8		23.0		28.0		30.0		27.1

																																														経常利益 ケイジョウ リエキ				19.0		24.0		28.9		30.0		27.8

																																														当期純利益 トウキ ジュン リエキ				14.7		15.7		21.4		20.0		21.1

																																														自己資本比率 ジコ シホン ヒリツ				37.5%		38.9%		39.7%		40.0%

																																														ＲＯＥ				8.6%		8.6%		10.8%		10.0%

























奥苑



売上高	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	871.7	948	999.3	1100	1068.9000000000001	







営業利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	18.8	23	28	30	27.1	







当期純利益	21/3月期	22/3月期	23/3月期	24/3月期	
（計画）	24/3月期	14.7	15.7	21.4	20	21.1	





売上高	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	871.68	947.97	999.27	1074.56	1200	





営業利益	



21/3月期	
実績	22/3月期	
実績	23/3月期	
実績	24/3月期	
実績	27/3月期	
計画	18.829999999999998	23.03	27.98	29.82	40	







事業戦略 (現データ)

				　中期経営計画／事業戦略（セグメント別重点テーマ）　2021-2023振り返りと2024-2026重点テーマ チュウキ ケイエイ ケイカク ジギョウ センリャク ベツ ジュウテン フ カエ ジュウテン

												(注)◎予定以上の進捗、〇概ね予定通りの進捗、△一部に遅れ(課題)あり、×大幅な遅れ、未実施 チュウ ヨテイ イジョウ シンチョク オオム ヨテイ トオ シンチョク イチブ オク カダイ オオハバ オク ミジッシ

				本部案 ホンブ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ				協働可能な仕入先の獲得に成功。引合拡大し組織化した初年度の7倍の売上高 キョウドウ カノウ シイレサキ カクトク セイコウ ソシキカ ショネンド バイ ウリアゲ ダカ		◎		顧客対応型ビジネスモデル構築 (クロスセル販売の推進) コキャク タイオウ ガタ コウチク ハンバイ スイシン		▸各ビジネスユニット別に保有されているお客様に対する、本部総合力を駆使したサービス、商品が提供可能な体制構築 カク ベツ ホユウ キャクサマ タイ ホンブ ソウゴウリョク クシ ショウヒン テイキョウ カノウ タイセイ コウチク				重点テーマ ジュウテン		概　　　　　　要 ガイ ヨウ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ				機器事業2023年度過去最高実績。冷熱事業2022年度過去最高実績 ※2023年度は過去2番目の高実績 キキ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ レイネツ ジギョウ ネンド カコ サイコウ ジッセキ ネンド カコ バンメ コウ ジッセキ		〇		新事業の確立 (ソリューションビジネス基盤化) シンジギョウ カクリツ キバン カ		▸現在の商品単品販売型から商材複合販売、システム販売、工事請けビジネスが可能な社内リソース整備と実践 ゲンザイ ショウヒン タンピン ハンバイ カタ ショウザイ フクゴウ ハンバイ ハンバイ コウジ ウ カノウ シャナイ セイビ ジッセン				コアビジネスの維持拡大 イジ カクダイ		▶メーカーとの連携・関係強化による業界・市場での確固たる地位の確立、強み領域の拡充 レンケイ カンケイ キョウカ ギョウカイ シジョウ カッコ チイ カクリツ ツヨ リョウイキ カクジュウ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン				新手法である電機本部顧客への空冷品販売、トータル提案活動において更なる実績向上に余地 シン シュホウ デンキ ホンブ コキャク クウレイ ヒン ハンバイ テイアン カツドウ サラ ジッセキ コウジョウ ヨチ		△		コアビジネスの維持、拡大 イジ カクダイ		▸ベース事業である三菱電機代理店ビジネスの維持、拡大の実践を継続 ジギョウ ミツビシ ダイリテン イジ カクダイ ジッセン ケイゾク				成長市場でのユーザー・販売チャネル拡大 セイチョウ シジョウ ハンバイ カクダイ		▶成長市場である半導体製造装置・デバイス・エレクトロニクス業界でのビジネス基盤構築 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ セイゾウ ソウチ ギョウカイ キバン コウチク

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ				製造業のお客様に向けたシステム販売、工事一式受注ビジネスを開始 セイゾウギョウ キャクサマ ム ハンバイ コウジ イッシキ ジュチュウ カイシ		〇		半導体関連市場への注力 ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク		▸中長期的に拡大する半導体関連市場を本部の成長分野と位置付け、多彩な商材販売と新しいお客様創出を強化 チュウチョウキテキ カクダイ ハンドウタイ カンレン シジョウ ホンブ セイチョウ ブンヤ イチヅ アタラ キャクサマ ソウシュツ キョウカ				ソリューションビジネスの推進・体制確立 スイシン タイセイ カクリツ		▶既存顧客をベースに当社独自のソリューション提供（単品セールスからの脱却、クロスセル） キゾン コキャク トウシャ ドクジ テイキョウ タンピン ダッキャク

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ				タイムリーな情報が提供を目的とした営業ページ開設、メルマガ、YouTube配信開始 ジョウホウ テイキョウ モクテキ エイギョウ カイセツ ハイシン カイシ		〇		海外現法との連携 カイガイ ゲンポウ レンケイ		▸海外、日本国内の情報を連携させた得意先拡大 カイガイ ニホン コクナイ ジョウホウ レンケイ トクイサキ カクダイ				顧客対応型ビジネスモデルへの変革 コキャク タイオウガタ ヘンカク		▶優良メーカー発掘、パートナー連携体制構築し、顧客満足度の高い商品・サービス提供 ユウリョウ ハックツ レンケイ タイセイ コウチク コキャク マンゾクド タカ ショウヒン テイキョウ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ				発祥の地、北海道において冷熱事業、室蘭地区実績が2023年度に過去最高。中国、ベトナム法人実績が過去最高 ハッショウ チ ホッカイドウ レイネツ ジギョウ ムロラン チク ジッセキ ネンド カコ サイコウ チュウゴク ホウジン ジッセキ カコ サイコウ		〇		特定商材にとらわれないマルチ人材の育成 トクテイ ショウザイ ジンザイ イクセイ		▸柔軟なジョブローテーションを実施し、所属組織や従来の商材別制約を越え、お客様のニーズへの対応や課題解決が可能な人材を育成 ジッシ ショゾク ソシキ ジュウライ ショウザイ ベツ セイヤク コ キャクサマ タイオウ カダイ カノウ ジンザイ イクセイ				海外現法との連携 カイガイ ゲン ホウ レンケイ		▶ＦＡ機器・産メカ製品販売、ファンドリービジネスにおける中国・ベトナム現法との連携強化 キキ サン セイヒン ハンバイ チュウゴク ゲン ホウ レンケイ キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ				・「農」「食」連携して稼ぐ体制の推進が成果に寄与 ノウ ショク レンケイ カセ タイセイ スイシン セイカ キヨ		〇		「農」「食」事業領域の強化・拡大 ノウ ショク ジギョウリョウイキ キョウカ カクダイ		市場変革に合わせたポートフォリオ改革に取組、能動的ソリューションを実践し、高付加価値ビジネスを推進する シジョウ ヘンカク ア カイカク トリクミ ノウドウテキ ジッセン コウフカカチ スイシン				「農」「食」領域におけるソリューション提供 ノウ ショク リョウイキ テイキョウ		▶担い手不足、鮮度保持、食品廃棄ロス削減などの社会的ニーズ・課題解決への貢献 ニナ テ フソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン シャカイテキ カダイ カイケツ コウケン

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・「冷やす技術」の水平展開による用途開発で成果
・情報処理システムによる業界へのDX提案で新たなパートナーと連携 ヒ ギジュツ スイヘイテンカイ ヨウトカイハツ セイカ ジョウホウ ショリ ギョウカイ テイアン アラ レンケイ		〇		スマートアグリ事業のプロフィット化 ジギョウ カ		青果物集出荷・販売、配車、物流システム等を構築し儲かる農業へ貢献し、新たな事業を創出する セイカブツ シュウシュッカ ハンバイ ハイシャ ブツリュウ トウ コウチク モウ ノウギョウ コウケン アラ ジギョウ ソウシュツ				市場変革に合せたポートフォリオ改革 シジョウ ヘンカク アワ カイカク		▶物流改革のための効率化・自動化など、業界・市場環境に適応したポートフォリオ構築 ブツリュウ カイカク コウリツカ ジドウカ ギョウカイ シジョウ カンキョウ テキオウ コウチク

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ				・地域性を考慮したソリューションビジネスの推進を継続
・西日本地域の事業拡大は課題 チイキセイ コウリョ スイシン ケイゾク ニシニホン チイキ ジギョウカクダイ カダイ		△		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジサンギョウ シセツ セツビ カクダイ		道内における農業、水産業に対するソリューションを推進し地方活性化に貢献する ドウナイ ノウギョウ スイサンギョウ タイ スイシン チホウカッセイカ コウケン				工事施工体制の維持・拡大と業務効率化 コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ ギョウム コウリツカ		▶安全強化・環境配慮体制構築、資格者育成、デジタル化推進 アンゼン キョウカ カンキョウ ハイリョ タイセイ コウチク シカクシャ イクセイ カ スイシン

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ				・「農」「食」事業領域における「環境」取組を開始
・道内の「環境」分野の取組は総花化回避 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ カンキョウ トリクミ カイシ ドウナイ ナイ カンキョウ ブンヤ トリクミ ソウバナカ カイヒ		△		「農」「食」事業領域における新たな技術の獲得 ノウ ショク ジギョウ リョウイキ アラ ギジュツ カクトク		既存技術の用途開発(水平展開)を実践し業界需要を創出する キゾンギジュツ ヨウトカイハツ スイヘイテンカイ ジッセン ギョウカイ ジュヨウ ソウシュツ				環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ		▶事業領域における環境意識の高まりへの対応（GX・高機能貯蔵技術・廃棄物再生利用等） ジギョウ リョウイキ カンキョウ イシキ タカ タイオウ コウキノウ チョゾウ ギジュツ ハイキブツ サイセイ リヨウ トウ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ				・新たなソリューションとしてDX分野で取組開始(クラウド管理モデル）
・既存領域においては、リソース不足による取組進捗には課題 アラ ブンヤ トリクミ カイシ カンリ キゾンリョウイキ フソク トリクミ シンチョク カダイ		△		「農」「食」事業領域における社会課題解決に貢献する ノウ ショク ジギョウ リョウイキ シャカイ カダイ カイケツ コウケン		担い手不足・鮮度保持：食品廃棄ロスの削減・物流改革等における課題解決を推進する ニナ テフソク センドホジ ショクヒン ハイキ サクゲン ブツリュウカイカク トウ カダイ カイケツ スイシン				地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ		▶北海道の一次産業発展に向けたソリューション展開、地域社会活性化への貢献 ホッカイドウ イチジ サンギョウ ハッテン ム テンカイ チイキ シャカイ カッセイカ コウケン

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ				・リソース拡充に向けた取組は継続
・本州、北海道間の人的地域連携推進を進め効率化に着手 カクジュウ ム トリクミ ケイゾク ホンシュウ ホッカイドウ カン ジンテキ チイキレンケイ スイシン スス コウリツカ チャクシュ		△		工事施工体制の維持・拡大 コウジセコウタイセイ イジ カクダイ		リソース拡充、効率化追求による工事施工コスト管理を進める カクジュウ コウリツカ ツイキュウ コウジセコウ カンリ スス

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ				・北海道新幹線延伸工事関連が好調推移で業績牽引
・コロナ後の資機材価格高騰による建設計画見直し、労務不足により実需低調 ゴ シキザイ カカク コウトウ ケンセツ ケイカク ミナオ ロウム フソク ジツジュ テイチョウ		△		パートナー企業との連携強化		・事業領域の深化と拡大による安定的な成長 ジギョウリョウイキ シンカ カクダイ アンテイテキ セイチョウ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ				・需要回復途上により3事業部門ともに計画値未達
・双方向コミュニケーション向上が課題 ジュヨウ カイフク トジョウ ジギョウブモン ケイカク チ ミタツ ソウホウコウ コウジョウ カダイ		△		サステナブルな社会構築への貢献 シャカイ コウチク コウケン		・インフラ維持更新需要の獲得
・脱炭素・カーボンニュートラル・省力化関連商材の販売強化 ショウリョクカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ				・ビジネスニーズを捉えリサイクル製品、カーボンニュートラル製品等、環境負荷低減製品の提案で成果 トラ セイヒン セイヒン トウ カンキョウフカ テイゲン セイヒン テイアン セイカ		◎		顧客基盤・収益力の強化拡大		・グループシナジーの強化
・ソリューション営業推進による生産性の向上 キョウカ エイギョウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ				・電力小売事業は天然ガス、石炭価格の高騰で電力卸市場が混乱、新規受注を停止
・潤滑油は高耐久製品を主体に販売拡大 デンリョク コウ ジギョウ テンネン セキタン カカク コウトウ デンリョク オロシ シジョウ コンラン シンキ ジュチュウ テイシ ジュンカツユ コウタイキュウ セイヒン シュタイ ハンバイ カクダイ		△		新規事業、新商材の開拓 シンキ ジギョウ シン ショウザイ カイタク		・持続的成長への競争力強化 ジゾク テキ セイチョウ キョウソウリョク キョウカ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ				・コロナ禍によるサプライチェーンの混乱で長納期等、販売機会損失が拡大 カ コンラン チョウノウキ トウ ハンバイ キカイ ソンシツ カクダイ		△		人材育成　 ジンザイ イクセイ		・持続的成長と企業価値向上への人材育成と事業承継 ジゾク テキ セイチョウ キギョウ カチ コウジョウ ジンザイ イクセイ ジギョウ ショウケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ				経理システムのＤＸ推進や大型クレーン導入による荷役作業の効率化を図りました、更なる生産性向上のため引き続き取り組み中 ケイリ スイシン オオガタ ドウニュウ ニヤク サギョウ コウリツ カ ハカ サラ セイサンセイ コウジョウ ヒ ツヅ ト ク チュウ		△		生産性の向上 セイサンセイ コウジョウ		2024年問題を絡めた料金改定を推進する ネン モンダイ カラ リョウキン カイテイ スイシン

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン				苫小牧港・室蘭港では自社の経営資源を最大限に活かし、荷主への高品質のサービスを提供しています トマコマイ コウ ムロラン コウ ジシャ ケイエイ シゲン サイダイゲン イ		〇		攻めの提案営業強化 セ テイアン エイギョウ キョウカ		千歳進出企業及び苫東進出企業への営業強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪藻土利用コンテナの商業化を目指す チトセ シンシュツ キギョウ オヨ トマトウ シンシュツ キギョウ エイギョウ キョウカ ケイソウド リヨウ ショウギョウカ メザ

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ				2022年3月に珪藻土を利活用したコンテナ調質装置の特許を取得、更なる改良と実証実験を行い、商品化に向けて取り組み中 ネン ガツ ケイソウド リカツヨウ チョウシツ ソウチ トッキョ シュトク サラ カイリョウ ジッショウジッケン オコナ ショウヒンカ ム ト ク ナカ		△		人手不足への対応 ヒトデフソク タイオウ		女性活躍の場を拡充し、働き方多様性への対応を図る　　　　　　　　　　　　　　　　社員のスキルアップを図る ジョセイ カツヤク バ カクジュウ ハタラ カタ タヨウセイ タイオウ ハカ シャイン ハカ

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ				苫小牧東部地域におけるバイオマス発電事業の燃料に使用する輸入木質ペレットの港湾荷役・輸送作業を獲得、今後業容拡大 トマコマイ トウブ チイキ ハツデン ジギョウ ネンリョウ シヨウ ユニュウ モクシツ コウワン ニエキ ユソウ サギョウ カクトク コンゴ ギョウヨウ カクダイ		〇		業務効率化と原価管理の徹底 ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ		本社を物流の拠点へ移転し、また更なるＤＸ推進により業務の効率化や原価管理を徹底する ホンシャ ブツリュウ キョテン イテン サラ スイシン ギョウム コウリツカ ゲンカ カンリ テッテイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン				荷主への料金交渉は継続して行ってきたが、2024年問題を迎えることから引き続き料金交渉は継続する。また原価削減につきましては計画通りに実施しました。 ニヌシ リョウキンコウショウ ケイゾク オコナ ネン モンダイ ムカ ヒ ツヅ リョウキンコウショウ ケイゾク ゲンカ サクゲン ケイカクトオ ジッシ		△		設備投資による業務拡大 セツビ トウシ ギョウム カクダイ		苫小牧東部地域に物流センターを整備し、更なる国内外事業の拡充を目指す トマコマイトウブチイキ ブツリュウ セイビ サラ コクナイガイ ジギョウ カクジュウ メザ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ				社員と家族の健康をサポートする「健康経営優良法人」の認定継続や「みなとＳＤＧｓパートナー」への登録により安全・健康・環境への取り組みを強化しました。 シャイン カゾク ケンコウ ケンコウ ケイエイ ユウリョウホウジン ニンテイケイゾク トウロク アンゼン ケンコウ カンキョウ ト ク キョウカ		〇



				修正案 シュウセイ アン		現中期経営計画（2021年度～2023年度） ゲン チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド								次期中期経営計画（2024年度～2026年度） ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク ネンド ネンド

						セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		総　　　括 ソウ カツ				評価 ヒョウカ		セグメント別重点テーマ ベツ ジュウテン		概　　　要 ガイ ヨウ

				電機
関連事業 デンキ カンレン ジギョウ		スマートソリューションビジネスの拡大 カクダイ

						メーカー連携による着実な事業展開、関係強化による確固たる地位の確立 レンケイ チャクジツ ジギョウ テンカイ カンケイ キョウカ カッコ チイ カクリツ

						空冷事業の強化・拡大、ZEBのトータル提案 クウレイ ジギョウ キョウカ カクダイ テイアン

						次世代新規ビジネスの創出 ジセダイ シンキ ソウシュツ

						デジタルマーケティングの強化 キョウカ

						国内地域戦略の強化・拡充、海外事業の基盤強化 コクナイ チイキ センリャク キョウカ カクジュウ カイガイ ジギョウ キバン キョウカ

				機械
関連事業 キカイ カンレン ジギョウ		食の事業領域の強化・拡大 ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						地域戦略の強化 チイキ センリャク キョウカ

						環境ビジネスへの取組み強化 カンキョウ トリク キョウカ

						メンテナンスサービスビジネスの強化 キョウカ

						工事施工体制の充実 コウジ セコウ タイセイ ジュウジツ

				建設・エネルギー
関連事業 ケンセツ カンレン ジギョウ		首都圏再開発、国土強靭化、防災・減災対応の強化 シュトケン サイカイハツ コクド キョウジン カ ボウサイ ゲンサイ タイオウ キョウカ

						パートナー企業との連携強化 キギョウ レンケイ キョウカ

						環境エコ建築製品の拡充 カンキョウ ケンチク セイヒン カクジュウ

						潤滑油・電力小売事業への取組み強化、脱炭素化への対応 ジュンカツユ デンリョク コウ ジギョウ トリク キョウカ ダツ タンソ カ タイオウ

						道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営、メーカー連携 ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ レンケイ

				海運
関連事業 カイウン カンレン ジギョウ		事業の「選択と集中」並びに効率化による生産性向上 ジギョウ センタク シュウチュウ ナラ コウリツカ セイサンセイ コウジョウ

						港湾事業をコアとする高品質サービス提供による差別化推進 コウワン ジギョウ コウヒンシツ テイキョウ サベツカ スイシン

						強みを活かした新規事業の創出 ツヨ イ シンキ ジギョウ ソウシュツ														■　次期中期経営計画 ジキ チュウキ ケイエイ ケイカク

						新規貨物の獲得による業容拡大 シンキ カモツ カクトク ギョウヨウ カクダイ

						適正な料金改定と原価削減 テキセイ リョウキン カイテイ ゲンカ サクゲン														セグメント別重点テーマ				概要 ガイヨウ

						安全・健康・環境への取組み強化 アンゼン ケンコウ カンキョウ トリク キョウカ														①

																				②

																				③

																				④

																				⑤





業績

								前中計（2020年度） ゼン チュウケイ ネンド						社内予算（単年度計画） シャナイ ヨサン タンネンド ケイカク						対外公表 タイガイ コウヒョウ						実績（見込） ジッセキ ミコ

								社内予算 シャナイ ヨサン		対外公表 タイガイ コウヒョウ		実績 ジッセキ		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド		2021年度 ネンド		2022年度 ネンド		2023年度 ネンド

				売上高 ウリアゲ ダカ				107,212		90,000		87,168		102,553		106,146		112,943		95,000		98,000		110,000		94,797		99,927		107,455

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ				11,125				9,515		10,709		11,058		11,658		-		-		-		9,850		10,607		11,277

				営業利益 エイギョウ リエキ				2,977		2,100		1,883		2,678		2,904		3,259		2,200		2,500		3,000		2,303		2,798		2,982				セグメント別業績推移 ベツ ギョウセキ スイイ										赤字は見込数値 アカジ ミコ スウチ

				経常利益 ケイジョウ リエキ				2,960		2,100		1,900		2,674		2,911		3,277		2,200		2,500		3,000		2,399		2,892		3,084

				当期純利益 トウキ ジュン リエキ				2,000		1,500		1,472		1,785		1,939		2,501		1,500		1,700		2,000		1,566		2,139		2,327								'20年度 ネンド		'21年度 ネンド		'22年度 ネンド		'23年度 ネンド

				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		26,790				23,632		25,850		25,835		28,600								22,455		25,724		25,949				電機 デンキ		売上高 ウリアゲ ダカ		23,632		22,455		25,724		25,949

						総利益 ソウリエキ		4,030				3,438		3,900		4,050		4,330								3,414		4,091								総利益 ソウリエキ		3,438		3,414		4,091

						セグメント利益 リエキ		1,271				895		1,212		1,396		1,478								887		1,418		1,351						セグメント利益 リエキ		895		887		1,418		1,351

				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		11,420				7,495		9,200		9,050		9,400								8,910		6,907		12,296				機械 キカイ		売上高 ウリアゲ ダカ		7,495		8,910		6,907		12,296

						総利益 ソウリエキ		1,600				1,135		1,400		1,400		1,450								1,253		1,245								総利益 ソウリエキ		1,135		1,253		1,245

						セグメント利益 リエキ		338				-8		173		233		374								175		196		685						セグメント利益 リエキ		-8		175		196		685

				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		52,362				41,903		51,921		54,201		57,086								48,019		51,045		54,060				建設・エネ ケンセツ		売上高 ウリアゲ ダカ		41,903		48,019		51,045		54,060

						総利益 ソウリエキ		3,570				3,190		3,635		3,680		3,770								3,321		3,244								総利益 ソウリエキ		3,190		3,321		3,244

						セグメント利益 リエキ		930				786		1,008		1,011		475								856		729		768						セグメント利益 リエキ		786		856		729		768

				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		16,640				14,751		15,582		16,610		17,440								15,400		16,648		15,540				海運 カイウン		売上高 ウリアゲ ダカ		14,751		15,400		16,648		15,540

						総利益 ソウリエキ		1,955				1,680		1,794		1,948		2,128								1,889		2,039								総利益 ソウリエキ		1,680		1,889		2,039

						セグメント利益 リエキ		326				224		254		353		478								378		449		181						セグメント利益 リエキ		224		378		449		181

				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,781		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,784		100,324		107,845				合計 ゴウケイ		売上高 ウリアゲ ダカ		87,781		94,784		100,324		107,845

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0						総利益 ソウリエキ		9,443		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		1,897		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,296		2,792		2,985						セグメント利益 リエキ		1,897		2,296		2,792		2,985

				調整 チョウセイ		売上高 ウリアゲ ダカ						-615														-393		-408		-389

						総利益 ソウリエキ

						セグメント利益 リエキ						-14														5		5		-3

				B/S計上額 ケイジョウ ガク		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		87,166		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		9,443		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						営業利益 エイギョウ リエキ		2,865		0		1,883		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				検算（短信） ケンザン タンシン		売上高 ウリアゲ ダカ						87168

						総利益 ソウリエキ						9515

						営業利益 エイギョウ リエキ						1883

				差引 サシヒキ		売上高 ウリアゲ ダカ		107,212		0		-2		102,553		105,696		112,526		0		0		0		94,391		99,916		107,456

						総利益 ソウリエキ		11,155		0		-72		10,729		11,078		11,678		0		0		0		9,877		10,619		0

						セグメント利益 リエキ		2,865		0		0		2,647		2,993		2,805		0		0		0		2,301		2,797		2,982

				※建設・エネルギー　：　建設・エネルギー本部とナラサキ石油の単純合算（ナラサキ石油売上×10%） ケンセツ ケンセツ ホンブ セキユ タンジュン ガッサン セキユ ウリアゲ

				※海運　：　ナラサキスタックスと九州マリンの単純合算（九州マリン売上0カウント） カイウン キュウシュウ タンジュン ガッサン キュウシュウ ウリアゲ





2024経営方針骨子



				中期経営計画　基本方針並びに各種戦略 チュウキ ケイエイ ケイカク キホン ホウシン ナラ カクシュ センリャク



				　【基本方針】 キホン ホウシン

						■成長戦略の推進　■部門間連携の強化　■経営基盤の強化　■サステナビリティの推進

								１．		グループ総合力によるソリューションの提供 ソウゴウリョク テイキョウ

								２．		収益力の強化と生産性の向上

								３．		ＤＸ・ＧＸ分野の取組み強化

								４．		人材の確保・育成とエンゲージメントの向上

								５．		サステナビリティ経営の推進 ケイエイ



				　【事業戦略】 ジギョウ センリャク



						［電機関連事業］　　　　　　　　　　～集中投資で利益規模拡大・生産性向上～ デンキ カンレン ジギョウ

								■コア事業の更なる強化と先端技術分野におけるソリューション事業の拡大を目指す

						　		1.		顧客対応型ビジネスモデルの構築（総合力を駆使したクロスセル販売の推進） コキャク タイオウガタ コウチク ソウゴウリョク クシ ハンバイ スイシン

								2.		新規事業の創造・確立（ソリューションビジネス基盤の確立） シンキ ジギョウ ソウゾウ カクリツ キバン カクリツ

								3.		コアビジネスの維持・拡大（三菱電機代理店ビジネスの維持・拡大） イジ カクダイ ミツビシ デンキ ダイリテン イジ カクダイ

								4.		成長市場である半導体関連市場への注力 セイチョウ シジョウ ハンドウタイ カンレン シジョウ チュウリョク

								5.		海外現法との情報連携に基づく国内外ユーザ拡大 カイガイ ゲン ホウ ジョウホウ レンケイ モト コクナイガイ カクダイ



						［機械関連事業］　　　　　　　　　　～事業リスク低減と生産性向上～ キカイ カンレン ジギョウ

								■変動リスクを抑え、生産性を高めるとともに高付加価値ビジネスモデルを構築する

								1.		「農」「食」事業領域の強化・拡大（ポートフォリオ改革、能動的ソリューション、高付加価値ビジネス推進） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ キョウカ カクダイ カイカク ノウドウテキ コウ フカ カチ スイシン

								2.		スマートアグリ事業のプロフィット化（新事業の創出） ジギョウ カ シン ジギョウ ソウシュツ

								3.		「農」「食」事業領域におけるＤＸ・ＧＸ推進（担い手不足・鮮度保持・物流合理化への対応） ノウ ショク ジギョウ リョウイキ スイシン ニナ テ フソク センド ホジ ブツリュウ ゴウリカ タイオウ

								4.		工事施工体制の維持・拡大（リソース拡充・効率化追求） コウジ セコウ タイセイ イジ カクダイ カクジュウ コウリツカ ツイキュウ

								5.		道内一次産業における施設・設備シェアの拡大 ドウナイ イチジ サンギョウ シセツ セツビ カクダイ



						［建設・エネルギー関連事業］　 　～着実な利益創出と安定収益基盤強化～ ケンセツ カンレン ジギョウ

								■事業領域での連携を深め、安定収益基盤を強化すると共に新たな成長事業の創出を図る

								1.		事業パートナー企業との連携強化にもとづく安定した収益基盤の構築 ジギョウ キギョウ レンケイ キョウカ アンテイ シュウエキ キバン コウチク

								2.		サステナブルな社会構築への貢献（インフラ維持更新需要、脱炭素・ＣＮ・省力化商材の獲得） シャカイ コウチク コウケン イジ コウシン ジュヨウ ダツ タンソ ショウリョク カ ショウザイ カクトク

								3.		顧客基盤強化とニッチトップ商材獲得（既存顧客リピート率向上、新規顧客開拓、優位性商材拡販） コキャク キバン キョウカ ショウザイ カクトク キゾン コキャク リツ コウジョウ シンキ コキャク カイタク ユウイセイ ショウザイ カクハン

								4.		産業・石油の一体感醸成によるエネルギー事業体制の強化 サンギョウ セキユ イッタイカン ジョウセイ ジギョウ タイセイ キョウカ

								5.		道路・圧送・除雪業界を主体とした建設機械分野の事業運営（主要メーカとのパートナーシップ強化） ドウロ アッソウ ジョセツ ギョウカイ シュタイ ケンセツ キカイ ブンヤ ジギョウ ウンエイ シュヨウ キョウカ



						［海運関連事業］　　　　　　　　　　 ～事業リスク低減と安定収益基盤強化～ カイウン カンレン ジギョウ

								■事業環境に適応できるよう収益構造を見直しつつ、収益の規模拡大と安定化を図る

								1.		既存荷主深掘と新規荷主獲得（攻めの提案営業、同業他社との差別化） キソン ニヌシ フカボ シンキ ニヌシ カクトク セ テイアン エイギョウ ドウギョウ タシャ サベツカ

								2.		苫東進出企業（含むラピダス関連）への営業強化などによる新規荷主・新規貨物の開拓 トマトウ シンシュツ キギョウ フク カンレン エイギョウ キョウカ シンキ ニヌシ シンキ カモツ カイタク

								3.		「選択と集中」「業務効率化」「原価管理」の徹底による生産性向上 センタク シュウチュウ ギョウム コウリツ カ ゲンカ カンリ テッテイ セイサンセイ コウジョウ

								4.		2024年問題への対応（適正な料金改定、人手不足への対応） ネン モンダイ タイオウ テキセイ リョウキン カイテイ ヒトデ フソク タイオウ

								5.		産業との情報連携並びにグループ総合力発揮に向けた取組み強化 サンギョウ ジョウホウ レンケイ ナラ ソウゴウリョク ハッキ ム ト ク キョウカ



				　【財務戦略・資本戦略】 シホン センリャク

								□		安定的な営業キャッシュフローの創出と有効活用 アンテイテキ エイギョウ ソウシュツ ユウコウ カツヨウ

								□		健全な財務基盤の維持（自己資本比率40%以上、純資産積上げ） ケンゼン ザイム キバン イジ ジコ シホン ヒリツ イジョウ ジュン シサン ツミア

								□		「資本コストや株価を意識した経営の実現」に向けた対応（成長戦略・株主還元・ＩＲ活動） シホン カブカ イシキ ケイエイ ジツゲン ム タイオウ セイチョウ センリャク カブヌシ カンゲン カツドウ



				　【人事戦略】

								□		人的資本経営を意識した人材の採用と育成（多様性確保、研修体系見直し） ジンテキ シホン ケイエイ イシキ ジンザイ サイヨウ イクセイ タヨウセイ カクホ ケンシュウ タイケイ ミナオ

								□		エンゲージメント向上のための環境整備（働きがいを持てる仕組み作り、働きやすい環境の提供） コウジョウ カンキョウ セイビ ハタラ モ シク ツク ハタラ カンキョウ テイキョウ

								□		多様な働き方への対応（テレワークを含む人事諸制度の定着、環境整備） タヨウ ハタラ カタ タイオウ フク ジンジ ショ セイド テイチャク カンキョウ セイビ



				　【サステナビリティ戦略】

								□		コンプライアンスの徹底、グループガバナンスの強化 テッテイ キョウカ

								□		リスクマネジメント体制の充実 タイセイ ジュウジツ

								□		サステナビリティへの取組み推進（社会課題解決への積極的関与） トリク スイシン シャカイ カダイ カイケツ セッキョクテキ カンヨ



				　【ＩＲ戦略】

								□		積極的な情報発信（非財務情報、特にサステナビリティ活動、ＨＰ・ＩＲサイトの充実） セッキョクテキ ジョウホウ ハッシン ヒ ザイム ジョウホウ トク カツドウ ジュウジツ

								□		株主・投資家との建設的対話（今後の成長戦略に対する理解の向上） カブヌシ トウシカ ケンセツテキ タイワ コンゴ セイチョウ センリャク タイ リカイ コウジョウ
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中期経営計画 事業戦略（セグメント別）
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電機関連事業

１．顧客対応型ビジネスモデルの構築
２．新規事業の創造・確立
３．コアビジネスの維持・拡大
４．成長市場であるデジタル関連市場への注力
５．海外現法との情報連携に基づくユーザ拡大

建設・エネルギー関連事業

１．事業パートナー企業との連携強化に基づく安定
した収益基盤の構築

２．サステナブルな社会構築への貢献
３．顧客基盤強化とニッチトップ商材獲得
４．グループ連携によるエネルギー事業体制の強化
５．道路・圧送・除雪業界を主体とした建機分野の

事業運営

機械関連事業

１．「農」「食」事業領域の強化・拡大
２．スマートアグリ事業のプロフィット化
３．「農」「食」事業領域におけるＤＸ・ＧＸ推進
４．工事施工体制の維持・拡大
５．道内一次産業における施設・設備シェア拡大

海運関連事業

１．既存荷主深掘と新規荷主獲得、差別化
２．苫東進出企業への営業強化、新規顧客・貨物獲得
３．「選択と集中」「業務効率化」「原価管理」徹底

による生産性向上
４．2024年問題への適切な対応
５．グループ総合力発揮に向けた取組み強化



中期経営計画 財務・人事・サステナビリティ・ＩＲ戦略
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財務戦略

１．安定的な営業キャッシュフローの創出
と有効活用

２．健全な財務基盤の維持
３．「資本コストや株価を意識した経営の

実現」に向けた対応

サステナビリティ戦略

１．コンプライアンスの徹底、グループ
ガバナンスの強化

２．リスクマネジメント体制の充実
３．サステナビリティへの取組み推進

ＩＲ戦略

１．積極的な情報発信
・ホームページの活用
・非財務情報、特にサステナビリティ活動

２．株主・投資家との建設的対話
・成長戦略に対する理解の向上

人事戦略

１．人的資本経営を意識した人材採用・育成
（多様性確保）

２．エンゲージメント向上のための環境整備
（働きがいを持てる仕組み作り）

３．多様な働き方への対応
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応
■現状分析
・2024年3月期のROEは10.3%（直近5年間平均ROEは9.7%）で、資本コストを上回る水準にある。
・2024年3月期末のPBRは0.63倍。 業績は安定的に推移し、財務基盤の改善が進んでいるものの、

PBRは1.0倍を下回っている。低PBRの要因は、投資者が当社に対して次のような見方をしている
ものと考えます。
①当社の事業成長性や将来性が高くない。
②株主還元が十分ではなく、また株式流動性も低いことで、投資対象としての魅力が乏しい。
③サステナビリティを含む非財務情報の開示（ＩＲ活動・情報発信）が不十分である。
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単位：％ 単位：倍
ROEの推移 PBRの推移



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応
■方針・目標

中期経営計画に基づく成長戦略を着実に実践することを通じて、事業価値を継続的に向上させ、
持続的成長への期待を醸成することにより、PBR１倍超の早期実現を目指します。
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億円億円

2026年度（中期経営計画最終年度）
売上高 1,200億円 営業利益 40億円 ＲＯＥ 10% 配当性向 30%以上
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

■具体的取り組み
成長戦略
中期経営計画における事業戦略に基づき、「チームナラサキ」としての総合力を発揮し、真の価値
あるソリューションを提供することにより、経営目標（営業利益40億円、ＲＯＥ10%）の達成を
目指すとともに、成長分野や人的資本に対しても積極的に投資してまいります。

資本戦略
株主の皆様への利益還元を重要な経営政策と位置付け、安定的な配当を基本としつつ、収益状況・
財政状態・将来の事業展開等を勘案して決定してまいります。
累進配当を維持しつつ、2026年度における配当性向３０％以上を目指します。

ＩＲ戦略
ホームページを活用するなど、サステナビリティを含む非財務情報についての開示をより充実させ
るとともに、当社グループの成長戦略に対する理解を深めていただくために、株主・投資家の皆様
との建設的対話に努めてまいります。
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